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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　菊きく月づきの、とある朝。

　庭に出ているときのことだ。

「紗さ良ら、そこでなにをしている」

　背後からそう問いかけられ、紗良は振ふり向いた。

　瓦かわら屋根の寝しん殿でんの廂ひさしに黒くろ髪かみの貴人が佇たたずんでおり、紗良のほうを厳しい目で見つめている。二十歳はたち前後の容よう貌ぼうで、瞳ひとみは髪と同じ色。長身だが武骨さはなくひたすら優ゆう雅がな雰ふん囲い気きだ。

　きらびやかな絵巻物から飛び出してきたようなその美しさに、つい見み惚とれる。

　彼はこの宵よい霧ぎりの宮みやの主で、名を由ゆ衣い王おうという。

　いまは白の単衣ひとえにしっとりした蘇す芳おうの袍ほう、浅蘇芳の袴はかまといった装しよう束ぞくに身をつつんで人の姿を取っているが、その本ほん性しようはやんごとなき竜りゆうである。

「雨が降っているから庭にはおりるなと命じたろう。なぜ言いつけを破る」

「でも、小こ雨さめですので」

　おそるおそる言い訳すると、由衣王はこちらに視線を定めたまま階きざはしをおりてきて、紗良に歩み寄った。目の前でとまり、紗良の額に触ふれる。

「小雨だからなんだ。人の子は少し身が冷えただけでも儚はかなくなる。ましておまえのように脆ぜい弱じやくな娘むすめなら、雨に打たれた瞬しゆん間かん溶とけ出してもおかしくない」

　溶けない。紗良はうつむいて、笑いをこらえる。

　竜の神は口調こそ冷れい淡たんだが、本当は心優やさしく慈じ愛あい深い存在だ。いまだって、よい香かおりを立ち上らせる袖そでを広げ、紗良が雨に濡ぬれぬよう頭上を覆おおってくれる。

　ただ、種族の違ちがいが原因か、「人とは綿毛のようにやわく、とてもか弱い生き物であるため、取り扱あつかいに注意すべし」といった偏かたよった考えを持っている。

「逃にがさないぞ、紗良」

　自身の袖で紗良の頭をゆるくつつんだ由衣王が、いささか剣けん吞のんな目つきをして囁ささやく。

「おまえの定めはすでに我ら竜の手の中だ。いまさら自由になれるなどと思うな」

「はい、宵霧の君」

　神しん妙みようにうなずくと、脅おどすような言い方をしておきながらも由衣王はわずかに焦あせりをまじえた懸け念ねんの表情を見せる。

　──きっと、強く言いすぎただろうかと気を揉もんでいるんだろうなあ……。

　微笑ほほえましく思うが、ここで安易に笑いかけると、少々気難しい面を持つ竜は機き嫌げんを損そこねてしまう恐おそれがある。刺し激げきせぬよう、とりあえず反省したという態度を取っておく。

「もちろん私という存在は竜の皆みな様さまのものです。……が、空に雨雲が広がっておりますのに天てん弓きゆうが浮うかんでいましたので、どうにも気になり庭へ出てしまったんです」

「天弓？」

　由衣王はいぶかしげにつぶやくと、紗良から視線を外して空を仰あおいだ。

　天弓とは、虹にじである。いまもうっすらと空に色が残っている。

「ひょっとして竜の皆様が空の散策をされているのかも、と思ったんです」

　紗良の言葉に、由衣王は眉まゆをひそめる。

「俺はずっと屋や敷しきの中にいた。三竜もだ。空に弦つるを張った覚えもない。──ならあれは、空からの警告か？」

　虹は弓のほか、竜を示す。たとえば、竜がご機嫌なときに天を泳げばその軌き跡せきが虹となる。

　または、橋を表す。吉きつ凶きようのどちらかが、空から橋を渡わたって地へおりてくるのだと言われている。大たい抵ていは騒そう乱らんの訪おとずれを告げるという。

　険しい表情を浮かべたのは一いつ瞬しゆんだけのことで、由衣王はすぐにつまらなそうに吐はき捨てた。

「あれがなんらかの警告だとしてもかまうものか。問題があるようなら神官らが儀ぎでも行ってどうにかするだろう。紗良、はやく屋敷へ戻もどれ」

「はい」

「余計なものに気を取られるな。余所よそ見みをするな。我らの命を拒こばむな」

　独善的とも言える言葉に、紗良はひとつひとつうなずく。

「従順でいるなら、俺も膝ひざを折ってかしずいてやる。なにせおまえは、我ら竜の斎さいたる花だからな」

　廂に上がると、由衣王は袖を払はらって紗良の前に跪ひざまずいた。こちらを睨にらみ上げる彼の眼まな差ざしはなにやら高圧的で、謙けん虚きよさとは無む縁えん。とてもかしずく者が見せる恭きよう順じゆんの表情ではない。

　それでいて仄ほの暗ぐらい執しゆう着ちやくが垣かい間ま見みえるような、一筋の甘さがある。

「忘れるなよ、俺を邪じや険けんにすれば空をゆるがせるほど吼ほえるぞ」

　暗く輝かがやく瞳のあやしさに見入られかけていた紗良は、その忠告を耳にして慌あわてた。

　そうだった。忘れていた。

　──というより、忘れかけていた……。竜の方々の態度も前とあまり変わらないし。

　紗良は地上に暮らしていた里人で、奴ど隷れいの冶や古ことして天てん都とに連れてこられた。

　そこで竜りゆう神じんの屋敷に仕え、死ぬまで労働に従事するはずが、なにを間ま違ちがったかふた月ほど前──文ふみ月づきの頃ころに、竜を統すべる女王の立場となったのである。

　まったく夢としか思えぬ事態で、自分はとうとう現うつつを抜ぬけ出し、胡こ蝶ちようにでも変じてしまったのかと。
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　南庭での由衣王との会話から五日後。

　菊月と呼ばれる通り、この月は菊の花に関する行事が目白押しだ。

　宮中行事はもちろんのこと、食や狩かりの宴うたげまで多種多様な催もよおしがそろっている。

　地上生まれの紗良などは、雅みやびやかであろう宮中行事に参ずる資格を持たないが、その代わり、先月からずっと竜たちの遊びにつき合わされている。

　たとえば兎うさぎ追いの宴。山の兎を狩ってこの季の豊ほう穣じようを祝うもの。宍しし王おう祭さい。こちらは猪いのししの供く犠ぎ。宍しし翁おう祭さい。こちらは宍王祭と同様の呼び方だが、魚や肉、草などの醬ひしおの出来を祝うものだ。

　そして今日はというと、菊きく緒おの宴。

　屋形船を菊の花で飾かざり、川遊びを楽しむ。

　そういうわけでいま、紗良は竜たちとともに舟しゆう遊ゆうしている最中だった。

「紗良、なにをぼんやりしている」

　冷めた声でたしなめたのは竜の君、由衣王。

　彼は、天の島と地の島、両方を持つこの稀まれなる国──右う記きノの國くにを守護する四竜の一人だ。

　今日は菊の祭りなので、着用する中なかの縹なは色だいろの表おもて衣ごろもにもたいそう華はなやかな菊きつ花かの模様がほどこされている。竜は、こうした豪ごう華かな衣ころもがよく似合う。

「せっかく連れ出してやったのに、なぜ川の眺ながめを楽しまない」

　不ふ機き嫌げんな顔を向けられ、返事に窮きゆうしていると、彼の隣となりに座っていた中性的な容貌の貴人がくすりと笑う。こちらの貴人も竜りゆう神じんで、名を小こ瑠る王おうと言う。南の路みちの果てに藍らん桜おうの宮みやという広大な地を所有しているため、藍桜の君と呼ばれることもある。

　見た目は由衣王と同じで二十歳前後、やはり際きわ立だって美しい。しかしいかにも貴族然とした怜れい悧りさのある由衣王とは違って、彼は色白で線が細く、唇くちびるの形も優しい。見る者に儚げな印象を抱いだかせる。長い髪は露つゆ草くさ色で、ゆったりと後ろで結んでいる。瞳の色は紗良と似ているが、小瑠王のほうがいくぶん明るい。

　彼の装束も菊緒の宴仕様だ。中なか紫むらさきにそめ上げた表衣には白しら菊ぎくの文様がある。

　容姿は美び姫きのようにたおやかだが、侮あなどってはいけない。四竜の中でもっとも怪かい力りきである。なにしろ彼にはやすやすと異形の首をねじ切ったという過去がある。

　──しかも初対面でやられたっけ……。

　そのときの強きよう烈れつな記き憶おくを振り返り、気を飛ばしかけていると、小瑠王が袖で口元を覆いながら紗良を意味深に見つめた。そうした仕草もまたしとやかで美しい。

「なんですおまえ。川に浮かぶ花には見惚れず、俺たちに夢中なんですか」

　からかいより皮肉さのほうが勝まさっている声こわ音ねだったが、紗良は気にせずうなずいた。

「はい、竜の方々のほうがきれいです。藍桜の君も宵霧の君も、ご自身が花のように優美でいらっしゃる。すれ違う舟ふねにおられる貴人の方々もずっと見惚れていらした」

「ば、ばかっ。讃たたえるにしたって、率そつ直ちよくに言えばよしというものではない。もう少し風ふ情ぜいを考えなさい。まったく色気のない……」

　小瑠王は薄うす紅くれない色いろの花びらみたいに淡あわくそまった頰ほおを袖で完全に隠かくし、横を向く。叱しかられてしまったが、どう見ても彼はほめられて喜んでいる。

　由衣王のほうは、称しよう賛さんなど当然、といった態度でつんつんしている。

　竜りゆうたちは今日もひねくれていてちょっとおもしろい。

　右記ノ國には彼らのほかにあと二人、竜神が存在する。が、今日はその二人は、竜神を祀まつる辰たつ弥み庁ちようへ赴おもむき、そこで用意された舟に乗っている。

　庁の催しのほうへ参会せねばならぬことを彼らはひどく億おつ劫くうがっていたが、菊緒の宴には右記ノ國の統治者たる榔ろう帝ていも出しゆつ御ぎよされるとの話。自由奔ほん放ぽうな竜といえども、さすがに今回は庁からの要よう請せいを拒きよ否ひできなかったようだ。

　──宴後はきっとご機き嫌げん斜ななめで戻られるだろうから、慰なぐさめなきゃ。

　ぼんやりそう考えていると、気を取り直したらしい小瑠王の視線を頰のあたりに感じた。

　紗良は意識を現実に戻し、笑えみを作った。

「冶や古この私にも喜びをわけてくださる竜の方々には感謝してもし切れぬほどですが……藍桜の君や宵よい霧ぎりの君は辰弥庁の舟に乗らなくても大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ほかの二竜に面めん倒どうを押しつけて逃げてきたのがこの由衣王たちである。それで、自身の所有する舟をいそいそと出した。こちらは完全に気ままな遊びだ。

　しかし、彼らは紗良の問いには答えず、むっと眉をひそめた。

「もう冶古ではないだろう」と言ったのは由衣王だ。

　冶古とは、貴人の世話をする奴隷のことだ。この右記ノ國では、天に浮かぶ島を榔ろう月げつ府ふ、地上の島を山さん月げつ府ふと呼ぶ。紗良はその山月府生まれの里人である。

　基本的に、天都に住む者は地の人々よりも格上と位置づけられている。紗良は、竜たちの奴隷として捧ささげられたも同然の身なのだ。ただし冶古の中でも、神しん霊れいに仕える者は神か奴め冶や古こと呼ばれる。

「おまえはもう斎さい花かなんですよ。我ら以外に頭こうべを垂れる必要はない」

　小瑠王までも不機嫌そうに咎とがめる。これは推測するに、他者の反応など気にしなくていい、と注意しているのだろう。

　荒あらぶる竜たちを鎮しずめる巫女みこを『斎花』という。言い換かえるなら『神かみ嫁よめ』か。

　いまの彼らが支し竜りゆうと定められて二百年、一度も正式な巫かんなぎが選出されてこなかった。巫女を見み出いだすのは神器たる赤せつ虎こ──赤せつ鼓この役目だが、ずっと沈ちん黙もくを守り通してきたのだという。こればかりは竜神も口出しできない約定である。

　しかし巫が不在のままでは国の威い信しんにも関かかわる、人心も落ち着かぬとして二年毎ごとに枇ひ儺だ式しきという儀を行い、かりそめの巫を選んできた。

　そんな中でなぜか紗良が、正式な斎花として立つことになったのだ。

「ですが竜の方々。私の暮らしって前とほとんど変わっていないというか……お役目をいただいたのに、なにもせずともよいのでしょうか？」

　紗良は困こん惑わくしていた。

　いまも以前同様に、竜の世話に明け暮れている状態だ。むしろ前より待たい遇ぐうがいいかもしれない。彼らと同じ菊の模様の優美な上うわ衣ぎぬを着させられ、川遊びのおともをしている。

　こんなふうに日々竜たちとのんびり戯たわむれているだけなので、自身が斎花であるという自覚をまったく持てずにいる。が、だからこそ、日常の中にもたらされる些さ細さいな変化が目につく。

「辰弥庁の使者が頻ひん繁ぱんに屋や敷しきを訪おとずれているような気がしますし……」

　実際、四竜が行事に参列する機会が以前よりも増えている。増やされていると取るべきか。ただ、参席を避さけられぬ状じよう況きようであっても必ず一人は紗良のそばに残る。

　そうした小さな変化に気づいて以来、紗良は違い和わ感かんのようなものをずっと抱き続けているのだ。竜たちはなんでもないように振ふる舞まっているが、もしかしてなにか重要なものを紗良の目から隠そうとしているんじゃないだろうか？

　疑念を解消すべく「あの」と呼びかけると、先手を打つように二竜が顔をしかめた。先に口を開いたのは由衣王で、

「吼えるぞ」

　据すわった目で端たん的てきに脅きよう迫はくしてくる。ついこのあいだも言っただろう、もう忘れたのか。そう訴うつたえているのがわかる。

「俺も竜に変身して吼ほえましょうか」

　小瑠王までが彼に倣ならう。ほーらほら脅おどすぞ、と言いたげだ。

　竜の咆ほう哮こうは大気を乱す。それが何度も繰くり返されると天の榔月府、地の山月府で、時の流れに狂くるいが生じ始める。つまり榔月府では朝の刻なのに、地では夜の刻が訪れる。

　斎花とは、こうした竜の高ぶりを御するための存在なのだ。

「皆みな、驚おどろくだろうな。菊緒の宴のただ中に、二竜が宙を駆かけ回って吼えたりしたら」

「楽しそうですね、やってみましょう」

　物ぶつ騒そうな提案をして盛り上がり始める二竜に、紗良は焦あせる。

「い、いけません、どうかおやめください」

「やめろというのか？　冶古が？」

　由衣王が挑ちよう発はつ的に意地悪く問う。うっと紗良は身を縮める。

「そうですよ、おまえは自分を冶古と言うのでしょう？　なぜ冶古にすぎぬ者が竜に気安く命ずるのですか」

　小瑠王も冷たく追い打ちをかける。絶句する紗良を横目で見ながら、二竜は次々と試ためすような言葉を落とす。

「冶古にたしなめられる謂いわれはないな」

「ええ、本当に」

「たとえ榔帝だろうが貴人だろうが、だれも我らに綱つなをつけられるものか」

「許しがたいですね。そんな真似まねをされたら殺したくなります」

「手て懐なずけられてやってもよいと思うのは、唯ゆい一いつ、斎の花だな」

「ええ、ええ。我ら竜は、か弱い花を踏ふみにじるほど非情ではありません。誠実に頼たのむのであれば、望みを聞いてあげなくもない」

「だがここに花はないという」

「では、どれほど暴れ回ろうが俺たちの勝手ということですね」

「吼えるしかない」

「天てん都とを一ひと巡めぐりしますか」

　むふふと竜たちが悪い笑みを浮うかべ、口元を覆おおう。

「あー、ああー！　あの、わ、私は巫女……皆みな様さまの、たぶん斎花……です？　ですよね！　斎花だと思います！　その、ですので、天都の空中散歩はどうかやめてください！」

　紗良はしどろもどろになりながらも口を挟はさんだ。

「でもおまえは自覚もないし、先ほどだって、自分はなにもしていないと言ったじゃないですか」

　小瑠王が笑みを消し、じいっと紗良を見み据すえる。由衣王も責めるような目を向けてくる。

「まったく失礼な話だな。斎花の役目は竜を鎮めること、ひいては竜を飽あきさせぬことではないか。だというのに、その竜の世話をなんとも思っていない。どころか、下に見ているぞ。ほかに仕事をしなくていいのかとすら思っている」

「俺たちとの関わりより大事なものがもっとほかにあるだろうと言いたいわけですよね。ひどい娘です」

「ちっ、違ちがいます！　誤解です！　竜の方々以上に大事なものはありません！」

　両者から、噓うそつき！　という辛しん辣らつな目で睨にらまれた。心臓に悪い。

　が、なにか言いくるめられているような気がしないでも……？

「どうせ野や蛮ばんな竜ですよ、俺たちなんて。傷つく……。吼えたい」

「優美だのきれいだのとうまいことを言いつつも、本音ではこの怪かい獣じゆうめ、としか思っておらぬわけだ。吼えよう」

　二竜が真顔で表おもて衣ごろもを脱ぬぎかけた。ここで。舟ふねの上で。竜の姿に変じる気だ。

「わかりました、本当にわかりましたから！　紗良が間ま違ちがっていました。もう竜の方々しか見ません！」

　二竜に舌打ちされた。恭きよう順じゆんの姿勢を見せたのに、なぜ。

「まこと鈍どん臭くさい。余計なことを考えずに、はやくそう言えばいいものを」

「これだから人の子は」

「鈍臭いせいで発育も悪いのか？　……食べさせても食べさせてもいっこうに肥えぬわ」

「おかしいですよね……。なぜこんなに紗良は肥えぬのか……」

　急に悩なやめる顔をされた。本当になぜ。

　肥えぬという表現も、切実にやめてほしい。

　──お言葉ですが、地上で暮らしていたときから比べると、私の身体からだってかなり肉づきがよくなっていますよ！

　おかげさまで頰ほおもふっくらしてきたし、海水で荒れていた肌はだもつやが増した。

「ほら、餅もち。食べなさい」

　小瑠王に無理やり餅もち菓が子しを食べさせられる。最近の竜りゆうたちは紗良を肥えさせる……体重を増加させることになにやら強い使命を見出していると思う。……ちょっと迷めい惑わくだ。

　──きっとこれも彼らの好意なんだろうけれど、限度というものが。

　紗良は微び妙みような目で二竜を見やる。舟に用意された膳ぜんには菓子と酒が載のせられている。川の流れが穏おだやかなので、舟の上でもゆれを気にせず飲み食いができる。

　──それにしても、この天都……榔月府の地は、驚きで溢あふれているわ。天空の島でありながら、山が聳そびえ、川が流れている。

　遥はるかな地、榔月府は十二角形を成す。その中央には榔帝のおわす図と京きようが設けられている。「天都」という言葉は、榔月府全体を指すこともあれば、図京を示すこともある。

　いま紗良たちの舟を浮かべている川はその図京の外周を流れるもので、もっとも幅はば広びろのところは二百路を超こえる。眉み賢さか木き川という、榔月府最大の川だ。

　紗良は視線を景色に向ける。幽ゆう雅がなる眺ながめに、心がすうっと透すき通って清められてゆく気がする。川には色とりどりの屋根を持つ貴人らの舟が行き交かう。向こう岸には、煙けむりがかった峻しゆん険けんな山々。気のはやい山ではもう木々が赤に黄色にと秋の衣ころもをまとい始めている。山さん麓ろくにちらりと見えるのは、桃もも色いろの門。あれは桃とう天てん門もん。紗良が入府の際に通った天門だ。

　あらためて、遠くへ来てしまったんだと感かん慨がいに浸ひたる。

　里人の海女あまにすぎなかった自分が竜の花になるなんて。どうしてもその実感を持てないけれど。

「紗良、今度はなんだ。なにを考えている」

　由衣王が警けい戒かいするように言って、紗良の心をこの舟に引き戻もどす。

「いえ、夢を見ているようだなと……」

　紗良は感情を取り繕つくろうことなく微笑ほほえみながら答える。──なにもかもが美しい夢だ。餓うえに悩むこともなく寒さに震ふるえることもなく、心こころ穏おだやかなまま、美しいものをただ素す直なおに美しいと思える、春の光に似たやわらかい夢を見ているようだ。

　──いつまでも微睡まどろんでいたいなあ。

　終わりなんてこなければいいのに。
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　いつまでこの安らかな夢の中にいていいのだろう。最近紗良は、つくづくそう思う。

　冶や古こは、というより天都に連行された里人は短命だ。紗良は斎さい花かとして見み出いだされたけれど、やはり例外ではない。調子のよい時期もあったが、このところ、とみに胸が苦しくなる。

　近いうちに命が尽つきるのだろう。

　死ぬことは、そんなに怖こわくはない。

　竜のために命を捧ささぐと決めた。ためらいなくそう誓ちかえることが嬉うれしくもある。

　けれども、命の灯ともし火びが消えるまでは……、竜のそばでうとうとしていたい。

　この優やさしい光に溢れた、すばらしい夢の果てにあるのが、あたたかな死なのだ。

　いろづく山を眺めていると、身を乗り出した小瑠王に突とつ然ぜん手首を握にぎられた。驚おどろいてそちらを見やれば、彼はその繊せん細さいな面おもてに不安を覗のぞかせていた。

「紗良、ここは夢む幻げんの世でも桃とう源げん郷きようでもないのですよ。瞼まぶたを開けて、よく見なさい」

「はい、藍らん桜おうの君」

　従順にうなずく。小瑠王の言う通りだ。いつも、しっかりと目を開けていなければ。ほんの一いつ瞬しゆんだって見み逃のがすのが惜おしいくらいに美しい夢だから、ぼやぼやしていられない。

「おまえの定めは地からこの天へ移ったんだ。わかるか？」

　由衣王も、言い聞かせるような声を出す。紗良はそれにもうなずく。

　とてもよくわかっている。

　紗良は、天という、いつか手放す幸せな夢を見ているのだ。
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　菊きく緒おの宴えんのあとには、花めぐりの遊び。なんのことはない、目め隠かくしして香かおりだけで花の名をあてるというものだ。

　この遊びのために、紗良たちは二十種以上の秋花が咲さく紅こう梅ばいの里へと移っている。

　由衣王の宵霧宮には、丑うし寅とらの位置に桔き梗きようの里、戌いぬ亥いの位置に春はる椿つばきの里、未ひつじ申さるの位置に曼まん珠じゆの里、辰たつ巳みの位置に紅こう梅ばいの里があり、それぞれに屋や敷しきが設けられている。

　季節毎ごとに屋敷を移るための構造なのだが、いつしか三竜が由衣王の宮に転がりこみ、好きな里で暮らすようになっていたので、そのあたりはかなり前から適当になっていたそうだ。

　もちろん三竜も各自で宮を持っているが、そちらへ戻ることはほとんどないらしい。

　いまではもう、だれがどこの里にというより、こうした遊びや行事があるたび四竜で集まって自由にすごしている状態だった。

「竜の方々って仲がいいんだなあ……」

　感心しながら落とした独白に、そばにいた梨り乃のが微笑む。

　黒くろ髪かみの豊かな、おとなびた雰ふん囲い気きの美しい女性だ。彼女は由衣王の宮に仕える女によう房ぼうの一人だが、その本ほん性しようは式神だ。宮は竜の住すみ処かという特とく殊しゆな場所でもあるので、通常の公く家げ屋敷で召めし抱かかえられるような下働きの者をあまり置いていない。竜の宮は辰弥庁の長おさの配はい慮りよにより送りこまれた式神たちが管理している。

　しかしこの梨乃はというと、気がつけば紗良つきの女房になっており、また、この榔月府で一番信しん頼らいできる姉のような存在にもなっている。

「ええ、竜の方々はもともと仲がよろしいですわね。やはりそこは同族ゆえの気安さもあるでしょう」

「あ、そうか……そうですね」

「それに、たとえ天都生まれの者であっても竜の神気に耐たえられぬこともありますので、人を長くそばに置くわけにもいかないという事情もあったかと」

　困ったように梨乃が続ける。紗良は、曖あい昧まいな笑えみを返した。

　天と地では大気の濃のう度どが異なる。そのため、生まれた場所が違ちがうと『気』に大きく左右されることになる。この『気』のうちには竜の神気も含ふくまれる。

　榔月府の者であれば生誕時から常に竜の神気を感じている状態なので耐たい性せいがつくのだが、山月府の里人はそうじゃない。強すぎる清せい浄じような気も場合によっては毒に変わる。さらに言うと、神か奴め冶や古こは竜に仕える中で穢けがれを浴びることも覚かく悟ごしなければいけない。

　これが、冶古として入府した里人が短命になる理由である。もって数年の命か。紗良も例外ではない。

　稀まれに、山月府生まれであろうと神気になじむ者もいるし、逆に榔月府生まれであろうと合わない者もいる。梨乃が言ったのはそういうことだ。

「竜りゆうの方々は言動こそ厳しいですが、本当はとても人を慈いつくしんでくださってますもんね。もしもの危険を考えて、できる限り自分から人を遠ざけようとしているんだわ」

　切ない気持ちで告げたつもりだったが、なぜか梨乃は噴ふき出した。

　おかしな発言をしてしまったかと焦あせる紗良に、彼女は嬉うれしそうな……にやにやがとまらないというような表情を向けてくる。こうした表情を、紗良はなぜか式たちからよく向けられる。

「柱に巻きつく蔓つるのように心が捩ねじれに捩じれてもとに戻らなくなったつむじ曲がりの四竜の本質を、よくぞ見み抜ぬいてくださいました」

「そんなに捩じれて……」

「竜の皆みな様さまは一見暴君のようですが……実際暴君そのものの振ふる舞まいをするときも多々ありますが、根本のところは慈じ悲ひ深く心根も美しい方々のはずなのです。ただどうしようもないほどこじらせすぎてしまっただけなのです」

　ほめているのかけなしているのか迷うが、梨乃が楽しそうなので、まあいいかと納なつ得とくしておく。深く突つっこむことを放ほう棄きしたとも言う。

「ですので、存分に愛してあげてくださいませ。竜は、人に愛されることを望んでいます」

「はい」

　むろん、優しい竜たちを大事に思っている。少し前に、山月府に恐おそろしい怪かいの水み鹿か神がみが出現し、故郷が襲おそわれた。そのとき、竜たちが駆かけつけてくれたのだ。どんなに嬉しかったことか。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで彼らのために生き、恩を返したいと心から思う。

「私は竜の方々に命を捧げるつもりでいます」

　紗良の愛には迷いがない。噓うそ偽いつわりなく、人として敬愛の念を竜に抱いだいている。

　けれど梨乃は、紗良の返答を聞いて目を瞬まばたかせ、困ったように微笑ほほえんだ。

　冶古としてふさわしい答えのはずだ。というのに予想外の反応を示され、紗良は胸がちりっとした。

「命。紗良様、あなたの命をそう簡単に手放さないで」

「簡単では……」

　決して自分を軽かろんじたわけではない。できることなら長生きしたいし、幸せにもなりたい。故郷の者たちに愛されて育った自覚もあるので、他人より劣おとっている部分があってもそう卑ひ屈くつになることだってない。だから梨乃の言葉に反論したくなったが、彼女が思いのほか寂さびしげな顔をしているのに気づいてしまい、なにも言えなくなる。

「きっと竜の皆様は、紗良様が命を捧げることを望まれていません」

「いらないの……？」

　動どう揺ようを隠かくせぬまま口走ってしまい、焦りがわく。そのくらい衝しよう撃げきを受けたのだ。

　梨乃も少し驚いたように紗良を見つめる。

　慌あわてて笑みを作ったが、頭の中では混乱していた。

　いや、想像はつく。竜たちは人の命を慈しんでくれているのだ。たとえ天上人たちが無価値だと切り捨てる冶古の命であろうとも、真しん剣けんに惜しんでくれる。自分のせいで紗良を死なせるのは嫌いやだと思っていることも知っている。

　そういう情の深い竜たちだからこそ、紗良は死を恐れずにすむ。

　現実的に、彼らに差し出せるものは、もはや自分の命しかない。それは紗良にとっての最上級の愛でもある。受け入れてもらえずともかまわないが、明確に拒きよ絶ぜつされるのはつらい。見て見ぬ振りをしてほしい、というのが本音だ。

「……いえ、紗良様。いらないのではありません。いるから、望まぬのです」

　しばしの黙もつ考こうののち、梨乃が紗良の手を強く握って言う。

　紗良は小さくうなずく。わかっている。梨乃の言いたいことはきっと、正しい意味でわかっている。けれどもその上で紗良は告げたのだ。

　梨乃にはそんな紗良の決意を受け入れてもらえると思っていた。彼女は人ではないが、とても聡さとく、心の機き微びを読み取ることができる。

　そう信じていたため、言葉ではっきりと否定され、強い衝撃を受けたのだった。

　──私の死は、どうしても近い。それは変えられない。

　身を苛さいなむ怠だるさは日に日に強くなる。終わりの日が来たときに少しでも竜たちが悲しまぬよう、いまのうちから、喜んで死ぬのだと何度でも伝えておきたい。

　嫌がっていない、恐れていない、逃にげようとも思っていない。自らが選んだ道だと示さねば彼らが苦しむ。──そう考えるのは、誤りなのか。

「どうか取り返しのつかぬ間ま違ちがいが起きる前に、竜の方々とよく話し合ってください」

　梨乃が心配そうに言う。なぜかその、理知的な黒い瞳ひとみを正視できなかった。

「話なら、毎日しているけれど……」

　ごまかすような返事になってしまったが、わざとではない。梨乃の抱く懸け念ねんの種類を正確に摑つかみ切ることができなかったせいだ。梨乃のほうは、紗良がなぜ困こん惑わくしたかわかったらしい。ここできちんと言葉を尽つくすべきか、というような逡しゆん巡じゆんを見せる。

　けれど、梨乃が口を開く前に、別の女房が急いだ様子でこちらへやってきた。

「支し度たくは終わったの？　紗良様、もう皆様の準備は終わっていますよ。はやく行ってあげてくださいませ」

「……はい」

　明るく急せかす女房を見て、紗良も梨乃も我に返った。

　そうだ、自分たちはいま、花めぐりの遊びのために釣つり殿どのにいるのだ。

　遊びの内容は次のような流れで行われる。

　釣殿を出発点として中門廊を進み、東の対たいの屋やへ。そこから曲がって透すき渡わた殿どのを進み、中央に位置する寝しん殿でんの簀すの子こ縁えんへ。西の透渡殿を進み、今度は西の対屋へ。次は終点の西の中門廊へ。

　目隠しをしながら進むわけだが、各通路……東の中門廊、透渡殿、中央の簀子縁、西の透渡殿、中門廊、この五箇か所しよに花が用意されている。

　なんの花かあてればちょっとした褒ほう美びをもらえて次の通路へ進めるが、不正解なら罰ばつを受けてそこで終わり。罰と言っても鞭むち打うちなどの痛みを与あたえるようなひどいものではない。たとえば顔に墨すみをつけられるといった程度の他愛たわいないものだ。

　ぐるりと通路を巡めぐることもあって、紗良は白の水干に緋ひ袴ばかまといった動きやすい白しら拍びよう子しの姿をしている。ここ最近は宴うたげにつき合わされて着き飾かざる機会が多かったので、久しぶりの恰かつ好こうだった。遊びといえども、これも一応は意味のある行事。草花の加護を得るものだ。

「行きましょ」

　女によう房ぼうが催さい促そくする。梨乃との話が中断されることになったが、これ以上皆みなを待たせるわけにはいかない。梨乃に目め隠かくしの布をつけてもらい、手を取られながら中門廊をゆっくりと進む。足の下で、板いた敷じきがかすかにきしりと鳴った。

　紗良はもともと海女あまで、夜の海にも入った経験がある。暗くら闇やみに対する恐きよう怖ふがさほどないため、他者の手を借りずとも平気なのだが、ここでざかざかとためらいなく歩くのはさすがにかわいげのない振る舞いだとわかる。

　──天上人の遊びって、本当に風流なものが多いなあ。

　紗良たち里人の遊びといえば、海にもぐって貝かい殻がらを拾い集めるとか、どちらが山の木の実をはやく集められるかなど、野や趣しゆ溢あふれるたぐいのものが多かった気がする。こちらは、花に香こうに楽に……と雅みやびを追求したひと捻ひねりあるものばかりだ。

　感心するうちに中門廊の半ばまで進んだようだ。女房たちの軽やかな笑い声を拾う。

　どうやら門のそばで紗良が来るのを待っていたらしい。耳を澄すましてそこに待機している者の人数をうかがっていると、

「遅おそいぞ」

　という、からかうような男の声が降ってきて、額をつんとつつかれる。

　この声は四竜の一人、月つき時じ王おうだ。紗良は彼を「月つき鷹たかの君」と呼んだ。北の路みちの果てにある月つき鷹たかの宮みやの持ち主なので、そう呼ばれることがある。

「どうせまた、女たちで囀さえずっていて遅くなったんだろ？」

　なぜわかった。

　月時王の笑う気配を感じて、紗良は慌てた。

「目隠しして、恐ろしくはないか？」

「はい、平気です」

　目が見えないぶん、ほかの感覚が研とぎ澄まされている。声こわ音ねににじむ気き遣づかいがはっきりと感じられる。

　彼は、四竜の中でもっとも気性が穏やかだ。紗良に対して、嫌がらせもどきの意地悪もしないし、冷たい態度も取らない。……正直なことを言うと、ひねくれている三竜の態度にすっかり慣れてしまったせいで、月時王のように普ふ段だんから優やさしくされるといささか緊きん張ちようしてしまう。遠えん慮りよせずもっと罵ののしっても大だい丈じよう夫ぶですよ、と言いたくなる。

「そら、最初の花は、これだ」

　悶もん々もんとしていると、指先で顎あごを取られた。ふわっと、顔の前で空気が動く。と同時に、ほのかにさっぱりとした香かおりが漂ただよう。

「どうだ、わかるか？」

　これは簡単だった。このところ毎日のように嗅かいでいる香りだ。

「菊きくですか？」

「あたり」

　答えをあてやすい花をあえて選んでくれたことが、くすぐったい。

「月鷹の君は紗良様に甘いわ。もっとわかりにくい花にしませんと、私たちの筆の出番がございません！」

　笑いながら訴うつたえているのは、紗良によく干ひ菓が子しをくれる元気な女房だろう。どうやら不正解だった場合、筆で紗良の顔にいたずら書きしようと待ち構えていたらしい。

「ああ紗良、この式たちはこんなひどいことを言っているぞ。おまえを堂々といじめたいらしい。かわいそうに」

　月時王も笑い声を上げる。女房たちも楽しそうにきゃいきゃいしている。紗良も、つられて頰ほおがゆるむ。

「よし、俺が褒美をやるから、泣くなよ？」

「泣きません！」

　童女めのわらわじゃないんですし！　そう思っていると、あたたかな手で額をさらさらと撫なでられる。彼の指先からも、花の香りがうっすらと漂ってきた。

「なにをやろうかな。菓子は女たちが日ひ頃ごろから与えているようだしな……、そうだ、なにかよい歌でも送ってやろうか？」

　急に耳元で意味深に囁ささやかれて、びっくりする。

「月鷹の君、そういった不ふ埒らちな褒美は許しませんよ！」

　きゅっと、紗良の片手を摑んだままの梨乃の指に力がこめられる。一いつ瞬しゆん考えこみ、もしかしてその、男女のお誘さそい的な意味での歌という意味だったのかと慌あわてる。

「冗じよう談だんだ。固まるな」

　月時王が楽しげな声を聞かせる。

　──わかっていますけれど、心臓が勝手に飛び跳はねる！

　自分は見えないのに相手からは見られている──それも意識すると、より恥はずかしさが募つのる。片手で頰を押さえていたら「あとで耳みみ飾かざりをとどけよう」と月時王がなだめるような声を出す。甘い笑い声に耳じ朶だをくすぐられ、顔に熱がたまった。

「もうっ」と紗良の代わりに梨乃が怒おこり、手を引っぱる。

　どうやら次の場所へ移動するらしい。

「いいですか紗良様。一番油断ならないのはあの方ですよ。飄ひよう然ぜんとした態度にごまかされないでくださいね」

　本人にまだ聞こえる距きよ離りなんじゃ、と焦あせったが、この宮の式たちはけっこう竜りゆうに遠慮がない。でも竜は意外と寛かん容ようで、式たちのお喋しやべりを本気で咎とがめることがない。

　──それどころか、彼女たちにたじたじだ。

　こっそり笑っていると、月時王がのんびりついてくるのがわかった。

　次の場所は、東の透渡殿だ。こちらでも数人の式の気配があった。

　物音を拾うことに集中していると、だれかが目の前に立つ気配。その者にぐいと腕うでを引っぱられ、つないでいた梨乃の手が離はなれてしまう。

「え、あの──!?」

　途と中ちゆうで絶句したのは、肩かたをぎゅっと抱だかれたせいだ。もちろん式の女たちがそんな強ごう引いんな真似まねをするはずがない。むしろ、あたふたしている気配を感じる。

「だ、だれ？」

　思わず大声を上げたあとで、むせ返るような甘い匂においを嗅ぎ取った。紗良の肩を抱くだれかから香ってくる。強く、甘い匂い。

「茨いばらの花の香り……？」

「なんだ、すぐわかったか！」

　吐と息いきがかかりそうな距離から、おもしろそうな男の声が響ひびく。これは多た々た王おうか。東の路の果てに赤あか鴇つきの宮みやを持つ竜。その宮の名をとって、赤あか鴇つきの君と呼ばれている。

「この花は香りが高いですね」

　茨の花とは、薔ば薇らのことだ。独特の濃のう厚こうな香りなので間ま違ちがえようがない。どうやら彼は衣ころもにその香りを直接つけたらしい。粋いきな多々王らしい。

「つまらん。なぜ間違わないんだ」

　楽しげな舌打ちの直後に、こつっと優しく額を叩たたかれる。いや、叩くというより……額を合わせられた？

「離れて！　離れてくださいね！　紗良様もたやすく触ふれさせてはいけません！」

　梨乃が叱しかり声とともに、紗良の身を後ろへ引っぱった。やっぱり額をくっつけられていたらしい。ここまでよく懐なついてくれたなあ、と感かん慨がい深いものがある。

「さ、赤鴇の君からは、私がごっそりと毟むしり取るように！　めいっぱい褒美をいただいておきますので、紗良様は先に進んでいてくださいませ！」

　明るい彼女の声の端はし々ばしに、怒りを感じる。きっと多々王はこの場で説教されるに違ちがいない。

　──……梨乃さんにまかせよう。

　触さわらぬ神になんとやら。紗良はおとなしく先に進むことにした。

　その場に残る梨乃の代わりに、ほかの式が手を取ってくれたようだ。

　──赤鴇の君は、ちょっと強引で、距離が近い！

　嵐あらしの中を通過した気分で紗良は歩く。

　竜たちは総じて美しい容よう貌ぼうを持つが、とくに華はなやかなのが多々王だ。紗良の手には赤あか珊さん瑚ごの指ゆび環わがはまっているが、この高級な装身具を半ば脅おどすようにつけさせたのが彼である。

　……さらに言えば、この指環は恐おそるべきことに、榔月府の東とう宮ぐうから取り寄せた極きわめて貴重な一品なのだとか。信じたくない。

「本当に困った竜の方々ですね。紗良様を驚おどろかせて楽しんでいらっしゃるわ」

　紗良の手を引く式の女によう房ぼうが笑いのまじった声を聞かせる。

　この式は、だれだろう？　紗良と普段あまり会話をしない者のようだ。

「竜の君は、優しすぎて困ってしまいます」

　そう返すと、式は少し口をつぐみ、やわらかに吐息を漏もらした。

「いいえ、まことに困った方々なのです。ですので結局、紗良様のご負担が増えてしまうんですもの」

「私の負担？　……どういう意味でしょうか？」

「ごめんなさいね、紗良様。何度お頼たのみしても、竜の方々は頑がんとして私たちの請せい願がんを聞き入れてくださらない。そのため紗良様に直接お願いせねばならなくなりました」

　先ほどまでとは違った硬かたい声を発し、式は紗良の手を離す。

「え──」

　慌てて手を伸のばした直後、がらりと周囲の空気が変わったのがわかり、紗良は動きをとめた。一瞬で別の場所に迷いこんだかのような、おかしな錯さつ覚かくに陥おちいる。そんなわけがないのに違い和わ感かんを払ふつ拭しよくできない。

　どうなっているの？　──紗良はぞっとし、急いで目め隠かくしを外そうとした。

　が、その手をだれかがとめる。先ほどの式ではない。背筋が一気に寒くなる。

「だれ」

　紗良は全身を強こわ張ばらせ、強い声で尋たずねた。

「私です、斎さいの方」

　すぐに返答があった。聞き覚えのある少年の声だった。

　だが、彼はこの宵霧宮には来ていないはずだ。本物かどうか知れたものではない。

　紗良は相手の気配を探さぐりながら重ねて問う。

「あなたは、伯はくでいらっしゃいますか？」

「ええ」

　伯。または、白しろ長ながの督かみ。竜を祀まつる辰弥庁の長おさその人だ。紗良とも面識がある。理知的な少年の姿をしているが、いまは目隠しをしているのでその容貌を確かく認にんできない。

「……布を外してもかまいませんか？」

　問うあいだにめまぐるしく考える。白長督は竜たちとも交流があり、信用できる人間だ。だから、事前に紗良には知らされなかっただけで、今回の花めぐりに招かれていたのだとしても不思議はない。──けれども、やはり違うのだろう。

　この場の空気が先ほどとはあきらかに異なっている。竜の宮は、恐ろしいほど空気が澄すみ切っているが、いまはあまりその清せい浄じようさを感じない。つまり竜の領域から離れた場所に紗良は導かれたのではないか。

「不自由をおかけするが、どうぞ目隠しはそのままで。実際に肉体を私のもとへ移動させたわけではないので、布を外せば術が壊こわれてしまいます」

　白長督が冷静な声を聞かせる。

　……害意は感じないし、たぶん危険なこともなさそうだ。それでもずいぶんと強引なやり方だと思う。竜の許可も得ていないだろう。警けい戒かいせずにはいられない。

「無礼は重々承知しています。すぐに四王に気づかれるので簡潔にお話しさせていただく。どうか斎の方、王たちを説得してもらえませんか」

「説得？　なにをですか？」

「あなたご本人に告げるのも不本意ですが、ぜひとも斎の方としてのつとめを果たしていただきたい」

　つとめ。心臓が、どくっと大きく音を立てた気がした。

　本来なら紗良は、庁の長であり『天上人』でもある正しよう四位の白長督にこれほど丁てい重ちように接してもらえるような身分ではない。

　斎さい花かという立場が、天上人さえかしずかせるほどの価値を紗良に与あたえたのだ。

「私のつとめと言われるのなら、なぜ不本意と？」

　竜の判断を仰あおげぬいま、不用意な約束はできない。慎しん重ちように答えねば。

「王の方々が、あなたを隠かくしてしまっているためです。疾とく参仕を、と再三お頼み申し上げているのに、竜の僕ぼくたる私ですらあなたに会わせまいとする。手元に置き、決して他者を近づけさせない」

「あ、あー……」

　紗良は両手で顔を覆おおいたい気分になった。身に覚えがありすぎる。

　──そうか！　竜たちに抱いだいていた奇き妙みような感覚の正体って、これかあ！

　おかしいと何度も感じていたのだ。やけに行事のたぐいにつき合わされるなあと思っていたら、他者と接せつ触しよくさせないためだったとか。そして紗良本人にも不ふ審しんの念を抱かせないためとか。

　通常は宮中で二年毎ごとに儀ぎ式しきを行って斎花を選出するのだ。叙じよ位い、田畑の支給という恩賞もある。なにもせずにのんびりしていていいはずがなかった。

「やはり王たちからなにもお聞きになっていませんね？」

　ここで「はい」と正直に答えたら、四竜が叱られるに違いない。

　しかし、否定したらしたで別の問題が生まれそうな気もする。

　どう返答すべきか決めかねて困り果てていると、白長督が溜ため息いきを落とすのがわかった。

　黙だまりこむ紗良に呆あきれたというより、いかにも葛かつ藤とうの理由など説明されずともわかり切っている、と突つき放すかのような、若じやつ干かん気け怠だるさすらにじむ空気だ。

「王の御み心こころを動かせるのはこの地であなたしかいません。早さつ急きゆうに説得をお頼み申し上げる」

「私に斎の者としてのつとめを果たさせるように、ですね」

　紗良は畏い縮しゆくしながら答えた。

「ええ、申し訳ない」

　とても微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。なんというか、これは。

「あの、いまこうして事情をお聞きしましたし、もちろん私にできることならなんでもするつもりですけれど……私自身の同意のみでは、いけないのでしょうか」

「問題はあなたではない。まずは王の説得が先です。たとえあなたご自身に関することであろうと、王の理解がなくてはまずい」

　まずい、ときっぱり断言されてしまった。

　つまり、白長督がこうまで危あやぶむほどに四竜りゆうは、紗良と他者との交流を認めがたいと考えている。宮中での神事にも参加させたくないということだ。

　──困った……。

　竜たちが徹てつ底てい的に拒こばむのなら、紗良の気持ちも変わってくる。

「恐れながら伯、私はできる限り竜の方々のご意思を尊重したいんです」

　白長督が耳を傾かたむけてくれているのがわかる。

「神事の重要さをよく知らぬ私には、斎の者としてのお役目より、竜の方々が心身ともに健すこやかでいられるほうが大事です。そのためだけに私はいます」

　彼らが嫌いやがるのなら、たとえそれが正義であってもしたくない。

「ああ、その通り。本来の斎花としての在り方を論ずるなら、間ま違ちがいなくあなたの考えが正しい。ですが」

　頭が痛いと言いたげな声だ。

「あなただけでなく、いまは王たちも難しい立場にある……」

「それは、どういう？」

　問うと同時に、彼の悩なやみの理由を模も索さくする。皆みなが要求する責務を紗良が果たさねば、竜たちまでもがなんらかの咎とがで断罪される恐れがあるということか。

　その可能性の有う無むを確かめようとしたときだった。

　突とつ如じよ、ぐらりと足元がゆれた気がした。

　息を吞のむ紗良の腰こしになにかが巻きつく。だれかが背後から紗良を抱だきしめたのだ。それに気づいた瞬しゆん間かん、目隠しの布の上から、さらに目元を片手で塞ふさがれてしまう。

　近くに感じていたはずの白長督の気配が瞬しゆん時じに搔かき消えた。

「あっ……」

　手を伸ばそうとして、思いとどまる。すでに紗良の意識は、もとの場所……寝しん殿でんの南側、庭に面した簀すの子こ縁えんに戻もどってきている。

　紗良を抱きしめる者が督の術を破り、力ずくで引き戻したというほうがきっと正しい。

「──だれがいま、おまえを攫さらった？」

　低い声が後ろから響ひびく。耳に吹ふきこまれたその声こわ音ねは、抑よく揚ようこそないが威い嚇かくそのもの。

　紗良は震ふるえそうになった。

　この声は由衣王だ。見えないぶん、竜の怒いかりをより強く感じる。空気がひりついている。

「術の余よ韻いんが見える。俺の屋や敷しきで、俺の領域で、いったいだれがおまえを攫った。だれに攫われたんだ、言え」

　言えと命じられても口を開けない。

　──怖こわい。

　肌はだが粟あわ立だつ。身が竦すくむ。竜は人にあらざる者だと理解していたはずだ。なのに、こうしてその秘ひめられた荒あら々あらしさにあらためて触ふれると、大きな驚おどろきに打たれてしまう。

「いや、いい。愚ぐ問もんだったな。俺にこうまで無礼な真似まねをするのは小こ憎にくらしい督しかおらぬ。……ずいぶんと軽視されたものだ」

　由衣王が皮肉な調子で吐はき捨てたとき、きゃあ、という恐きよう怖ふにそまった女の悲鳴が聞こえた。それから、どさっと、だれかが板いた敷じきの上に転がされるような重たげな音も。

「──由衣、紗良を脅おどかしても無意味だ。そら、手引きしたのはこの式だろ？　俺のもとを通過したのち、この女がこちらまで紗良を引っぱっていったんだ」

　多々王の冷え切った声も聞こえた。

　彼の言葉でおおよその状じよう況きようが把は握あくできた。悲鳴を上げたのはおそらく先ほどの式の女によう房ぼうだ。多々王が彼女を連れてきて、紗良たちの前に突き飛ばした。由衣王、多々王ともに、紗良を白長督に会わせるため彼女が協力したのだと、正確に見み抜ぬいている。

「どうせ俺たちがやつの話に耳を貸さぬから、紗良のほうを懐かい柔じゆうしようと企たくらんだんだろう」

　由衣王の辛しん辣らつな発言に、多々王が笑う。

「だとしても、見上げた心根じゃないか。俺たちの怒りを確実に買うとわかって画策しやがったんだぞ。──おまえも、それなりの覚かく悟ごをもって督に殉じゆんずるつもりだったんだろ？」

　多々王の脅しに紗良は肩かたをゆらした。

　が、それは紗良に対して放たれた言葉ではなかったらしい。

　はい、と式の女房がかすれた声を上げる。

「待て多々王、その式を消すな」と由衣王が感情を排はいした声でとめる。

「消さずに、呪じゆ詛そして督のもとへ送り返せ」

　非情な宣告に、ぞわっと身体からだが痺しびれた。

　式は、術から生まれた存在だ。人ではない。けれどもこの宮に仕える女房たちは皆、紗良に優やさしい。はっきり言うなら、もしも宮で生活するのが四竜だけであったら、寂さびしさに耐たえ切れず、はやい段階で紗良の心は折れていただろう。

　そう確信するくらい彼女たちの明るさ、人ひと懐なつっこさに救われている。

　──失いたくない。

　紗良は、自分の腹部に回されたままの由衣王の片手を思わず摑つかんだ。

「竜の君！　お願いです、彼女に慈じ悲ひを！」

「慈悲」

　由衣王が淡たん々たんと繰くり返す。

「慈悲というのは、美味うまいのか？」

「え──そ、その、味はなくとも、心にとって、美味なるもので間違いありません！」

「どうかな。怒りの味のほうがいまは濃こいようだ。……余所よそ見みをするなと忠告したのに、おまえは聞きやしない。目め隠かくししてもふらつくのか」

「していません、私が見るのは竜の方々だけです。信じてくださらないのですか？」

　負のほうへと傾いた竜の気持ちを変えさせなければ、式の女房は消されるよりもひどい目にあう。白長督も災わざわいを免まぬがれない。

　だが彼らは決して四竜に背そむいたわけじゃないのだ。

　なにを、どう言えばいい。考えがまとまらず、焦しよう燥そう感かんに駆かられていると、衣きぬ擦ずれの音を拾った。複数の者が簀子縁に近づいてきたようだ。

「……なにがあったんです？」

　これは小瑠王の声だ。紗良は目隠しの布で作られた暗くら闇やみの中で、意識を集中させる。

　ややこしくなってきた。小瑠王は繊せん細さいな顔立ちに反して多々王と同じくらい──もしかしたら彼以上に好戦的な性質を持つ竜だ。比ひ較かく的てき穏おん和わと言えるのが由衣王と月時王である。

　でもいまは、その由衣王が一番に怒おこっている。

「白長督が紗良にちょっかいを出してきたんだ」

　多々王が投げやりな声で小瑠王に説明している。

「へえ……。俺たちの目をかいくぐって接せつ触しよくを目もく論ろむなど、おもしろい話ではないですね」

　ああやっぱり小瑠王にも火がついた！

「で、ですが皆みな様さま、お怒りはもっともですが！　その前に、私になにか、伝え忘れていることはありませんか！」

　紗良は半ば自棄やけになって叫さけんだ。

　苦し紛まぎれの発言ではあったが、これが思いのほか功を奏した。

　しんっと不自然な沈黙。紗良は胸中で「ここだ、ここを攻めろっ」と自分を鼓こ舞ぶした。

「私は本当に皆様のための、斎さい花かなのでしょうか？」

「どういう意味だ」

　むっとしたように由衣王が返す。

「なにか斎花としての重要な役割があるのですよね？　ですがどなたも私にそれを教えてはくださらない。私のように無知な冶や古この里人にはつとまらぬと、そうお考えに……」

　実際に紗良は榔月府のしきたりにも疎うとく、教養もなければ礼れい儀ぎすら知らない。

　巫女みことしても、人としても力不足と判断されるのは当然だ。他者の目から隠かくしたくなる気持ちもじゅうぶん理解できる。

　が、竜りゆうたちは絶句した。

「な、なんです、だれがそんな非難をしましたか」

　強気で切り返してきたのは小瑠王だ。

「いえ、私が見み窄すぼらしい枝娘むすめなのは事実です。里人というのは確かに、優ゆう雅がそのものの皆様からすれば野蛮で、泥どろ人形と変わらぬ脆もろさですし、腐くさるほど生まれ落ちる蟻ありに等しい存在です。それに私の髪かみは藪やぶのようにごわついていますものね」

　自分を卑ひ下げしたわけではない。すべて由衣王から投げかけられた言葉である。

　美を誇ほこる竜たちだ。地を這はって生きる里人なんて貧相、貧弱にもほどがあるだろう。

「鈍どん臭くさいし、磯いそくさいし……」

　振ふり返ってみると散々な言われようだ。が、紗良は、里人には里人のよいところがあるし下々の者を見下す天上人たちよりよっぽどつき合いやすく好ましいと内心思っている。前の、沖おき貞さだの一件でそう感じた。

　だから由衣王の言葉を思い出しても、まあしかたがないかと割り切っていたのだが、竜たちは違ちがった。あわわー、と激しくうろたえる気配。ついでに怒りの気配も消えている。後ろからは「入にゆう水すいしたい……」という悲痛な声が聞こえた気もする。

「紗良、ばかですか。おまえはばかですね。勝手に卑ひ屈くつになるなんて許しませんよ」

　小瑠王が慌あわてた様子で紗良を咎とがめる。

　──藍桜の君って、狼ろう狽ばいするとわかりやすい……。

『ばか』しか語ご彙いがなくなるようだ。ちょっとおかしくなったが、ここで笑っては色々と台無しになる。

　噴ふき出さぬようこらえるうちに、紗良は少々顔を歪ゆがめてしまった。小瑠王はどうやらそれを違う意味に受けとめたらしい。

「ま、まさか泣くんですか。やめなさい」

　小瑠王の指が、紗良の目の上に置かれたままだった由衣王の手を乱暴に引き剝はがす。目隠しの布もようやくここで外された。

「おまえを軽かろんじていたわけではありませんよ」

　微び妙みように目を潤うるませている小瑠王が、紗良の頰ほおを両手でつつむ。

「そうだぞ。あれをやれ、これをやれとせっつかれるのが煩わずらわしいから、周囲の声を遮しや断だんしていただけだ。おまえの素質に不服があるわけじゃない」

　多々王も冷静を装いつつ紗良を心配そうに覗のぞきこむ。

　見事な髪の色が目に飛びこんできた。肘ひじの位置あたりまでは赤あか菊ぎくのように鮮あざやかな色をしていて、そこから下は徐じよ々じよに雪のような白さに変わっている。両耳の位置には、今日は黄色の菊を飾かざっていた。袍ほうが山やま吹ぶき色なので、それと合わせたようだ。

「いや、見窄らしかろうが枝のような頼たよりなさであろうが、俺たちがよしと思っているんだから別にかまわんだろうが。そう落ちこむな」

　慰なぐさめているのかそうでないのかわからない言い訳を多々王はさらに口にした。

　──ごめんなさい、とくに落ちこんでいません。

　が、女房の許しを求めるならいましかない。紗良は確信し、そっと後ろを振り向いた。

　由衣王は青ざめた表情で紗良を見下ろしていた。

「そうでしたか……あの、それでは、彼女の行いも見み逃のがしてくださいますか？」

　なにが「それでは」なのか自分でも意味不明だが、無理やり話をつなげて許しを求める。視界の隅すみに、板敷きにへたりこんで肩を震ふるわせている式の姿が映ったが、どう考えても恐おそれているというより懸けん命めいに笑いをこらえているようにしか思えない。

　……よかった、と紗良はひそかにほっとする。

　宵霧宮仕えの女たちはすべて白長督の術で生み出された式なので、どれほど虐しいたげられようともそれを恨うらみに思って竜たちを見限ることはないだろう。

　たとえ消されようともきっと最さい期ごまで抗あらがわない気がする。しかし、彼女らは人同様に内面が豊かで個性的だ。仮にその心さえ偽いつわりにすぎないものであったとしても、やっぱり消えてほしくはないし、悲ひ嘆たんに暮れる姿も見たくはない。

「……いいだろう、今回は見逃してやる」

　由衣王が伏ふせた瞼まぶたに葛かつ藤とうを匂におわせたのち、もっともらしく言った。多々王たちも反論せず、なぜか紗良の頰や髪を撫なでる。

　顔を上げた式の女によう房ぼうと目が合う。彼女は嬉うれしそうに小さく笑った。欄らんの前に控ひかえていた梨乃も安心した様子で彼女に手を貸し、立たせる。

「宵霧の君、花めぐりの続きをしませんか？」

　ぎこちない雰ふん囲い気きを変えようと、紗良はそう提案した。

「……ん」

　なんなら斎花の役目についても詳くわしく聞き出しておきたいところだが、追求しすぎれば彼らはふたたび臍へそを曲げかねない。落ち着いた頃ころ合あいを見計らって切り出したほうがいいだろう。

　そう判断してふと足元を見やれば、そこに、淡あわい紅色の花が無む惨ざんに散らばっていた。

　あぁ次に用意されていたのは撫子なでしこだったのだな、と紗良はぼんやり思った。







　白長督との接触に関しては目を瞑つむってもらえたが、それで竜の意思を変えられたわけではない。

　花めぐりの日から夜を三度越えても相変わらず紗良は一人にさせてもらえなかったし、辰弥庁への参向も許されなかった。白長督からの知らせもない。竜たちが頑かたくなに拒こばんでいるのだ。

　しかし、そこで怖おじ気づく程度の器うつわにすぎぬなら、辰弥庁の長おさなどつとまらないのだろう。

　頑がん固こを貫つらぬく竜の態度に焦じれた督かみは、とある人物に内ない謁えつし、膠こう着ちやくした事態を動かそうとした。

「──ふうん、四竜が懐ふところに花を隠して表に出そうとしないって？　まあ大臣おとどらの干かん渉しようや批判を退けるためだろうが……、残念だがその浅せん慮りよな振る舞まいは国の土台をゆるがしかねないね。といってもおまえたちでは、頑がん迷めいな竜の相手をするのは少々骨が折れることに違いない」

　平へい伏ふくする督を見つめて「しかたのない竜たちだ。どれ、私が一ひと肌はだ脱ぬぐかあ！」と楽しげに宣言する彼の正体は、現榔ろう帝ていの血を継つぐ皇太子槙まき成なり親しん王のう──東とう宮ぐうその人である。

「策を立てねば。どれ、督。おまえも知ち恵えを絞しぼりなさい」

　廂ひさしに控えていた近きん習じゆの青年二人が、これはまた厄やつ介かいなことになると同時に予想し、こっそりと渋じゆう面めんを作った。
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　月も半ばをすぎて、秋の匂いが深まり始める頃ころ。

「やあ、よかった。あの日以来音おと沙さ汰たがなかっただろう？　本当に黄泉よみへ行ってしまっていたらどうしようかと思っていたぞ」

　そう言ってのどかに微笑ほほえむ貴人を、紗さ良らは茫ぼう然ぜんと見つめた。

「あなた様は……」

「その表情を見ると、私をきちんと覚えているようだな。私は、えーと……、そうだ、藤ふじ江え。うん、藤江と言う！」

　藤江は少し悩なやむ素そ振ぶりを見せてから、小首を傾かしげてにっこりした。

　妙みような言い方に戸と惑まどうも、彼の顔立ちのほうに、より気を取られてしまう。

　藤江と名乗るこの青年に、確かに覚えがあったのだ。

　文ふみ月づきの甲きのえ辰たつの日──斎さい花かを選ぶ枇ひ儺だ式しきの日に出会い、山さん月げつ府ふの故郷に戻もどるすべを持たず立ち往生していた紗良に白しろ貂てんを貸してくれた親切な貴人で間ま違ちがいない。

　その白貂は天てん都とに帰き還かんしたのちに竜りゆうたちが彼のもとへとどけてくれたと聞いている。……いま、こうして彼は白貂に騎き乗じようしているし。

「どうだ、無事に地へゆけたか？」

「はい！　お借りした白貂のおかげで、村の者たちとの再会がかないました。この恩をどうお返しすればいいのか……」

「役に立ったか。それはよい」

　朗ほがらかに笑う彼を、紗良はひたすら凝ぎよう視しする。

　白貂の件については本当に感謝しているのだが──どうしたものやら。

　彼は自分がとんでもなく向こう見ずな行動を取っているという事実に、ちっとも気づいていない。白貂に跨またがった状態で由ゆ衣い王おうの宵よい霧ぎりの宮みや──紗良たちが現在すごしているこの紅こう梅ばいの里に乗りこみ、なおかつ寝しん殿でんの南庭に堂々と押し入ったのである。

　ちょうど紗良が南庭に出て、紅葉もみじを拾い集めているときに。

　藤江は「いやあ、こちらの宮は庭の造りに趣おもむきがあって美しいなあ」などとのんびりした感想を漏もらし、白貂の背をおりる。

　後方に、前にも見た二人の随ずい身しんが控えているが、その彼らはかわいそうになるほど顔を青ざめさせている。紗良自身もたぶん、彼らと似た顔色をしているに違ちがいない。

「うん？　どうした？」

　言葉なく固まる紗良の様子を見て、藤江がきょとんとする。

　──なぜこの凍こごえた空気の中で平然としていられるんだろう!?

　不可視の暴風雨が南庭に吹ふき荒あれている。

　格こう子し戸どを上げている寝殿の簀すの子こ縁えんや廂に、怒いかりを通り越こして無表情になっている四竜と、絶対にだれとも目を合わせようとしない式の女房たちがいるのだ。

　──この方、竜たちに殺されるんじゃ……？

　紗良は花めぐりのときに竜が見せた凶きよう暴ぼうさを思い出し、ひそかにおののいた。

　四竜は自身の領域を荒らす無礼者に容よう赦しやがない。辰弥庁からの使者については渋しぶ々しぶ許可しているが、基本として他者を屋や敷しきに長居させないのだ。

「おお、多た々た王おう！　久しぶりだな、最近顔を見せに来てくれないから寂さびしかったぞ」

　藤江は、高こう欄らんのそばに立ってこちらをじっと見み据すえていた多々王に気づくと、嬉しそうな表情を浮うかべて片手を上げた。

「……藤江、だと？　ふざけやがって」

　つぶやく多々王の目が光を失っていることにいささか寒気を覚えるが、それ以上に紗良は、多々王に対する藤江の気安い態度が引っかかった。

　──竜と仲がいい？

　希少価値の高い白貂を連れているくらいだ、参謁を許された『天上人』で間違いないと思う。その上で守護神たる竜とも親交があるというなら、さらに条件が絞られる。推測するに、おそらく国の支柱たる榔ろう帝ていの信も厚く、まさに栄えい華がを極きわめた世を迎むかえているような権臣の一族じゃないだろうか。

　現在の榔ろう月げつ府ふは四つの家門が中心となって政権争いを繰くり広げているという。その四家の名を持つ公きん達だちの可能性が高い。

「せっかく会いに来たというのに、歓かん迎げいしてくれないのか？」

　藤江はおもしろそうに四竜を見回す。彼の発言の直後に見せた四竜の表情に、式たちが軽く仰のけ反った。藤江の随身の顔ももはや土気色に変わりつつある。

　紗良はそちらをうかがう度胸がなかったので、藤江の観察を続けることにした。

　山月府の出身ということもあって、紗良は天上人の家名や役職に通じていない。けれど、藤江の姿形からでも多少は人となりを推おし量ることができる。

　白貂に騎乗しやすいように、というよりお忍しのびで宵霧宮を訪おとずれるためだろう、藤江が着用しているのは簡素な深ふか紫むらさきの狩かり衣ぎぬだが、その顔立ちはいかにも品よく整っており、貴人特有の優ゆう雅がな吞気のんきさを感じさせる。見た目は二十ほどか。長身だが日常的に鍛たん錬れんしている者の体つきではない。武術よりも芸能を好んでいそうな雰ふん囲い気きだ。鼻筋はすっとしていて、眉まゆ毛げの形は優やさしげ。毒のないまろやかな美しさというか。

　その一方で、竜たちが見せる人外ゆえの恐おそろしさとはまた別の、底知れない存在感を持っている。態度や言葉ではっきり脅おどされたわけでもないのに、なぜか気け圧おされてしまうのだ。

　──いったい何者なんだろう。
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　なんだか得体が知れず、対応に困る。いくぶん警けい戒かいしながらうかがっていると、こちらに視線を戻した藤江の顔がしだいに強こわ張ばり始めた。

「前にも言ったと思うがな、おまえのような若い娘むすめにそうも熱く見つめられると、こう、胸が疼うずいて落ち着かなくなるじゃないか。いいのか？　惚ほれてしまうが、後こう悔かいしないか？」

　……変な方だ。

　たぶん表情にも出してしまっていただろうが、よく考えずとも礼れい儀ぎ知らずなのは紗良のほうだった。あきらかに格上の公達に対して不ぶ躾しつけな視線を送っていたのだ。いまだに、袖そでで顔を隠かくすとか扇おうぎを広げるなどの習慣が身につかない。

「ご無礼をお許しください」

　慌あわてて視線を落とし、後ずさりすると、藤江よりも先に多々王が反応した。沓くつも履はかずに簀子縁からおりてきて、こちらへ近づく。

「遊び回る暇ひまなどないだろうに、なにをしに来た？　用があるのなら、俺から出向く」

　多々王の発言に紗良は本気で驚おどろいた。

　てっきり花めぐりのときのように問答無用で藤江を捕とらえるのではないか、そして厳しく責め立てたのちに罰ばつするのではないか、と危あやぶんでいたのに、相手の出方をうかがっている。態度はいつもより高圧的で嫌いや々いやな様子を隠しもしていないが……追い出そうともしないなんて。権勢を誇ほこる四家出身の可能性がますます高くなる。

「こら。どの口がそれを言う？　私からの文ふみも全部無視していただろう？」

　む、と藤江が頰ほおを膨ふくらませて憤いきどおる。紗良はぽかんとしてまた彼をまじまじと見つめたが、今度はすぐに我に返り、目を伏ふせた。藤江の正体は気になるものの、竜りゆうの客人というなら紗良の出る幕ではない。畏かしこまったままその場を離はなれることにする。

　が、ふと頭を上げた。上げさせられた。藤江の視線に。

「今日はな、竜と戯たわむれに来たわけじゃないんだ。紗良と話がしたい」

　彼の言葉に、紗良はまた驚かされる。

「え、私とですか？」

「うん。……待て多々王、睨にらむな。眼まな差ざしが痛い。威い圧あつするのはやめてくれ、息絶えてしまいそうだぞ……」

　眉み間けんに深い皺しわを寄せた多々王を見て藤江が青ざめ、紗良に縋すがるような表情を向ける。

「紗良。先ほど恩をどう返せばいいかと悩なやんでいたろう？　さあいまこそ私に返そうか。眼差しで殺害を目もく論ろむ凶暴な竜たちから私を守るんだ」

　うろたえる紗良よりはやく動いたのは、彼の随身二人だ。

　藤江を庇かばうように両りよう脇わきに立つ。彼らの腰こしには太刀たちがあった。柄つかに手をかけている。

　多々王もそれに気づいて、ゆっくりと目を細めた。彼の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんで敵を見るものに変わる。先ほどの威圧とはまるで違う。本気がにじんでいる。

「多々王、やめろ」

　苛いら立だちをあらわにしながらも多々王をとめたのは由衣王だ。彼は簀子縁に立ったまま険のある目つきで紗良たちを眺ながめている。「傷つけないほうがいいぞ」と由衣王に賛同したのは横に並んでいる月つき時じ王おうで、こちらは腕うでを組み、硬かたい表情で口を開く。

「そいつを……なんだったか、藤江と名乗ったか？　ここで藤江を襲おそえば後々激しく面めん倒どうなことになる。やめておけ」

　そのぶっきらぼうな仲ちゆう裁さいに反発したのは、廂ひさしで静観していた小こ瑠る王おうだ。目め尻じりをつり上げ、乱暴に袖を払はらってずかずかと階きざはしをおりてくる。

「なぜ俺たちが人にかしずかねばならぬのです。冗じよう談だんではない。──紗良、こちらへ来なさい」

「は、はい」

「紗良。話をするんだ。私と」

　小瑠王のほうへ行こうとした紗良を、藤江が静かにとめた。紗良は愕がく然ぜんと振ふり返った。

　──この方は竜を恐れていない……。

　先ほどはあんなに青ざめていたくせに、いまの藤江におどおどしたところは見られない。

「そう、私と話をせねばならない。わかるだろう、竜たち」

　藤江は見た目の優しさを損そこなわぬ穏おだやかな口調で続ける。だが。

「私が自らこの宮へ足を運び、対話を望んでいる。それこそが譲じよう歩ほだ。なら、竜たち。次はおまえたちが譲歩せよ」

　頭ごなしに命じているのでもなく、怒ど気きを見せているのでもない。なのに、抗あらがえぬ不思議な力が彼の声にはある。

　導かれるようにしてふらりと彼のほうへ行きかけた自分に気づき、紗良は息を吞のむ。

「藤江……、俺たちがそういう高こう慢まんな物言いを好まぬことは知っているだろ？」

「学ばぬ男ですね」

　多々王と小瑠王が明確な怒いかりを見せる。ばちっと大気が火花を散らしそうなほどの。

　しかし、憤る二竜をとめたのはやはり由衣王だ。

「いいだろう。おまえの言う譲歩に乗ってやる」

「由衣！　人に膝ひざをつくつもりですか」

　悔くやしげに振り向く小瑠王を無視して、由衣王は藤江に畳たたみ掛かける。

「だが藤江。そこで言え」

　彼の言葉に反応したのは随ずい身しん二人のほうだ。信じられないと言いたげに目を剝むき、ぐっと歯を食いしばる。頰が紅潮しているのは、紛まぎれもなく怒りのためだ。

　藤江本人よりも彼らのほうがよほど屈くつ辱じよくを感じている。

　──どういう関係なんだろう。

　紗良は順番に彼らを眺める。随身二人は、自身らの主あるじたる藤江を立たせたまま対話にのぞませる由衣王の不ふ遜そんさに、心底腹を立てている。これが同じ公きん達だち相手であればその怒りも納なつ得とくできるが、彼らが対たい峙じしているのは国の護神たる貴き竜だ。この場合はどう考えても、許可なく宮に乗りこんできた藤江のほうが不敬にあたるはずだった。

　藤江はしばらく沈ちん黙もくを守り、竜たちを見つめる。一人だけこの緊きん迫ぱくした場の外側に立っているような涼すずしげな雰囲気だ。泰たい然ぜんとしているというか、執しゆう着ちやくがなさそうに見えるというか。

　沈黙に居い心地ごこちの悪さを感じ始めたあたりで、彼は少し笑い、紗良に向き直った。

「……わかった。では、話そうか」

　随身二人が、まるで裏切られたかのような必死な眼差しを藤江に送る。藤江は笑えみを絶やさず、片手を上げて二人の視線を振り切ると、紗良に一歩近づいた。

「ますます竜を怒おこらせそうな話なんだが。紗良、おまえは竜の斎さい姫き、斎さい花かとなったね」

「はい。恐れ多いことでございます」

「ほかの巫かんなぎでもこと足りるような神事を取り仕切る必要はない。竜がおまえにさせぬというのなら、そしてなにも見せぬ、知らせぬと判ずるのなら、それが正しいことだ。神しん殿でんに移る必要もない。大臣おとどらに額ぬかずく必要もない。竜がそれを許さないのなら。けれども、国が国であるためには、その身に課せられた役目を果たさねばならぬこともある」

　ここで藤江は視線を四竜へ投げた。

「なぜなら、竜たち。紗良という娘はこの国に生まれた『人』だ」

　紗良は返事に困った。四竜が一いつ斉せいに渋じゆう面めんを作る。

　なんとなく状じよう況きようが読めてきた。藤江はおそらく白しろ長ながの督かみに頼たのまれて宮を訪おとずれたのだ。紗良に斎花のつとめを説くためというより、竜を牽けん制せいし、また、納得させるために。

「斎花という呼こ称しようは、かりそめの巫を選ぶ際に美しく整えた言葉だ。正式には異なる文字をあてる。この浮うき島を歪ゆがませる渦うずを塞ふさぐ者。『塞さい渦か』と記すのが正しい」

　藤江が紗良に視線を戻もどし、宙に指で文字を書く。

　その、見えぬ文字を紗良は凝ぎよう視しする。そこに秘ひめられた理ことわりを見み据すえるべく。

「竜が認めたから塞渦なのではない。神器たる赤せつ虎こが鳴いたな？　肝かん心じんなのは神器の意思だ。つまり、遥はるかなる空がおまえを認めた。天てん帝ていの築きし大いなる仕組みに触ふれることが許された者という意味だ」

　紗良は話についていくのが精せい一いつ杯ぱいだった。返事をするのも忘れて思案に沈しずむ。

　これは、前に梨り乃のから聞いた話とはだいぶん違ちがう。

　斎花とは、荒あらぶる竜を鎮しずめるだけの隠かくれ巫ではないのか。

「国が国であるために、塞渦の力が必要になる。なぜならこの国は……榔ろう月げつ府ふは空が授さずけた浮ふ力りよくで、宙という大海にとどまっているんだ」

「浮力……？」

「鳥のように翼つばさがあるわけでもないのに、山脈や大河を抱かかえるほどの巨きよ大だいな島が宙に浮いているんだよ。人の手でなせるわざではない。神の力がなくてはね」

　──言われてみれば、そうだ。

「浮き島が墜つい落らくせぬよう、浮力を維い持じするための秘ひ儀ぎを行ってもらいたい」

「そのような──重要なお役目を、私が？」

　予想もしていなかった大きな話に紗良は狼ろう狽ばいする。

「なに、怯おびえることはない。そう難しいつとめではないよ」

　藤江は口元を片手で押さえて、にこりとする。

「ですが……私はなにをすればいいんでしょうか？」

　藤江の視線がふたたび四竜に向かう。

「この頑がん固こな竜たちから、ちょっと血を抜ぬいてくれるかな？」

　はい？　と紗良は目を丸くした。またも予想を超こえた展開だ。血？

「神かみ去さり月づきに変わるまでにね。頼んだよ」

　にこやかな藤江とは打って変わって──四竜は示し合わせたように、つんっと顔を背そむけた。……なぜか、前ぜん途と多難という言葉が脳のう裏りにくっきりと刻まれた。




[image: ]




　大きな衝しよう撃げきをもたらした藤江が爽さわやかに笑いながら去ったあと。

「血……、血……」

　紗良は庭に立ち尽つくしたまま、一人唸うなった。竜りゆうの血。

　──血ってその、普ふ通つうに体内を流れている血と考えていいんだろうか……。

　それともなにかの喩たとえ？　判断しかねて、近くにいる多々王へそうっと顔を向ける。

「あの、赤あか鴇つきの君」

「嫌いやだ」

「えっ」

「渡わたさない」

「え」

『竜の血』が、正しく血の意味であるのか尋たずねようとしただけだったのだが、詳くわしく話す前にきっぱりと拒きよ絶ぜつされてしまい、紗良は固まった。

「紗良が噓うそつきなのが悪い」

　多々王は片手を腰こしにあて、意地悪な笑みを作った。

「私が!?」

「由衣が、余所よそ見みをするなと言ったのに。おまえはさっき藤江の野や郎ろうに気を奪うばわれたな」

　多々王の言葉で、つんけんしていた三竜の気配がさらに濃こくなった。

　全員こちらに顔を向け、刺さすような視線を投げつけてくる。

「俺もあげたくないです」

　小瑠王も低い声で言う。

「俺がこちらへ来いと言ったとき、おまえったら藤江のもとに行こうとしたでしょう。そうですか。俺の言葉など聞きたくないですか」

「そんな、誤解です！」

　紗良は髪かみが乱れるほど大きく首を左右に振った。ふらっと藤江のほうへ行きかけたことが、ばれている。援えん護ごを求めて、静観中の式たちを見つめる……が、頼みの梨乃でさえ視線を合わせてくれない。

　──私に非があると思われてる!?

　でもあれは本当に不ふ可か抗こう力りよくで──という言い訳じみた考えが顔に出ていたらしい。

「腹が立った。我が慢まんできない。気分を変えるために、その辺の山を踏ふみ荒あらしてきます」

「!?」

　小瑠王は、うーんと気持ち良さそうに伸のびをしながら耳を疑う発言をした。

「山を壊こわす。そして燃やし尽くす」

　八つ当たりの程度が尋じん常じようじゃない。

「どっ、どうか機き嫌げんを直してくださいまし」

「嫌ですね。だれが聞くものか」

　見た目は姫ひめ君ぎみのように可か憐れんなのに──「どの山を消しよう滅めつさせてこようかな」などと空そら恐おそろしい言葉を落としている。

「俺も行こう」と多々王までもが乗り気になり、表情を明るくする。

　──だめだ、この二竜には期待できない……！

　ほかに話を聞いてくれそうな者といえば──。

「月つき鷹たかの君」

　ここは一番寛かん容ような月時王に頼むしかないだろう。

　縋すがる思いで月時王を仰あおぐと、困った表情を向けられる。

「いや、俺は別に渡してもいいんだが……」

　ほかの三竜が一斉に舌打ちした。

「……まずは由衣たちの説得をがんばれ」

　月時王にも見放されてしまった。

　残るは由衣王だけだが。

「……。宵霧の君、お話が」

「ない。俺にはない。ばかめ」

　とりつくしまもない態度。紗良は両手で顔を覆おおった。

　だれ一人説得できる気がしない……。
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「大た為い葉はの典というのです」

　梨乃が優やさしく目め尻じりを下げて言った。

　斎さい花かにしか果たせぬ重要な神事です、と穏おだやかな調子で続ける。

「空界とは、天てん都とたる榔月府のさらに上に存在する神々の世です。人はその常とこしえの世たる清らかな地を浄じよう土どと呼ぶ。あるいは楽土とも。その楽土で育つ木々が、稀まれに葉を落とすのです」

「空の世界からこの榔月府に落葉が降ってくる？」

「そうです、紗良様。でもただの落葉ではありません。神なる世界の葉です。そこに存在する木々は、言葉通りに神木です。圧あつ倒とう的な神気を帯びている。その神聖な力が榔月府を空中にとどめています」

　紗良は言葉を失った。藤江が言っていた「浮力」という神の力の正体は、楽土から降ってくる葉──自分などが軽々しく聞いていい話なんだろうか。

　それもこんな、他者の目がある賑にぎ々にぎしい場所で……。

「圧倒的と申しましても神の世界から切り離はなされて落ちてきた葉ですので、もはやその力は永続的なものではありません。すぎゆく年月とともに色いろ褪あせ、枯かれてゆく。朽くちてしまえば当然ながら、榔月府に満ちている浮ふ遊ゆうの力も衰おとろえます」

「え!?　力が消えたら榔月府は宙に浮うかんでいられなくなるんじゃ？」

「おっしゃる通りです。神気という翼を失ったこの浮き島は墜落する。その事態を防ぐために、大為葉の典を行うのです。竜の血から作られた顔料で、褪せ始めた落葉に……大為葉にふたたび色を与あたえる。竜は元来、空界の存在ですので、身に流れる血にもやはり神気が含ふくまれている。そうして浮遊の力を復活させます」

「大為葉はどこにあるんでしょうか」

「大だい内だい裏りの神しん殿でん、祭事を司つかさどる織しき部ぶ庁ちようで厳重に保管されているはずですよ」

　なるほどなあ、と紗良はうなずいた。

「てっきり季節毎ごとに催もよおされる祭事のようなものかと思っていたんですけれど──途と方ほうもないほど大事なお役目ですね。本当に私につとまるのか……」

「身構える必要などありませんよ。筆で色をつければいいだけですもの」

　梨乃が軽く答える。

「機はたを織ったり藁わらを編んだりするほうがよほど難しいと思いますわ。むしろ竜の方々から血をいただくことのほうがよっぽど難題ですわね。──あら、この柿かき美味おいしそう……」

　つやつやした柿を手に取る梨乃に、紗良は乾かわいた笑えみを浮かべた。

　いま、紗良と梨乃は宵霧宮を出て、図と京きようで開かれている市を冷やかしに来ている。

　榔月府の都たる図京には、中央奥側に政まつりごとを行う大内裏が存在する。その要の地を囲う形で路みちが整備され、人の集まる場、つまり市場が設けられる。場所は大内裏から見て東西と南側。開かい催さいは三日ごと。これを三さん架が市いちという。日によって大売り出しされる商品が変わるので穀物市、青物市、魚市、織物市などとわけて呼ばれることもある。

　今日は青物市だ。宵霧宮は図京の西の果てに位置している。

　なので紗良たちが訪おとずれたのは当然、一番近い西の市。

　──久しぶりに、こんなにたくさんの人を見たかも。

　少し胸がはずむ。行事以外で紗良が宮を離れることはまずない。が、もともとはにぎやかな場所のほうが好きなのだ。

　不ぶ躾しつけにならぬ程度に周囲を見回す。

　市の一画には思った以上の人出がある。商人たちが路の左右にござを広げ、そこに大小様々な笊ざるに盛った品物を並べている。台座を用意している者もおり、秋の果物があちらにもこちらにも売られている。

　行き交かう人々のほとんどは貴人の屋や敷しきにつとめる下男や下女だが、皆みな、目を引くような華はなやかな装い。衆目のあるところで見み窄すぼらしい恰かつ好こうを晒さらせば、あそこの屋敷は使用人の扱あつかいがよくないのだと悪評が立つ。そうなると主人の沽こ券けんにも関かかわってくるため、生活に余よ裕ゆうのある屋敷ではそこの正妻が使用人の衣装にも気を配り、管理することが多い。使用人自身も、主人の不興を買わぬ程度に装身具を購あがない、身を飾かざろうとする。

　市は異性との出会いの場、恋こいを探す場としてもうってつけだからだ。

　このあたりの事情は少し前まで紗良が暮らしていた村も同じだった。

　紗良と梨乃は異性を求めて市へ来たわけではないが、臙えん脂じ色いろの背はい子しに褶うわみといったそれなりに見み栄ばえがする女によ官かん風の装しよう束ぞくを着用している。

「桃もももほしいわ……」

　梨乃の視線が、笊の白はく桃とうへと向かう。

　紗良は、梨乃に誘さそわれる形で市に同行した。藤江の話を聞いて以来悶もん々もんとし続ける紗良を見かねて、気分転てん換かんが必要だろうと気き遣づかってくれたのだ。

　梨乃の優しさが嬉うれしい。心から嬉しく思うのだが──。

「……。黙だまって聞いていれば……。難題とはどういう意味だ。おまえたちは竜りゆうの血をなんだと思っている？」

　紗良たちの背後から、むすっとした声が響ひびく。

　……聞こえない振ふりをしたいと切実に思う紗良の後頭部を、その声の主が指先でつついた。

「儀ぎに使われるのは、単に肌はだを切って流した血ではいけないんだが」

　振り向け、といわんばかりの指の攻こう撃げきに降参し、背後に立つ者に、紗良は身体からだごと向き直る。

　そこには、ふふーんと勝ち誇ほこった顔をする多々王と、困ったように微笑ほほえむ月時王がいた。二竜とも円領の黒い上うわ衣ぎぬに袴はかまといった恰好で、腰こしには飾り紐ひもを巻いた派手な太刀たちを佩はいている。おそらく彼らは紗良たちを護衛する武人にでも扮ふんしたつもりなんだろう。

　──ものすごく目立っているけれども!!

　どうがんばっても、ただの武人には見えない。はっきり言うなら、いかにも貴人が変装してますと丸わかりの状態だ。微び妙みように紗良たちの周囲が空いているのはそのせいに違ちがいない。遠巻きにされている。

　なにしろ二竜は、髪かみの色からして目を引く。多々王は赤あか菊ぎくのような鮮せん烈れつな色、月時王は朽くち葉色。その上、ぎょっとするような美び丈じよう夫ふだ。これで目立たないわけがなかった。

　紗良と梨乃が市場に行くと知り、彼らもおもしろがってついてきたのだ。ちなみに由衣王と小瑠王は屋敷に残っている。

「──この場合の血とは、命。または霊れい力りよくを示すからな」

　ぼうっと彼らを見上げていると、先ほどの多々王の言葉に戸と惑まどっていると誤解したのか、月時王がそう説明した。多々王もうなずき、「竜の霊力をより強くこめた血を渡わたせ、ということなんだぞ」と言い添そえる。今日の彼は、薄うす紅くれない色いろの菊を左右の耳の上に飾っている。精せい悍かんな顔立ちなのに、花が合う。竜は、花鳥風月を愛するのだ。

「渡せと言われても、そう軽々しく渡せるものじゃないんだ」

　多々王が梨乃の手から柿を奪うばい、かぷりと嚙かみつく。まだ代金を払はらっていない。というより、銭を払って品を得る、といった根本的な仕組みすら知らないような気がする。

　無銭飲食を咎とがめられるのではとはらはらしていたら、梨乃が商人に向かって「桃の笊を十五、柿を二十、木通あけびを二十、こちらに記したところに運んでくださいな」と伝え、木簡を差し出した。この場で精算せず屋敷に品を運ばせるらしい。木簡をあらためた商人が目を剝むいている。……たぶん、とどけ先が竜の屋敷だとわかったためだろう。

「一いつ滴てき出すだけでも疲ひ労ろうするんだ。それを寄よ越こせとねだる前に、紗良、おまえはきちんと俺たちへのつとめを果たせよ」

　梨乃たちのやりとりには興味がないのか、多々王はそちらには目もくれず、柿を食べながら紗良を軽く睨にらむ。

「そろそろ蓬ほう萊らい樹じゆの玉の枝を取りに行け。……こんな果実では腹の足しにならん」

「はい、宮に戻もどりましたら、すぐに」

　蓬萊樹の玉の枝。竜を生かす実だ。その枝を手に入れることが神か奴め冶や古このつとめである。地上に立つ木ではない。水中に存在する優う曇どん華げの里にのみ育つ木だ。

　──竜の方々は、やっぱり私を巫かんなぎとは認めたくないのかなあ。

　ここ最近の紗良の悩なやみは、それに尽つきる。冶や古ことしての仕事ならこうしてさせてくれるが、斎さい花かの仕事について詳くわしく尋たずねようとすると、竜はすぐさま口角を下に曲げて拒きよ絶ぜつを見せる。神器の赤せつ虎こが紗良を選んでしまったため、渋しぶ々しぶ受け入れているとしか思えない。

　正直なところ紗良自身は冶古の立場のままでかまわない。身分や褒ほう美びがほしいわけでもない。

　いつまでも巫の自覚を持てないから、竜たちに「血をください」と積極的に頼たのめないでいる……という事情もあったりする。

　いっそだれかに巫の役目を代わってほしいくらいだが、こればかりは紗良にも竜たちにもどうにもならない。赤虎の選せん択たくは、天てん帝ていの意思でもあるという。

　どうしたものかと悩む紗良の横では、多々王が柿の味を楽しんでいる。

　彼につられて、月時王までも柿を食べ始めた。そういえば竜は、なんでも美味しく食べる。竜姿のときなんて、生きた獣けものでもそのまま……。

「月時、向こうの路で売られている丸いものはなんだ？　赤い[image: 鱗]うろこのような皮で覆おおわれているぞ」

「西さい藍らん国こくの果実じゃないか」

「うまいのか？」

「さあ……俺も食べたことはない」

「よし、食ってみよう」

　二竜の興味は、ほかの場所で売られている果実に移ったようだ。紗良たちを置いていそいそとそちらへ行きかけたが、途と中ちゆうではっと思い出したらしい。

「おい、はぐれるなよ」

　などとしかめっ面つらをして戻ってきた多々王に紗良は手を取られる。

「竜の方々は、市へはあまり足を運ばれたことがない？」

　紗良は首をひねった。

「そんなことはない。出で不ぶ精しような由衣や小瑠と一いつ緒しよにするな」

　珍めずらしい品を見てはしゃぐ様子から、もしかして彼らも市が物もの珍めずらしいのではと思ったのだが、眉まゆをひそめた多々王に否定されてしまう。

「俺は五年前にも来ている」

「五年前……」

　時間に対する感覚の差を目まの当たりにし、反応に困ってしまった。

「由衣たちなんか、十年以上訪れていないだろ」

「俺は四年前にも来たことがあるぞ」

　月時王が果実の汁しるで濡ぬれた唇くちびるを拭ぬぐいながら、少し誇らしげに言った。

　そうですかとひとまず紗良は神しん妙みようにうなずいておいた。彼の中ではきっと、数日前に来た、というような感覚なんだろう。

「紗良、おまえもあれを食べてみたいだろう？」

　多々王に引っぱられて、紗良も赤い[image: 鱗]のような皮につつまれた果実が積まれている台座の前に近づく。

「奇き妙みような果実だな。皮が硬かたい。どうやって食べるんだ？」

　多々王が興きよう味み津しん々しんの様子でその果実を手に取る。それ以外にも、瓜うりに似た黄色の形のものや房ふさ状じようになっているものなど、珍ちん妙みような果実がやはり笊にこぼれそうなほど載のせられている。梨乃が、「それとそれを十ずつください」と言って商人に木簡を差し出す。

「紗良が暮らしていた村にも市があったのか？」

　隣となりに立った月時王が紗良の顔を覗のぞきこむようにして尋ねる。紗良は、はにかんだ。四竜の中だと、月時王のそばが一番落ち着く……。

「はい、ありましたが……こちらの市とは様子がずいぶん違います」

「どんなふうに？」

「地上では見たことのない珍かな形の果実がとても多いです。それに、銅貨もあまり使われていませんでした」

　榔月府は、貨か幣へいの利用が浸しん透とうしている。これは驚おどろくべきことでもあった。

　山月府では物品貨幣、あるいは銀での取引が主流だったのだ。開かい催さい地の規模も違うし、品の種類や量だって比ひ較かくにならない。人々の華はなやかさも。こういった面でも、山月府とこちらの生活の差を思い知る。

　──あぁ本当に、と紗良は感かん嘆たんする。

「まるで夢を見ているようで……」

　先ほど梨乃は、この榔月府の上に楽土たる空界があるというような話をした。

　だが紗良にしてみれば榔月府自体が楽土そのものだ。

　──きれいだなあ……。

　大気に満ちる果実の甘い香かおり。行き交かう者たちの、ひらりとゆれる衣ころもの裾すその美しさ、たおやかさ。しゃらと鳴る簪かんざしの飾かざり。笑い声や商人の掛かけ声が澄すんだ大気に溶とける。日の光は不思議なことに、薄うす雲ぐもの膜まくにつつまれているかのようにやわらかい。

　いま、頭上をふわりと飛んでいったのは、蝶ちようか。

「胡こ蝶ちようが、あそこに」

　贅ぜいを凝こらした穏おだやかな美しさに、紗良は時々、胸がつまる。

　この夢を、ずっとずっと静かに見つめていたくなる。

「胡蝶？　この世は夢む幻げんだとでも言うのか。おまえの微睡まどろみの中で見る泡沫うたかたのような夢だと？　──そうじゃない。すべて現うつつだぞ、紗良」

　ふいに多々王の硬い声が耳に滑すべりこむ。

　いつの間にか、月時王も梨乃も言葉なく紗良を凝ぎよう視ししていた。

　彼らの視線になんとなく居い心地ごこちが悪くなり、微笑ほほえんでごまかしたときだ。

　ぐらりと地面がゆれた。紗良の気のせいではない。あちこちで小さな悲鳴が上がり、どよめきが広がる。

「地鳴り……？」

　視界の端はしで、台座の笊ざるからこぼれた石榴ざくろが地面に落下する瞬しゆん間かんをとらえた。その果実は意思をもっているかのように、器用に人の足のあいだを転がってゆく。

　紗良は無意識にそちらへ手を伸のばそうとしたが、ふたたび地面がゆれる。奇き怪かいなゆれ方だった。震しん動どうしたというよりは、地面が少し傾かたむいてまたもとの位置に戻ったかのような。

「月時、向こうを見ろ！」

　突とつ然ぜん、多々王が紗良の腕うでを摑つかんで自分のほうに引き寄せ、鋭するどく警告する。

　紗良が視線を上げると同時に、周囲の悲鳴が増えた。月時王が「なにか来るぞ」と表情を引きしめ、すばやく太刀たちを抜ぬく。

　いくらも経たたぬうちに、向こう側にいた人々が蜘蛛くもの子を散らすように逃にげ始めた。その流れが紗良たちのほうまで押し寄せてくる。

　多々王は梨乃の腕も摑むと、右往左往する人々の波に巻きこまれないよう、果実を載せていた台座の横まで移動した。

「おまえたち、俺から離はなれるなよ」

　ひときわ大きな悲鳴が上がったと思いきや、急に前方の路みちが開ける。人々がなにかに恐おそれをなした様子で離れていったというべきか。

　紗良は息を吞のんだ。開けた場所の奥から、異様な風ふう体ていの者たちが近づいてくる。

　人ではない。人の姿をかたどった異形だ。

　狩かり衣ぎぬ姿の者には、長い首が七本あった。その先せん端たんには翁おきなや媼おうな、鬼おになどの頭がついている。ある者は白しら拍びよう子し姿で、首の上には犬の頭が載っていた。また、人の頭部を持つ巨きよ大だいな百足むかでもいた。

「いまの震動で異形がわいたか」

　つぶやくと同時に月時王がそちらへ勇ましく駆かけ出した。振ふり上げた太刀がぎらりと一いつ瞬しゆん、陽光をはじく。──無事を祈いのるまでもない、あっという間の戦いだった。

　七本の首を太刀で一刀両断。身を翻ひるがえして白拍子の胸を貫つらぬき、百足の尾おを切り飛ばす。血ち煙けむりさえも切り裂さいて、ふたたびぎんっと陽ひをはじく。

　異形は皆みな、断だん末まつ魔まを上げる暇ひまも与あたえられずに消しよう滅めつした。優美な演えん舞ぶを見ているかのようだった。強さこそ美しさであると、彼はその太刀一本で見せつけた。

　そう感じたのは紗良だけじゃないらしい。逃げ遅おくれて脇わきに固まっていた人々からも「楽者か？」「どこの楽座の者だ？」という、戸と惑まどいと興奮の入り交じった声が上がる。

　楽者とは、芸能を生業なりわいとする演者を指す。楽座はその演者が属する組合のことだ。本物の異形が出現したのではなく、楽座の余興だったのではないか、と勘かん違ちがいされ始めている。

　人々の動どう揺ように気づいた月時王が、小首を傾かしげてにこりとした。

　この場はごまかすべきと判断したのだろう。太刀の血ち糊のりをくるりと鮮あざやかに振り落とし、拱きよう手しゆする。人々が、おぉ、と喝かつ采さいを送る。だれもその彼が竜りゆう神じんだとは気づいていない。……まさか市に竜が来ているとは思わないだろう。

　太刀を鞘さやに戻もどした月時王が足早にこちらへ戻ってくる。

「ここを離れよう」

　彼の言葉に従い、紗良たちは人々の視線から逃のがれるように移動した。

　市場のある一画から出たあたりで足をとめ、示し合わせたように皆でそちらを振り向く。

「震動のせいで、市付近の地表に亀き裂れつでも走ったか？」

　最初に口を開いたのは多々王だ。鬱うつ陶とうしげに長い髪かみを払はらい、自分の肩かたを揉もむ。

「どうかな。偶ぐう然ぜんではないだろうが……」

　答える月時王の表情は厳しい。

「しかし、榔月府に地鳴りが起きること自体が稀まれだ」

「なんらかの異状が起きたのは間ま違ちがいないな。梨乃、おまえはすぐに辰たつ弥み庁ちようへ向かえ。変異の原因を調べてこい」

　多々王の命令に、はい、と梨乃が答える。

「待て、俺もそちらに行こう」

　月時王が梨乃に同行するという。まずは具ぐ舎しやへ皆で急ぐ。

　具舎とは、要所の近くに設けられる馬宿のような施し設せつだ。

　緑ろく青しよう色の棟むな門もんを持つ檜ひ皮わだ葺ぶき屋根の具舎に到とう着ちやくすると、月時王と梨乃は、輿こしのついた神か車ぐるまではなく直接羽う羽ば獅しに騎き乗じようして去っていった。羽羽獅とは、虎とらによく似た黄金の毛並みの大おお柄がらな生き物だ。神車を引くのもこの羽羽獅だが、駅馬としてもよく利用される。馬ほど速くはない代わりに休息なしで一昼夜走り抜くことができるため、榔月府では重宝されているという。

　紗良の暮らしていた村では馬の利用が主だったので、こういう面でも天地の府の違ちがいを感じてしまう。

「紗良、俺たちは宮に戻るぞ」

　梨乃たちが去ったほうを見つめていると、具舎につめている羽う羽ば獅し童どう子じからまた別の羽羽獅を借りてきた多々王に腕を取られた。

「羽羽獅で二人乗りは少しきついが……しかたない。竜に転ずれば時間をかけずにすむんだが、図と京きよう内を飛び回るわけにもいかないしな」

　多々王が羽羽獅の頭を撫なでると、難しい顔をして騎乗する。

「ほら、おまえは前に乗れ」

　差し出された手を紗良は戸惑いながら摑み、多々王の前に乗る。跨またいで座ったほうが安定するのだが、さすがにはばかられる。おとなしく横座りだ。

「しっかり寄りかかれ。衣を握にぎるのではなく、腕を回せ……ああ、もういい。腰こし帯おびでもなんでも好きなところを摑んでおけ。俺がおまえを落とすはずがない」

　どうやら紗良のことを、こうした獣けものに乗り馴なれていない娘むすめだと誤解しているようだが、わりと乗馬は得意である。なんなら狩かりも木登りもできるのだが、なぜか竜たちは紗良をか弱い人間と思いこんでいる節があるのだ。

　多々王が手た綱づなを引き、羽羽獅を走らせる。もう少し速さを出してもいいのに、紗良を気き遣づかってかゆらさぬように進ませている。これでは神車の移動とさほど変わりない。

　──優やさしい方だ。

　でも、優しいからと言って、なんでも認めてくれるわけではない。紗良を巫かんなぎと受け入れるかどうかという問題とは別なのだ。

　巫になりたいという欲よつ求きゆうがあるわけじゃないが、拒きよ否ひされるのは少しだけ悲しい。

「……不安なのか？」

　市のある一画を離れ、太い川を跨ぐ橋を越こえたあたりで多々王がふと尋たずねた。

　視線を上げれば、彼はまっすぐに前方を見つめている。

　宮以外の場所で多々王と二人きりになるのは、はじめてかもしれない。地上で暮らしていれば一生関かかわる機会などなかったであろう竜神と、こうしてすごすようになるとは……。

　紗良は、多々王の引きしまった顔の輪りん郭かくや艶つやのある長い髪をぼうっと眺ながめた。

「それとも疲つかれたか。休みたいか？」

　多々王の視線がこちらを向く。宵霧宮は図京の西の果てに設けられているが、市は大だい内だい裏り側に近い場所で開かい催さいされるため、それなりに距きよ離りがある。といってもまだ疲ひ労ろうを覚えるほどには羽羽獅を走らせていない。

「いえ、平気です。……あの、もう少し羽羽獅を駆けさせても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「腰こしを痛めるぞ」

　困った。わずかな振しん動どうすら身に障さわる脆ぜい弱じやくな娘だと心配されている。……困るはずなのに、竜の的外れな気遣いをくすぐったく感じてしまうのは、なぜなんだろう？

「やはり竜化して飛んでやろうか？　そのほうがよっぽどはやく宮に着くし、身体からだも楽だろ」

　声こわ音ねに本気の意思を感じ取り、紗良は驚おどろいた。

「私を背に乗せてくださるということでしょうか？　そんな、天あま駆かける竜に騎乗するなど、すごく楽しそ……恐れ多い！」

「おまえ、いまかなり期待しただろう」

　わくわくしてしまったことがばれた。

「なんだ、俺に乗りたいのか？」

「とんでもないことです、私のような者が竜とともに宙を渡わたるなんて──」

　……乗りたい。ぜひとも乗ってみたい。

　胸に蔓延はびこっていた曖あい昧まいな不安ともやもやした気持ちが、多々王の魅み力りよく的な発言で吹ふき飛ぶ。

「赤あか鴇つきの君は、背に人を乗せたことがあるのですか？」

「ないな。そもそも人が、竜化した俺たちに気安く近づくと思うか？　人にとっては竜も水み鹿か神がみも、恐ろしさという点では差異などないだろう」

　多々王の声音がわずかに硬かたくなり、紗良は慌あわてた。

「それは皆、竜の方々が神聖すぎて近寄りがたいからです。水鹿神とはまったく違います」

「へーえ？　……近寄りがたいとかしこみながら、おまえは最近、竜化した俺たちの身を清めるとき、妙みように楽しそうだよな。言っておくが、どんなに期待されても脱だつ皮ぴはしないからな」

　なにかを思い出したのか、多々王が雰ふん囲い気きをやわらかくしてはにかむ。

「誤解です、そのような期待など断じて！」

「梨乃に聞いたぞ。直接[image: 鱗]うろこを手入れできるような布や刷は毛けがないか、探してほしいと頼たのんだとか」

「だって赤鴇の君！　宵霧の君と藍らん桜おうの君は、禊みそぎ中ちゆうにちっともおとなしくしてくださらないんですよ！　穢けがれは大鏡に映して拭ぬぐうものですのに、あんなにうろうろされてはどうにもなりません」

「そ、そうか」

「藍桜の君なんて、私の腰に髭ひげを巻きつけ、宙に浮うかせて振ふろうとするんです！　ひどい！」

「……なにやっているんだ、あいつ」

「悪戯いたずらしないよう左右の髭をお顔の前で縛しばってやろうとしたら、そうされたんですけど」

「こら待て。竜の髭になにをするんだ。おまえが原因じゃないか」

　多々王が噴ふき出した。笑われてしまったが、そうでもしないとあの二竜はとにかく紗良の仕事の邪じや魔まをするのだ。多々王と月時王は禊中おとなしくしてくれるので、大変よい。

　──しっかり穢れを落としたいから、集中させてほしいのに！

　竜は護神。人では対処できぬ怪かいが地上に出現したとき、退治に向かう。その戦せん闘とうで浴びた穢れを神か奴め冶や古こたる紗良が落とすのだ。

「おまえは本当に、俺たちに怯おびえぬよなあ。竜の腹にすり寄る娘などはじめてだぞ」

　しみじみと言われた。

「人のお姿のときももちろん優美ですけれど、竜のお姿のときも雄お々おしくていらっしゃる」

「雄々しい？　おどろおどろしいの間違いじゃないか？」

　などとひねくれた返事をされたが、これは照れているだけだろう。

「なにをおっしゃるのですか。皆みな様さま、まことに雄ゆう豪ごうそのもののお姿です。[image: 鱗]がまた、すべすべなのにあたたかくてよいのですよね……、なんというのでしょう、陽ひを浴びてほかほかした岩いわ肌はだに触ふれているような。陸に出てぬくもった亀かめの甲こう羅らを撫でているような」

　かわいそうなものでも見るような目を向けられた。なぜ。

「おまえに風ふう雅がを期待してはならんとよくわかる、ひどい喩たとえだな。もっと美しく言え！」

「私の中では最高に華か麗れいな表現です……」

「噓うそだろ」

「赤鴇の君のお姿はまた一段とすばらしいのですよね。炎ほのおで炙あぶったかのような赤いお身体で」

「くそっ、これほど残念な喩えで喜びたくない……」

　四竜りゆうで一番安心するのが月時王、そして一番話しやすいのがこの多々王だ。

　少々荒あらっぽい面もあるが、さっぱりもしている。反応がおもしろくてついからかいたくなってしまうのが小瑠王。……由衣王には、少し緊きん張ちようしてしまう。『竜』らしい神秘的な空気をもっとも強く感じてしまうせいかもしれない。

　──きらきらしているなあ。

　ふたたび後ろの多々王を仰あおいで、感心する。見み飽あきることがない。竜たちはそれぞれ異なる美しさを持つが、この多々王はとくに目を奪うばわれる。

　紗良はまた、胸がつまるような感覚に陥おちいった。こんなに奥深い天上の世界で、──こんなに美しい生き物のそばにいる。これが夢でなくて、なんだろう？

　先ほどの異形を目にしたときだって、むろん恐おそろしくはあったが、どこか現実感が乏とぼしく思えたのだ。奇き妙みような地面の震しん動どうに対しての不安もあるけれど、それだってやはり深刻になるほどではない。日に日に夢のようだという思いが強くなる。いつか確実に消える幸福な夢だ。

「──紗良。少しゆれるぞ。摑つかまれ」

　ふいに多々王が緊張した声を聞かせた。意識を現実に戻もどし、目を瞬まばたかせて周囲を見やれば、市で目もく撃げきした犬頭の異形と似た不気味なものが前方に佇たたずんでいる。こちらに気づいた様子はなく、酔よっているかのように上半身を頼たよりなくゆらゆらさせている。

「おまえを落としはしないが、どんなに恐ろしくても暴れてくれるなよ」

「はい、息をひそめております」

「……ああ、いい子だ」

　多々王が小さく笑い、太刀たちを抜ぬく。片手は手綱を摑んだままだ。

　紗良は身を軽く捻ひねるようにして彼の腰に腕うでを回した。と同時に多々王が荒っぽく手綱を操あやつり、羽羽獅を異形のほうへ駆かけさせる。

　この場に出現した異形は一体だけだ。すれ違ちがい様に切り捨てて、あっさりと退治が終わる。多々王は異形の消しよう滅めつを確かく認にんすると、いったん羽羽獅をとめ、豊かな自然の景色に視線を投げた。考えこむような眼まな差ざしだ。

「あれは怨おん霊りようとは違う。図京内で、ああした化け物が出現することは極きわめて珍めずらしい……」

　紗良に聞かせる言葉ではなく、独白だ。

　多々王の目が紗良のほうに向く。急に彼はいぶかしむような、強こわ張ばった表情を見せた。

「……紗良？」

「はい」

「おまえ、もしかしてこのところ調子が悪いか？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、紗良は戸と惑まどった。だが、少しずつ身体の怠だるさが増しているのは確かだ。榔月府に召めされてからすでに季節がひとつ巡めぐっている。そのあいだにじわじわと体内の気の巡りが狂くるわされ、疲労が取れにくくなってきているのだ。

「俺は前に、おまえに対して死のうが生きようがどうでもいいと告げたことがあるが」

　言いよどむ多々王に、視線でその先を問う。

「……死ねばいいとは思っていないぞ」

　多々王は顔をしかめながら言った。たぶんそれは、彼にとって精せい一いつ杯ぱいの言葉に違いない。その不器用な気き遣づかいを、紗良は素す直なおに受け入れる。

「里人は皆みな、おまえのようなのか？」

「私のようとは、どういう……？」

「死に対して、ずいぶん物わかりがいい」

「そうでしょうか？」

「そうだ。榔月府の人間は、おのれの命に対してもっと貪どん欲よくだぞ。生きるためなら、他者を踏ふみ潰つぶしてもかまわぬというほどに。だが里人はやけに潔いさぎよい。……言っておくがその潔さをほめているわけじゃない」

　責められているというよりは、なにかを懸け念ねんされているような雰囲気だ。

　紗良は必死に耳を傾かたむける。多々王はなにを自分に伝えようとしているのだろう。

「おまえの姉妹のような娘むすめ……紗さ和わ子こだったか？　あの娘からも同じような気配を読み取った。いや、俺はな、怪かい退治に地上へおりるたび、里人に対してそう感じるんだ」

「紗和子にも──」

　それはきっと、地上の暮らしがこの榔月府よりもあらゆる面で厳しいためだ。紗良は故郷の村で海女あまとして働いていたが、どの季節であっても漁は命いのち懸がけだった。

　けれど紗良だけが命懸けの毎日をすごしていたわけではない。だれもが平等に、死を意識して暮らしていた。そしてその過か酷こくな平等さが自分たちの日常でもあった。

「同じ人であるというのに、なぜ天地でこうも心の在り方が違うもんかな」

「……すみません、私にはその違いがよくわかりません」

　ついごまかしてしまう。里人の抱かかえる真実を伝えるのはたやすいが、それをすると、人の命を惜おしんでくれるこの竜の心を深く抉えぐってしまうような気がする。

　──でも赤鴇の君、私も、里人たちも、決して不幸であったわけじゃないんです。

　過去の日々の中ですくいあげた幸せは数え切れないほどにある。

　なのに、どんなに言葉を尽つくしても、紗良たちが感じてきた喜びや大事に積み重ねてきた幸福がいったいどんなものであるのか、彼には──天てん都との者には共感してもらえないだろうという確信があった。なぜならそれは。

　──それは……なぜだろう？

「おまえは俺や由衣たちがどんな無理を押しつけても抗あらがわない。しかし間ま抜ぬけというわけではない、知ち恵えもまわるのに、なにひとつ逆らわない。だからなおさら、奇妙なんだ」

「逆らいたいことがなにひとつないのです、赤鴇の君」

　これははっきり断言できる。が、多々王は口角を下げた。赤い瞳ひとみには、憂うれいがある。

「おかしいだろう、そういうのは」

「おかしいでしょうか？」

「当たり前だ。俺たちは故意におまえをいたぶってきて──いや、人なら、竜の世話など厭いとうだろうに」

　あ、いま、彼は嫌いやがらせもどきを白状しかけて慌あわてた。

「罰ばつを与あたえぬと約束するから、ひとつ正直に心のうちを言え」

「と言われましても……」

「隠かくすな。答えろ」

　紗良は悩なやんだ。なぜいきなりこんな話題になったのか。

　どれほどせがまれようと、本当に嫌な思いなどしていないのだ。

「苦しいとでも、死にたくないとでも、なにか強く胸に芽生える衝しよう動どうがあるだろうが」

　ぱっと答えぬ紗良を見て、多々王が苛いら立だちを覗のぞかせる。

　──つまり、私がいま、調子が悪そうに見えるから、ごまかさずに不安を聞かせろと言いたいのかな。

　だとしたら、その気持ちが面おも映はゆい。

「赤鴇の君、私は心を隠しておりません。本当に、抗いたいと感じるものがないのです」

「……信じられん」

「心を取り出して、お見せできればよいのですが……自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけでもありません。生きられるときまで、私はしっかり生きたいです。できるなら、竜の方々のそばにいたい。……迷めい惑わくでしょうか？」

　可能な限り長く生きたい。その思いは、単なる感傷ではない。差し迫せまった事情のためだ。

　紗良が死ねば、次にまた新たな里人が冶や古ことして天都に召し上げられるだろう。次こそ姉妹のように育った紗和子が選ばれるかもしれない。もともとは紗和子が徴ちよう令れいの対象だったのだ。

　多々王は、迷惑ともそうでないとも答えなかった。短く「……宮に戻る」と口にして、手た綱づなを握にぎり直す。不ふ機き嫌げんそうには見えないが、表情が硬かたい。──気に入らぬ答えだったみたいだ。

　結局彼は、宮に到とう着ちやくするまで無言を通した。
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　──その日の夜のこと。

　虫の声が響ひびく紅こう梅ばいの里、釣つり殿どのにて。

　季節は秋。夜よ更ふけともなれば大気もぐんと冷えこみ、綿入りの衣ころもが必要になる。

　が、四竜りゆうは人間よりも身体からだが丈じよう夫ぶ。比ひ較かく的てき寒さが苦手な多々王であってもこの程度の冷えこみなら気にならない。酒があれば身体もあたたまる。最近の竜たちは夜になるとこうして一箇か所しよに集まり、酒を酌くみ交かわすことが習慣になりつつある。

「それで、市に異形が出たと？」

　宵霧宮の主、由衣王が脇きよう息そくにもたれ、気け怠だるげに酒しゆ杯はいを口へと運ぶ。視線は、きらきらしく輝かがやく夜空の月に向けられている。水をはったように澄すんでいる月だ。

「ああ。地面がゆれたあとに突とつ如じよとして出現したんだ。退治後、梨乃と辰弥庁へ行き、占せんの結果を聞いた」

　月時王が酒杯の縁ふちを撫なでながら深刻な顔で説明する。

「大た為い葉はの霊れい力りよくの衰おとろえにより地が傾かしいだという理由で間ま違ちがいないと、督かみが告げた。異形はそのときのゆらめきが、形をなしたものだそうだ」

　彼の言葉に、多々王が自身の膝ひざに頰ほお杖づえをつき、憂ゆう鬱うつな面おも持もちで池を眺ながめる。

「……督がしつこく紗良に会おうとしたのは、変異の発生を予期していたせいか」

「そうだ。猶ゆう予よがないと焦あせったからこそ皇太子までも巻きこんだ。これまでの枇儺式で選任された斎さい花かはしょせんかりそめの巫かんなぎ、大為葉に霊力を満たす役には適さない」

「その大為葉自体がとうに、瀕ひん死しのような状態ですものねえ。俺たちの血で騙だまし騙し復活させているだけだ」と続けたのは小瑠王だ。彼は長い髪かみをつまらなそうに指に巻きつけている。月光を浴びた彼の髪が、ちらちらと輝きを見せる。

「そりゃ朽くちる寸前なのはしかたないだろう。榔月府を千年以上も宙にとどまらせてきたんだ」

　多々王が吐はき捨てると、小瑠王は皮肉な笑えみを見せた。

「完全に霊力切れとなれば、次に狙ねらわれるのは俺たち竜の命ですよ。神しん霊れいを軽かろんじるいまの天上人なら、竜の心臓を大為葉の代わりにしかねない。──皇太子の異母弟でしたっけ？　前に、我らに内だい裏りへ居を移せと命じてきたのは」

「東宮に免めんじて見み逃のがしてやっているが、皇族ですら不敬な野や郎ろうが増えているよな」

　冷たい沈ちん黙もくが落ちる。しかし、長くは続かなかった。

　由衣王が吐と息いきを漏もらす。

「紗良に、そろそろ血を渡わたすべきだな」

　三竜までも嘆たん息そくした。懊おう悩のうする様は、夜空の月さえ同情するほど──と言いたいところだが。

「……もう少し、慌てる紗良を見たかったんですけれど！　なかなか言い出せずにじっとこっちを見上げる一いち途ずな様子がかわいらしいじゃないですか！」

　……ろくでもないことを言い放ったのは、頰ほおを上気させた小瑠王だ。由衣王と多々王も口元を覆おおってにやにやする。唯ゆい一いつ、頭が痛いというように月時王が額をおさえる。

「おまえたち、あまり紗良を困らせてやるな。俺たちに巫と認めてもらえぬと誤解して落ちこんでいるじゃないか」

「意地悪をしたいわけじゃないですよ。あの子の口から、血をください、と幾いく度どか言わせたいだけです」

「だから、それがな」

「求められるって、いいじゃないですか。そのための痛みというなら、血だけじゃなくて肉もあげるのに。俺の肉が食べたいって、せがんでくれないかな」

　小瑠王は、ほうっと両手を頰に当てた。

「なぜ紗良はもっと積極的に迫ってこないのでしょうね？　むしろこちらのほうが焦じらされている気分なんですが」

「おまえって、本当に……」

　げんなりする月時王以外は皆みな、小瑠王の考えに近い。

　神の生き物たる竜にそう何度もしつこく要求できるはずがない、という紗良の考えに彼らは気づかずにいる。もしも彼らの会話を紗良や白長督が聞いていたら「まさかそんな理由で!?」と絶句しただろう。竜は本来、人が好きだ。人に慕したわれたいのだ。

「いや、待て。小瑠がばかなことを言っているが、俺はそこまで紗良を悩ませるつもりはないんだぞ。血を渡す前に俺たちも霊力を高めておかねばならぬ。となると繰くり返し紗良を優曇華の里へ向かわせねばならないだろうに」

　先ほどまでのそわそわした気配を消して、由衣王が沈しずんだ声で反論する。

　以前彼は、紗良を優曇華の里へ行かせて、蓬萊樹の枝を取ってこさせた。そのとき紗良が昏こん倒とうしたことが頭にあり、ここで無理をさせればまた苦痛を与えてしまうと案じて、素す直なおに血を渡せずにいるのだ。

　多々王も、瞳に陰かげを落とす。

「そうだな。……この頃ごろ紗良はどうも調子を崩くずし始めている」

　里人の脆もろさに、皆、憂鬱を隠せない。

「それにだ、あいつが正式な巫となるなら、新たに冶古を召めさねばならないだろ？」

「紗良のままでいいですよ。別に巫と兼けん任にんさせたって、だれが困るわけでもないでしょう」

　小瑠王が冷ややかに答える。が、多々王は片手を振ふって応おう酬しゆうした。

「そんな簡単な話じゃないだろうが。官かん吏りどもは冶古が巫となって宮中をうろうろするのが目め障ざわりだと言っているんだぞ」

「知ったことではありませんよ」

　小瑠王は指先で髪かみ飾かざりの位置を直すと、嫌いやそうな口調で一いつ蹴しゆうする。

　四竜が再三の督の要求に応じなかったのは、老ろう獪かいな官吏らの反応のせいでもある。耳を澄ませば彼らの不満、欲よくの声が風の音のごとくに聞こえてくる。──冶古に身分を渡すな。斎花となれば田畑が与あたえられる。位階も上がる。任期中は貢こう物もつで私腹を肥やせる。そんな旨うま味みのある身分をなぜ気前よく冶古に譲ゆずらねばならない……。

「紗良は、身分も財もほしがっていませんね」

　小瑠王のつぶやきに、多々王が舌打ちを漏らす。

「あいつ、本気で俺たちのために死ぬつもりだぞ。里人はなぜああまで儚はかないんだ？」

「……また、涙なみだを飲ませようか」

　たまらず提案したのは由衣王だ。

　前にも一度、紗良が昏倒した際に竜の涙を飲ませている。血には劣おとるが、涙もまた、霊力を帯びている。

「はやめに与えねばな」

　月時王が酒杯に映る月を見つめて言う。

　三竜に異論はない。なにせ紗良は、かわいい人の子だ。怯おびえないし、逃にげないし、命を捧ささげることすら厭いとわないと健けな気げなことを言う。竜の姿を取ったときに嬉うれしそうな目で見つめてくる娘むすめなどはじめてだ。瑠る璃りのようなあの青い瞳ひとみにはいつも優やさしさが満ちている。口に含ふくんだら甘そうな瞳だ、と四竜りゆうはひそかに考えている。
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「紗良と話していると時々、こう、胸が苦しくなるような……」

　由衣王が胸むな元もとを手でおさえてぼやく。

「このぐっとくる不可解な感覚はなんだ？」

　三竜も似たり寄ったりな経験をしている。笑みを向けられたり、労いたわられたりすると胸がひどく乱れて、妙みようなことを口走りそうになる。竜化のときに髭ひげを撫なでられても同じようになる。

　本音を言えば、官吏の反応などいっさい興味がなく、ただ単に紗良を閉じこめておきたいような衝しよう動どうに駆かられているだけだ。……人目さえなければ、もう意地悪をせずにひたすらかわいがるというのに。

　竜たちは意味ありげに視線をかわす。

「……じゃあ、明日にでも涙を飲ませましょう」

「血はどうする？」

　小瑠王の言葉に、月時王が問う。

「蓬萊樹の玉を食したあとに渡わたせばいいでしょ？」

「そうだな。結局のところ、俺たちは人に甘い」

　笑う月時王に、皆がうなずく。

　違ちがいない。

　竜はいつでも、儚くかわいい人の言いなりなのだ。
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　巫かんなぎとして認めてもらえないのか──その紗さ良らの悩なやみは、思いがけない形で解決した。

　竜たちの命令で蓬ほう萊らい樹じゆの玉の枝を取りに行って以来、なぜかまた彼らの心の声が聞こえるようになったのだ。禊みそぎのためにしばらくのあいだ辰たつ弥み庁ちようにあずけていた白しろ烏がらす──紗良にのみ懐なついてた珍めずらかな瑞ずい鳥ちようの白しろ羽ばがやっと宮に戻もどってきたせいだろう。

　この白烏は、発見したときに穢けがれを帯びていたため、尾お羽ばねの一部が黒く変色していた。

　それを清めるべく白しろ長ながの督かみにあずけていたのだが、残念なことに尾羽の色はもとに戻らなかったようだ。穢れ自体はすでに残っておらず霊れい力りよくにも濁にごりは見られないので、これ以上の禊は不要との話。紗良は、白羽の霊力が自分になんらかの影えい響きようを及およぼし、その結果竜の心の声が伝わってくるようになったと信じている。

　──実際は、白烏の霊力は無関係。ひそかに飲まされた竜の涙の効力が作用しているのだが、その事実は紗良も、そして竜たち自身も知らぬことである。







「紗良、髪かみを梳とかして」

　昼ひる餉げののちのこと。膳ぜんを片づけていると、小こ瑠る王おうにつかまり、櫛くし箱ばこを押しつけられた。

　天気がよいので、紗良は南庭に面した廂ひさしに、楓かえでの散る蒔まき絵えの手箱に入った整せい髪はつ道具一式を移動させた。そこで小瑠王の髪を手入れする。油綿で艶つやを出し、丁てい寧ねいにくしけずる。

　整髪には魔ま除よけの意味がこめられており、これもある意味、ひとつの儀ぎ式しき。使う櫛にも順番がある。……といっても竜はまったく気にしていないが。

　しばらくして、どこぞへ出で掛かけていた三竜もふらふらと集まり、廂に円座を置いてくつろぎ始める。白羽は禊のために見知らぬ場所で何日もすごさねばならなかったことがかなりの苦痛になっていたらしく、紗良のそばを離はなれようとしない。いまも紗良の肩かたの上に、もふっと乗っている。あとで白羽の翼つばさも手入れしてあげよう。

「紗良、その烏からすに髪を食はまれていますよ」

　呆あきれたように言う小瑠王に、紗良は微笑ほほえみを返す。

　相変わらず四竜は紗良に血を渡してくれないし、このあいだの市で発生した異形の出しゆつ没ぼつや地面のゆれについても原因を説明してもらえない。

　知りたい気持ちは強いが、なんでかいつも機会を逃のがしてしまう。

　──いまの雰ふん囲い気きなら答えてくれそうな気もするけれど……。

　一方で穏おだやかな時間を壊こわしたくないという迷いもあり、結局言い出せないでいる。

　ただ、儀式の重要さはわかっているので、血の問題についてははやいうちに解決せねばならないだろう。このところは竜たちの忌いみ日が重なったのでどちらにせよ血をもらうことができなかったが、果たしてあとどの程度、期限の猶ゆう予よがあるのか。

　悩みは尽つきぬが──それでも紗良にとっては、四竜の平へい穏おんこそが最優先なのだ。

　──もう少し梨り乃のさんに相談してみよう。

　その上でどうするか決めればいい。そう自分を納なつ得とくさせて、整髪に集中する。

　事が起きたのは、仕上げの髪飾りをつけようと小瑠王の背後にまわり、露つゆ草くさ色の髪をすくったときだ。

　指先が小瑠王の首筋に触ふれたその直後──。

〈虐しいたげているつもりはないが、紗良にはまだそう思われているのだろうか〉

　突とつ然ぜん聞こえた悩ましげな独白に、紗良は驚おどろいて動きをとめた。

　──なんだって？

〈だいたい、紗良も悪い。奥ゆかしいにもほどがある。そばに置くことを許しているのだから、もっとせがんでいいのに〉

　だれの声だと紗良は一いつ瞬しゆん耳を疑った。きょろきょろしてあたりをうかがったが、廂に転がっている由ゆ衣い王おうや多た々た王おう、月つき時じ王おうは日差しが心地ここちよいのか、うとうとしており、悩ましげな様子はとくに見られない。となると、いまの声はやはり小瑠王？

　それでもにわかには信じられず、怖こわ々ごわと彼の横顔を覗のぞきこんでしまう。

「……なんです、不ぶ躾しつけな」

　小瑠王の、透すき通った青い瞳にいぶかしげな光が宿っている。

「えっ、あ、も、申し訳ありません……？」

　どういうことだ。

　幻げん聴ちよう？　内心うろたえつつもまた彼の髪を梳すく。その際、今度は耳じ朶だに指が触れた。

〈血がほしいと、かわいらしく、せがめ。ばか者〉

　聞こえた声に、紗良はこらえ切れず「え!?」と大声を上げた。

　びっくりしたように小瑠王が身をゆらす。

「先ほどからなんですか、奇き妙みような態度を取って」

「すっ、すみません！」

　紗良の大声に、蕩とろけそうな表情で微睡まどろんでいた三竜が目を覚ます。

　全員から怪け訝げんそうに見られたが紗良には取り繕つくろう余よ裕ゆうがない。

　わけがわからない！

　いまの声は小瑠王で間ま違ちがいないはずだ、なのに知らない振ふりをされている？

　めまぐるしく考えたあとで、あっと思い至る。

　──ああっ!?　これってもしかしてまた、竜の心の声が聞こえている!?

　鼓こ動どうが激しい。混乱しながらも紗良は手を動かし、小瑠王の髪を結ゆう。手のひらで持ち上げたとき、髪から甘い匂においがほのかに立ちのぼった。

　顔に出さないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだったためか、再度振り向いた小瑠王にぱっと手首を摑つかまれてもすぐには動けなかった。

「急に様子がおかしくなりましたが……本当にどうしたんです？」

〈まだ不調が続いているのか？　おかしいな、そんなはずは……。しかしあまり生気がないようだ〉

　声が二重に響ひびく。

　間違いない。またしても心の声が聞こえるようになっている。

「鈍にぶい娘むすめですね、黙だまっていないで返事をなさい。背を打たれたいのか」

　小瑠王が眉まゆをひそめて咎とがめるように急せかす。が──。

〈心の翳かげりが身を弱らせてしまっているのか？　俺たちが血を渡さないから？　そこまで追いつめるつもりはないんですけれど……、少し休ませようか〉

　なんと言っていいのか、険しい表情と心の声の落差がすごい。

「……私は大だい丈じよう夫ぶです、はい、なんともありません！」

　うっかり心の声のほうに反応してしまったため、支し離り滅めつ裂れつな言動に映ったようだ。小瑠王の眉み間けんの皺しわが深くなった。

「おまえは怯おびえずには話せないのですか？　慌あわただしげな振る舞まいが鬱うつ陶とうしい」

〈違う、そうじゃない。なお怯えさせてどうする〉

「気をつけます、竜りゆうの君」

　前のときもだが、竜の心の声を聞くとどうにもむず痒がゆい気持ちになってしまう。じたばたしたい衝しよう動どうを必死にこらえ、紗良はうつむいてきつく口を結んだ。

「それが気をつける者の態度ですか」

〈ああ、うつむいた。泣きそう？　困ったな……。どうあやせばいいんだろう。かわいがり方がわからない。……そうだ、確か、雉きじの血には気を落ち着かせる効力があると聞いたことが。狩かってきて、飲ませるか。百羽わくらいでいいか？〉

　──全然泣きそうじゃないですから。本当に平気ですから！

　紗良は色々と迸ほとばしりそうな思いを封ふうじこめる。つい「すみません……」と震ふるえ声で答えてしまったのは、決して怯えのせいではない。いや、本当に百羽分の雉を宮に運ばれたらどうしようという意味での怯えはあったが──しかし、事情のわからぬ小瑠王には紗良が単に彼への恐きよう怖ふで震えているとしか映らなかったらしい。

「なら、顔を上げないか」

　頰ほおを叩たたくかのような冷たい叱しつ責せきの声だが、本音は〈かわいいおまえを認めぬわけじゃない。なぜわからないんだ。……ええい面めん倒どうだな、もう共とも寝ねに持ちこんだほうがはやいんじゃないか？〉である。

　──なんですって!?

　反射的に仰のけ反って、小瑠王の手を振り払はらってしまった自分は悪くないと思う。

　肩の上の白羽が慌てたように翼をばたつかせた。

　小瑠王は呆気あつけに取られていたが、紗良に身を引かれたとわかり、怒いかりを覚えたらしい。

　やけに据すわった目になって膝ひざを寄せ、紗良の手首を摑み直す。くぇ、と白羽が戸と惑まどったような鳴き声を上げた。紗良は、恥はずかしさでぶるぶると震えた。

「らっ、藍らん桜おうの君、ちょっとそれはどうかと、いけません、そんなのいけないと思います、その、そういうのは！」

「なにを言っているのかわからない」

〈振り払われた……、逃にげられた……。そんなに俺が恐おそろしいのか〉

　手首を摑む指に力がこめられている。このままだと悶もん絶ぜつしかねない、どうすれば。

　本気で焦あせる紗良に、小瑠王がもっと身を寄せてくる。笑えみを浮うかべているがどこか硬かたい。悲ひ愴そう感がにじんでいる。

「俺には顔も見せたくないって？」

〈ここまで嫌いやがられているなら、もうなにをしたって同じじゃないだろうか。……閉じこめるか？〉

　──待って!!

「いい度胸ですね、おまえ」

〈爪つめの先まで霊れい力りよく漬づけにして正気を吹ふき飛ばすとか〉

　──なんで!?

「結局おまえも、調子のいいことを言って俺たちを疎うとんじているんですね」

〈あぁ……、いいなあ、霊力漬け。漬かり切ってしまえばもう俺の虜とりこだ。じわじわと紗良を作り替かえよう〉

　──じわじわ!?

「俺はそういう適当な言動って、許せないんですよね」

〈あとは、そうだ、どの部位を食べさせようかなあ……〉

　──部位とは!!

　戦せん慄りつが走った。まさかのあれか。腿もも肉にくの悪夢再来か。

　なにかを吹っ切ったような、すっきりした美しい表情を見せる小瑠王から目が離はなせない。

「お許しください、藍桜の君!!」

　紗良がこんなに追いつめられているというのに、肩かたの上の白羽は吞気のんきに人の髪かみをつついて遊び始めている。どういうことなのか。

「さ、紗良は藍桜の君の麗うるわしさを長く見つめていられぬだけなのです、どうか誤解なさらないで」

「ふぅーん？」

〈噓うそ臭くさい。信じない〉

「信じて！　くださいまし!!」

　こんなにたおやかな見た目なのに、なんて恐ろしい竜だ。

「小瑠、やめろ。紗良をあまり脅おどかすな」

　近づいてきた由衣王が紗良の手首から小瑠王の指を引き剝はがす。……小瑠王から離れられたのは嬉うれしいが、今度は由衣王に触ふれられている。当然、彼の心の声もなだれこんでくる。

「これに死なれては困るだろうが」

〈かわいそうに。震えている。小瑠のやつ、泣かせる気か？〉

　……優やさしい。冷れい酷こくそのものの表情とは裏腹に！

「代わりの冶や古こはいないのだぞ」

〈……？　俺を見てほっとしている？　なんだ、その愛うい反応は〉

　紗良は自分がいま、別の意味でひどい顔になっている自覚があった。悶もだえ転がりたい。

「死なせるほど責めませんよ」

　むっとする小瑠王に、由衣王が蔑さげすむような眼まな差ざしを向ける。

「加減を知らぬくせに」

〈兎うさぎを狩るのとはわけが違ちがうというのに。綿毛のように儚はかない娘なんだぞ〉

　綿毛。どんな比ひ較かくだ。

　紗良は死に物もの狂ぐるいで唇くちびるを嚙かみしめた。嚙みしめすぎて、涙なみだが出てきた。

「紗良もいい加減、ちょっとしたことで臆おくするのはよせ──その目つきは何事だ」

〈……!?　泣いている？　なぜだ？　ほっとしていた顔は幻まぼろしか？　俺にも怯えているというのか。最近は懐なつきかけていたのに、噓だろう？〉

　由衣王も厳しい表情と心の声の差が凄すさまじい。

「は、はい、私……、私はちっとも怯えてなんか……、竜の方々の慈じ悲ひには、心から敬服しており……」

　自分でもなにを言っているかわからなくなってきた。竜たちに振り回されっ放しだ。

「そう苦しげに世辞を言われても腹が立つ」

〈健けな気げさが胸にくるが、いったいいま、なにがそれほど紗良を震えさせているんだ？　さっぱりわからぬ。そんなに俺の物言いは辛しん辣らつなのか？〉

　紗良は顎あごがしわしわになるほど、きゅっと奥歯に力を入れた。

「いちいち嘆なげくな」

〈……変な顔だぞ。かわいい〉

　耐たえられない！　せめてこの場に梨乃がいてくれたら、状じよう況きようを読んでさりげなく助け船を出してくれただろうに。

　だが救い主はいま、ここにいない。

　──そろそろ私、このむずむずした気持ちを噴ふん出しゆつさせてしまいそうだ……！

　見かねた多々王と月時王までが近づいてきて、なんやかんやと紗良を罵ののしりつつも頰を撫なでたり額に触れたりする。……そのたび、心の声に悶えさせられた。ある意味、責め苦の時間だった。彼らは口々に「楽に死ねると思うな」というような暴言を吐はき出して冷れい笑しようするが、心は〈大変だ。甘やかさねば〉だ。どれだけこじらせたらこうなるのか。

　──もうこれなら杖じよう刑けいとか鞭むち打うちされたほうが楽なんですけど！

　精神的責め苦から解放されたのは、救い主の梨乃が現れたあと。

　紗良は息も絶え絶えの状態で自身の室へやに戻もどった。

　少しのあいだ、白羽を抱だきしめてぐったりと横になる。だが眠ねむいわけじゃない。

　思い浮かぶのは竜たちのことばかり。

　──竜は、あんなに人を恋こいしがる。

　心の声を聞いたおかげで、紗良に対する彼らの本音がわかった。巫かんなぎに叙じよされたことを拒きよ絶ぜつしてはいない。むしろ、思いのほか好意的に受け入れているようだった。

　けれども、少しだけ複雑な気分になる。

　──これまで仕えてきた冶古のように逃げ出さないから、彼らは私に固こ執しゆうする。

『紗良』という個の存在に固執しているわけじゃないのだ。

　仮にだが、紗良のように竜りゆうを恐れず、逃げる素そ振ぶりも見せない従順な冶古が現れたら彼らはどうするのか。

　──喜んで受け入れる気がする。

　嫌がらせにもなっていない嫌みを言いながら、その冶古を精せい一いつ杯ぱいかわいがるのではないか。指ゆび環わを渡わたしたり、危機が迫せまったときには駆かけつけてくれたり、花めぐりにつき合ってくれたり。この世でもっとも貴い宝のように冶古を慈いつくしむんじゃないだろうか。

　その想像は、思いがけないほど鋭するどく紗良の胸を刺さす。

　いまの自分は他者よりも竜に大事にされていると思う。そうした自覚は多少なりともある。新たな冶古を迎むかえたって、用済みとばかりに紗良を追放するような心ない真似まねはしないだろうというのもわかる。たぶん、その冶古ともども平等に大切にしてくれる。

　だから大多数の者よりは特別なままだ。

　──でも唯ゆい一いつじゃない。

　特別な冶古の中の一人、という立ち位置になる。

　いまは紗良しかいないから必然的に唯一の位置に立っているというだけだ。

　なぜそれが寂さびしく感じるのだろう。

　竜を愛する人間が一人でも増えてくれるのなら、喜ぶべきなのに。

　──私はただ特別なだけじゃ満足できないのか。

　特別以上のなにを望むのか。いくらなんでもそこまで欲よく張ばるのは。

　逆に、自分は竜をどう思っているのかについてもあらためて悩なやんでしまう。

　彼らは紗良にとって特別な存在だ。敬愛している。恩を感じている。大事にしたい。どんな話にも耳を傾かたむけたい。悲しませたくない。

　じゃあ、唯一なのか？

　……四竜のうち、だれを？

　無意識のようにそこまで考え、慌あわてて自分の心に蓋ふたをする。

　ばかな悩みだ。だれが唯一とか、考える必要などない。

　彼ら全員、命を捧ささげることも厭いとわぬほど大事な相手なのだから。

　それでじゅうぶんなはずだ。







　その日、夕ゆう餉げの後。

　昼の対話でなにやら悶もん々もんと思いつめたらしく、竜たちがとうとう紗良に血を渡してくれた。これを、禍わざわいを転じて福と……と喜んでいいのか、とても悩ましいところだ。
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　血と言っても液状のままで差し出されたわけではない。

　──宝玉みたい。

　形は、赤あか珊さん瑚ご以上に濃のう厚こうな色を持つ小こ振ぶりの赤玉だ。四竜それぞれがくれたので、全部で四玉ある。竜たちは血の玉を、白羽に持たせて督かみのもとまで運ばせるようにと命じた。

　紗良が直接督へとどけに行くのは許可できないらしい。

　宵よい霧ぎりの宮みやで働く女たちは皆みな、督が生み出した式だ。白羽よりも彼女らに渡したほうが確実じゃないかと思うし、そもそもなんらかの儀ぎ式しきを執とり行う必要があるんじゃないかとも思うのだが、どうも花めぐりの一件以来、竜たちは少々疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られている様子。

　そこまで竜たちが督を警けい戒かいするなら、余計なことを言うつもりはない。

　寝しん殿でんで赤玉を受け取ったのち、紗良は白羽に運ばせるための準備をすべく、西の対に与あたえられた室に戻った。準備といっても単に玉を布につつむ程度だが。

　むしろ問題は、紗良の肩かたに張りついて離はなれようとしない白羽にどう協力してもらうかだ。

「……？」

　しかし、室に入り、灯とう蓋がいに火をつけたあとで、紗良は目を見張った。

　文ふ台だいの上に自分の物ではない銅鏡が置かれている。

　貴重な品だとひと目でわかる。蓮はすの形をしていて、水面みなものように澄すんでいる。

　紗良は首を傾かしげながら文台に近づいた。

　時々、竜たちが気まぐれに日常の細こま々ごまとした物を紗良の部屋に置いていくことがある。不要な物だから処分しろ、と口では言うが、実際は、匂におい袋ぶくろひとつ持っていなかった紗良への贈おくり物なのだ。この鏡ももしかしてそういう物のひとつだろうか。

　だが鏡面を覗のぞきこんだ瞬しゆん間かん、違うと気づく。鏡の中にいたのは自分ではなく理知的な顔立ちをした細身の少年──辰弥庁の長おさたる白長督だった。

「王たちに気づかれぬよう、西の中門へ」

　鏡の彼は表情を変えずに早口で告げると、余よ韻いんを残さずすっと消えた。

　紗良は呆気あつけに取られ、目を瞬まばたかせた。

　鏡は、すでに紗良自身の姿を映している。一いつ瞬しゆん前の出来事など幻であったかのように。

「どうしようか……」

　紗良は、肩の上の白羽を撫でつつしばらく考えこんだ。

　もしもこれがほかの貴人の誘さそいであったなら、悩むまでもなくすぐさま竜に報告しただろう。けれど辰弥庁の督となると、話は別だ。彼は、竜のためにならぬことはまずしない。

　花めぐりのときの騒そう動どうでも、なんだかんだで四竜が式の女によう房ぼうを許したのだって、白長督の誠実さを買っているからだ。きっと信しん頼らいもしている。

　そうとわかっていても……やはりこれは従えない。

　従ってはならぬ話だろう。紗良は、辰弥庁に属する冶古とは違ちがう。竜の神か奴め冶や古こであり巫だ。竜の言葉、意思、あるいは望みをないがしろにはできない。かと言ってこの接せつ触しよくを正直に竜に知らせれば、督が罰ばつせられるかもしれない。それもまた忍しのびない。

　──ここはやっぱり梨乃さんを頼たよろう。

　映し出されていたのは督だし、この部屋に鏡を置いたのも彼に命じられた式で間ま違ちがいないと思うが、万が一ということもある。竜たちが気づく前に梨乃に相談し、意見を聞きたい。

　すぐに行動したほうがいい。そう思って鏡を手に取り、梨乃の部屋へ行こうとしたときだ。

「──!?」

　なにかがいきなり手首に巻きついた。

　啞あ然ぜんと見やれば、鏡から白い腕うでが伸のびていて、自分の手首を強く摑つかんでいる。

　悲鳴を上げる間もない。紗良はその手に引っぱられ、肩に乗っている白羽ともども鏡の中へと引きずりこまれた。
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　ふっと瞼まぶたを開いたときには、紗良は不可思議な十二角形の部屋にいた。

　それぞれの乳白色の土つち壁かべには十二支の画えが墨すみで大だい胆たんに描えがかれている。いまにも動き出しそうな躍やく動どう感のある画だ。

　床ゆかは板いた敷じきで、窓もなく、出入り口すら存在しない。不規則に交差する天てん井じようの梁はりには、いくつもの提ちよう灯ちんが吊つり下げられており、そのすべてに『門』という字が大きく、太く記されている。

　部屋の中央には、白い上うわ衣ぎぬを着用した白長督が端たん然ぜんと座っていた。袴はかまは錆さび色いろ。胸に、玉の首くび飾かざりを下げている。前まえ髪がみを上げ、額には蓮の形の花か鈿でんを入れていた。

　彼の後ろにはやはり督と同様に白の上衣を着こんだ辰弥大たい輔ふの広ひろ杜もり、赤い布で目元を覆おおった白しら拍びよう子し姿の女が四人控ひかえていた。督のほかは皆、立っている。彼らの横には漆うるし塗ぬりの、脚あしの長い台座があり、その上に小型の香こう炉ろらしき物がいくつか置かれていた。

　紗良は彼らの向かいにへたりこんでいるような体勢だ。

　大輔の広杜とは幾いく度どか顔を合わせたことがある。小こ柄がらで、冷静沈ちん着ちやくな初老の男だ。

　四竜は意外とこの物静かな広杜に頭が上がらない。督かみが相手なら遠えん慮りよなくぽんぽん皮肉を言うのに、広杜のときは妙みように鯱しやちほこ張ばって話をするのだ。

「まずは、強ごう引いんにこちらへお連れしたことをお詫わび申し上げる」

　最初に口を開いたのは白長督だ。瞬きをしていなかったら、人によく似た作り物のように見えたかもしれない。

「ここはいったい……？」

　紗良の問いに、白長督は調子を変えずに淡たん々たんと答える。

「辰弥庁内の、占せんの室へやです」

「辰弥庁？　……大だい内だい裏りということですか!?」

　榔ろう月げつ府ふの中心部たる図と京きようには榔ろう帝ていの御ご所しよや十二庁が存在する。政まつりごとの要かなめとなるべき場所だ。

　紗良はあらためて愕がく然ぜんとした。

　ほんの一瞬前までは図京の西の果てにある宵霧宮にいたはずなのに。

「術式にて、あなたをこちらへお呼びしました。瑞ずい鳥ちようたる白しろ烏がらすの羽の力を借りています」

　督の返事に、紗良は身を強こわ張ばらせた。肩にくっついている白羽に手をやる。どうやら禊みそぎ目的でこちらに白羽をあずけた際、羽を取られたようだ。

　宵霧宮に戻もどってきて以来、白羽の人見知りが再発していると思っていたら、そんな目に遭あっていたのか。

　──信じていたのに……。

　白羽を辰弥庁にあずけることに関しては四竜りゆうも賛成した。穢けがれを祓はらうなら早めにそうしたほうがいいと諭さとされ、紗良も納なつ得とくしたのだ。

「このような真似まねをすればあなたが疑心を募つのらせるだろうということはわかっています。できる限り穏おん便びんに事を進めたかったのですが、王たちがあなたとの対話をいっこうに認めてくださらぬ。私としても不本意だが強引な手段を取るよりほかにありませんでした」

　……事情はわかるが、一度芽生えた警戒心はすぐには消えない。

「竜の方々は、きっとすぐに私の不在に気づきます。花めぐりのときは見み逃のがしてくれましたが、今回はどうなるか」

　脅おどすつもりはない。しかし、伝えておかねば惨さん事じを招く。

「督の事情を必ずしも忖そん度たくしてくれるとは限りません」

「ええ、竜の逆げき[image: 鱗]りんに触ふれる覚かく悟ごであなたをお招きしたのだ」

　予想していた忠告だったのか、白長督は冷静に答える。それに紗良が言い返す前に、彼はちらりと、背後に控えている広杜たちへ視線を投げた。

　広杜は小さくうなずくと、台座から香炉をひとつ手に取った。釣つり香炉であったらしく、それを手に提さげて、土壁に墨で描かれた子ねの画──鼠ねずみの画のほうへ静かな足取りで近づく。広杜のあとに白拍子たちも粛しゆく々しゆくと続いた。

　彼らが壁の前で立ち止まると、そこに力強い筆ひつ触しよくで描かれている鼠がまるで生きているかのように動き始めた。尾おをゆらし、鼻をひくつかせて端はしに寄る。鼠が避よけた後ろには蓮の形をした大きな鏡の図が描かれている。広杜たちは、その鏡に向かってさらに進んだ。土壁は、布と化したようにやわらかく彼らを受け入れた。彼らは大きな鏡の中へ姿を消した。

「えっ……っ、これは扉とびらなんですか？　でも、大輔のお姿までが画のように変わって──」

「案じる必要はありませんよ。広杜らに時間稼かせぎをしてもらうため、宵よい霧ぎりの宮みやへと向かわせたのです」

「……督かみはなぜ、私を占うらないの室に？」

「竜の血を受け取りましたね？」

　宮仕えの式から知らせを受けたのだろう、紗良はそう推測した。確かに竜の玉はいま、紗良の懐ふところに入っている。

「想像がつきますが、王たちは瑞鳥にその玉を運ばせるよう命じたのでは？」

「……はい」

　白長督が顎あごに手を置いて、小さく溜ため息いきをつく。

「困った方々だ」

　竜が紗良を隠かくし続けていることを咎とがめたのか、それとも単に自由気ままな性さがを嘆なげいているのか。両方かもしれない。

「梨乃あたりから、斎さい花かのお役目については聞いておられるな？」

　督は気を取り直したように問うと、紗良をひたりと見み据すえた。

「このところ、榔月府では予期せぬ地鳴りや震しん動どうが増えています。空の加護の力──榔月府を支える浮ふ力りよくが急速に衰おとろえ始めているのです。ぜひあなたの力をお借りしたい。本当なら、四王やあなたの気持ちが落ち着くまでお待ちしたかったが……」

　紗良は、複雑な感情を抱いだく。辰弥庁には紗良よりもよっぽど優ゆう秀しゆうで頼りになる巫かんなぎたちがたくさん仕えている。それでも紗良を引っぱり出した。竜の巫、その一点のみの理由で。

「儀ぎの本質を学ばずともかまいません。肝かん要ようなのは空界が認めたか否いなかですので」

「……私はなにをすればいいんでしょうか？」

「榔月府を宙に留とどめる力、それを秘ひめた大た為い葉はの復活をお頼たのみしたい」

　予想はついていたが、紗良は返答に迷った。

「王たちを説得する猶ゆう予よがもはや残されていないのです。地が震動するたび異形がわき出る。いまはさほど被ひ害がいが出ていないが、それもすぐに拡大するでしょう。もしも人命が失われるような事態になれば、対策を怠おこたったとして榔帝に非難の矛ほこ先さきが向けられます」

　結局我らが動かねば竜の負担が増えるばかりです、と督は続ける。

　そうかもしれない。異形の増加で図京の陰おん陽みよう師じたちの手に負えなくなれば、竜も討とう伐ばつに駆かり出される。

「榔月府はあなたにとって親しみのある地ではないでしょう。否定的な思いを抱かれるのは当然だが、しかし、王たちが二百年以上も守り通してきた地でもあります。どうか協力を」

　紗良が断れないような頼み方をするあたり、さすがだと思う。

　あと一押しと判断したのか、紗良を見据える督の瞳ひとみが強さを増す。

「いまは、四王に官かん吏りの批判が集まりつつあります」

「なぜですか」

　思うつぼだろうが、つい問い返してしまう。

「これまで斎花には身分の高い姫ひめ君ぎみの叙じよ任にんが慣例となっていました。高貴なる娘むすめたちが『本物』であるかどうかはさして問題ではなかった。けれども、位を持たぬ『本物』のあなたが現れた。四王はあなたに固こ執しゆうし、外へ出さぬ。あなたを守るために。それはお気づきか？」

「……はい」

「このままでは取り返しがつかぬほどに竜と官吏らの関係が悪化します。見過ごしていい話ではない。榔月府、ひいては国の寿じゆ命みようを延ばすため、栄えい華がの世を維い持じするためなら、私は竜の怒いかりも甘んじて受けるつもりです」

　紗良は困こん惑わくする。これだから、督には困る。私利私し欲よくで動いていない。

　あくまでも竜と国のために行動を起こす。

　それにしても、と紗良はいぶかしむ。

　長きにわたって四竜が守り通してきた榔月府。もっと歴史を遡さかのぼれば、どれほど神々の恩おん恵けいを受けてきたことか。だというのに──たかが『斎花』一人の選出が思い通りにいかなかった程度で、人は竜をなじるのか？

　山月府生まれの紗良にはそのあたりの感覚がよくわからない。ひょっとするといま抱いている違い和わ感かんは、榔月府出身の人々からすると傲ごう慢まんに映るのかもしれない。

　が、どうしてもこのように思ってしまう。空界の使いである竜を意のままに動かそうとする彼らの意識こそ凄すさまじいのでは？

　──でも、突つきつめて考えれば斎花っていう存在が、竜をかしずかせるための最大の枷かせか……。

　人って本当に凄まじい。その凄まじさを竜は許している。……なら、いいのか？

「時間や特とく殊しゆな技術を要する儀ではありません。多少の作法はあれどもそんなもの、人が威い儀ぎを整えるために作ったものだ、省略してかまわない。あなたが大為葉を復活させるあいだ、大輔広杜が竜を抑おさえる。もしも竜が、あなたのことさえ許さず非道に及およぶというのなら、命を賭として私が盾たてとなりましょう」

　白長督が静かににじり寄り、紗良の手を恭うやうやしい仕草で取る。

　思いも寄らぬ宣言に、本気で驚おどろかされる。というのも──彼が先ほど指し摘てきした通り、自分は身分ある姫君じゃない。いまは竜の斎花となったので、もしかしたら知らぬあいだに位階を授さずけられているのかもしれないが、その点についてはだれにも教えてもらっていないし、紗良自身どうでもいいと思っていることだ。けれども天上人の督は身分を軽かろんじる人間ではない。

　長おさの立場なら位階の有う無むがどれほど重要か、当然わかっている。紗良の意識がどうだろうと……もとはただの冶や古こにすぎなかろうと気軽に触れたりしない。

　里人は、榔月府の者にとって使い捨ての道具であり、雑草だ。単なる偏へん見けんの一言で片づけられぬその認にん識しきは、督の中にも少なからずある。その上での誓ちかいだ。

　つまり督は、本気で紗良のために命を捨てる、という決意をわかりやすく示した。

　なら、想像する以上に榔月府は危険な状態にあるんじゃないか。

　ここでようやくそれを理解する。恐おそろしいのは、その深刻さをだれにも悟さとらせずにきた督たちだ。いったいどの程度の天上人が事態を正確に把は握あくしているんだろう。

　もっと恐ろしいのは天てん都との危機が見えていただろうに、平然と紗良に目め隠かくしをし続けた四竜りゆうの胆たん力りよくか。最悪、榔月府が墜つい落らくしようとも、竜の命にはなんら問題がないからだろうけれど……、とぼんやり考えて、紗良は目を剝むく。

　とんでもない事実に気づいた。というか、行き当たった。

　──まさか、私の平へい穏おんと都の安あん寧ねいを秤はかりにかけた？　その上で竜は私を選んだ？

　ぶわっと全身に汗あせがにじむ。

　紗良の動どう揺ようを、白長督が検分でもするかのように瞬まばたきもせずに見つめる。

「正しく悟ってもらえたようでなによりです」

　督が感情を排はいした声で言う。

「だからこそ、少しでもいい、あなたには私たちに振ふり向いてほしい。そうすれば竜も振り向く」

「で、ですが」

「竜は人を慈いつくしむ。先ほどお話ししたように、いまの竜は二百年以上も都を守り抜ぬいてきた。ですから、むろんこの国を大事には思っているでしょう。しかし、ほかに優先すべきものができれば話は別だ。人が他者に対して抱く情と変わらないでしょうが、彼らの場合は身に抱かかえている力が途と方ほうもない」

「……私が榔月府に現れないほうがよかった？」

　思わず尋たずねると、督は一いつ瞬しゆん虚きよを突かれたような顔を見せた。

　珍めずらしくその表情は、彼を幼げに見せた。

「そうですね。本音を言えば、赤せつ虎こが鳴く前に死んでほしかった。殺してしまいたかった。けれども私も、竜たち自身もまさかこんな状況になるとは思いもしない。だからだれもが予期せぬ事態を迎むかえて戸と惑まどっている。まったくわからぬものです、本当にわからぬものです」

　真正面から目を合わせて、死んでほしかったと返答され、紗良は言葉を失う。

「いえ、いいのです。あなたは我らの事情、国の裏側など深く知る必要はない。知ってはいけない。知ち恵えをつけるほどにあなたは危機に追いこまれるでしょう。ひいては、都が危あやうくなる。あなたを追いつめた者は、今度は竜に追いつめられるのだ」

「督は、……国と民たみを守るために綱つな渡わたりをしているんですね」

　紗良は無意識にそう返した。白長督……辰たつ弥み庁ちようは、紗良を隠すという竜の独断的な行動をぎりぎりまで黙もく認にんした。紗良に野心の芽生えにつながるような、余計な知識を増やしてほしくないためだ。竜はともかく、紗良は人で、当然ながら欲よくを持つ。仮に紗良が持たずとも、欲を持った人間がにじり寄る。それは好ましくない状態だ。

　だから、適度に竜に優やさしく、甘く隠かくされて、必要なときには必要なぶんだけ力を貸せ。

　そういうことなんじゃないか、と紗良は思った。

　竜も人々も紗良も、少しずつなにかを我が慢まんする。それで平穏が保たれる。

　──竜のためになるのなら。

　決断は難しくない。

　紗良は、そっと督かみの手を離はなした。

「血を渡わたしてくださったということは、竜の方々はきっとこの状じよう況きようが訪おとずれるって予想していたと思うんです」

「……ええ」

「私がその、大為葉の典に関かかわるだろうと、竜の方々はどこかで認めていたというか……。でもあまり目を離したくないから、言ってみれば、出し渋しぶるような態度を取っていたんじゃないかって」

　言葉を選ぶ紗良に、督が苦く笑しようする。

「はっきりおっしゃってかまいませんよ。あなたを天上人らの駒こまにはさせぬと言外に表明していたんでしょう」

　この場合、竜が上うわ手てか、それとも督を上手というべきか。花めぐりのときからひそかに駆かけ引きをしていたのだとわかる。

　紗良はやはり、微び妙みような気持ちになる。

　自分が単純すぎるせいか、なぜそんな回りくどい真似まねをするのかと不思議でならない。口で直接「儀ぎ式しきには協力するけれど普ふ段だんは関わらない」と伝えるだけではだめなのか。

　──そんな簡単な話ならだれも悩なやまないか……。

　両府の差異をことあるごとに感じてしまう。どちらの地に平和があるかと言えば間ま違ちがいなく竜の守りの強い榔月府だ。でも平和であるほうが、人の心はより複雑になるらしい。その複雑さは、たびたび争いの種になる。

「督、私がすべきことは具体的になんでしょうか？」

　とりあえず気持ちを切り替かえて尋ねると、白長督はほっとしたように表情をやわらげた。

「王の不興を買いたくはありませんので、宮中でのあなたの正式なお披ひ露ろ目めはあきらめます。この点に関しては運がいいと言えるのか、榔ろう帝ていは政まつりごとに関心をお持ちではないので、どうとでもなるでしょう。官吏への説得は……どうせなにをしても不平の雨はやまぬのだから代わりの餌えさでも見つけておくか」

　この方って見かけによらずけっこうひどいことを言うなあ、と紗良は内心おののく。

　話をするうちにだんだんわかってきたけれど、督はきっと、身の丈たけ以上の欲を抱いだく人間が大だい嫌きらいで、同時に、欲も才も持たず諾だく々だくと生きる者も目にとめる価値はないと切り捨てている。

「説明は移動しながら。ではさっそく行きましょうか」

　途と中ちゆうで気を変えられたら困るとでも思ったのか、白長督はかすかに衣きぬ擦ずれの音を立てて身を起こした。紗良も、肩かたの上の白羽が落ちないよう片手で押さえ、立ち上がる。

「どちらに向かうのですか？」

「織しき部ぶ庁ちようです。どういうところかはご存じか？」

「宮中の祭事を司つかさどるところですよね？」

「その通りです。竜を中心とする行事以外のすべての式典を取り仕切る」

「大為葉の典は、辰弥庁の管かん轄かつではない？」

「どうお答えすべきか。表向きは織部、実質的には我ら辰弥庁が指揮を執とることになりますね。そもそも大為葉の典は公おおやけの神事ではなく、秘ひ儀ぎに属する。むろん国政を担になう一部の要人は知っていますが、基本的には我ら二庁の判断で行われますよ」

　……よくわからないが、それぞれの庁で利害だったり実権の所在についてだったりとややこしい問題が色々あるんだろう。

　闇やみの深そうな政情に突っこむのはやめておき、おとなしく白長督に従うことにする。

　彼は先ほどの広杜のように釣つり香こう炉ろをひとつ手に取ると、土つち壁かべの画へ近づいた。広杜らのときは鼠ねずみだったが、今度は丑うし……牛の画だ。

　白長督が土壁の前に立ち、軽く釣り香炉をゆらす。紗良は横目でその動きをうかがった。

　──なんの匂においもしないし煙けむりも出ていないけれど……。

　しかし、画の中の牛は香炉から漂ただよう匂いに反応したという様子で億おつ劫くうそうに身を起こし、脇わきに避よけた。その大きな胴どう体たいの背後にはやはり鏡の図が隠されている。白長督が優ゆう雅がに紗良の手を取り、壁の鏡へと突つき進む。

　紗良は一いつ瞬しゆん、目を閉じた。なんらかの術で通り抜けできるのだろうとわかっていても、壁にどかっとぶつかるのではないかという恐れを拭ぬぐい切れない。

　しかし、薄うす布ぬのの帳とばりをくぐったような感覚ののち、瞼まぶたをこじ開けてみれば、そこにはすでに違ちがう景色が広がっていた。

　宮の屋や敷しきとは異なる長い通路が目の前にある。奥のほうは不自然な薄うす闇やみにつつまれており、どうなっているのか窺うかがい知れない。

「ここが織部庁ですか？」

　白長督は答えず、困こん惑わくする紗良の手を引っぱりながらずんずんと歩き始める。彼の反対側の手には釣り香炉がある。

「先ほどの室へやは、十二宮の間と呼ばれています。各庁に通じる秘密の間です。あれが辰弥庁に設けられていることは、内ない緒しよですよ？」

　振り向いた白長督の言葉に、紗良は微笑ほほえむ。内緒という響ひびきがなんだかかわいらしい。

「変わった通路ですね」

　通路の左右にはずらっと格こう子し戸どが並んでおり、すべてぴっちりと閉まっている。格子の隙すき間まからぼんやりと明かりが漏もれているので通路は真っ暗ではない。だが格子の向こうにどんな部屋があるのかはまったくわからなかった。よく見ると、格子戸には一枚おきに、大きく文字が書かれている。たとえば、『款かんの司つかさ』、『算さんの司つかさ』など。なんの部屋なのかは不明だ。

「この廊にある戸は織部庁のすべての間に通じているんですよ」

「へえ……」

　とは答えたが、謎なぞの構造だ。いや、構造は関係なく、術でつないでいるということか？

「だれかと密談したいときに使われる秘ひめられし廊です。他者の目を気にせず会える」

「……私、このことはどなたにも話したりしませんから」

　これは聞いちゃだめなやつだ、と紗良は内心震ふるえた。

「ああ、ここだ」と白長督が足をとめたのは、『蜜みちの司つかさ』と書かれた格子戸の前だ。

「織部の者は下の女によ官かんから卿までだれも彼もが高こう慢まんだが、いまから会うのは比ひ較かく的てきまともに話ができる男です」

「……は、はあ」

「織部大たい輔ふ兼かね良よし、大だい丞じよう綾あや紀のりという者たちなのですが……」と督はなぜか言いよどみ、一瞬険しい目をする。

「大輔はともかくも、大丞は……、この者の言動に腹が立ったときは、気にせずひっぱたいてかまいませぬ」

「はい？」

　どういう意味だと尋たずねる前に、白長督がさっさと格子戸を開けてしまう。左右に滑すべらせて開閉する格子戸だ。

　そこは、三方向に大きな屛びよう風ぶが置かれた板いた敷じきの部屋だった。それぞれに松と梅と霞かすみが描えがかれている。ほかに調度品は置かれておらず、殺風景と言えば殺風景。

　中央に、円座に腰こしかけた二人の男がいる。どちらも冠かんむりに直衣のうし姿だが、一人は四十代、もう一人は二十代か。……なんとなくだが、白長督がひっぱたいていいと言ったのは、二十代の貴人のほうじゃないだろうか。健康的な雰ふん囲い気きの色男で、にやにやとおもしろそうにこちらを見ている。四十代の貴人は生き真ま面じ目めな印象だ。

「あははは、おまえが竜りゆうを惑まどわせた冶や古こか！　寝ね取とりたい！」

　色男が笑いながら腰を浮うかせて紗良に近づこうとした瞬しゆん間かん、もう一人の貴人もさっと身を乗り出し、閉じた扇せん子すで彼の後頭部を叩たたいた。すぱんっといい音が響く。

　紗良は硬こう直ちよくした。いま、なにが起きた……。

「痛い！　兼良様ひどいな!?」

　叩かれた色男──大丞綾紀で間違いない──が頭を押さえながらもう一人の貴人を勢いよく振ふり向く。

「……すまない、辰たつ弥みの伯はく。万が一のときはこれを捨て駒ごまにできると思って連れてきたのだが、誤った判断だったか」

　生真面目なほうの貴人──兼良がやや疲ひ労ろうの漂う口調で言った。それに綾紀が涙なみだ目めで返す。

「本当ひどいな!!　そんな俺を心の底ではかわいがっているくせに！」

「……」

　白長督は彼らに返事をしなかったが、香炉の紐ひもを柱の突とつ起きに引っかけると、さりげなく紗良を庇かばうように前に出た。

　なんというか、たったこれだけのやりとりで彼らの関係……性格や役割などの諸もろ々もろが摑つかめた気がする。

「こんな粗そ忽こつ者でもいざというときは、なにかしら役に立つかもしれない。口も、それなりには固いはずだ」

「言葉の端はし々ばしににじみ出る不信感はなんだろうな！　兼良様はもっと俺を信じよう！」

「女好きで軽けい薄はくだが、このどうしようもない自じ堕だ落らくさが人の目を眩くらませる武器にもなろうかと。とにかく女と見れば誘さそう男だ。それだけは迷わず断言できる」

「そこは自信を持つところじゃないなあ！」

　この会話のあいだに、白長督が二度も小さく舌打ちした。……どれだけ綾紀のことが嫌きらいなんだろうか。いや、督かみに二度も舌打ちさせる綾紀がすごいのか。

「……斎さいの方、あなたもお座りください」

　白長督はあからさまに綾紀から顔を背そむけて、円座に腰をおろすよう紗良にうながす。言われた通り二人の横に置かれていた円座に座ると、遅おくれて督も袴はかまの裾すそを整え、隣となりに落ち着いた。

「それで、そちらの女性がまことに竜の掌しよう中ちゆうの珠たまなのだな？」

　表情を引きしめた兼良の眼まな差ざしが紗良を捉とらえる。

　視線がまじわり、紗良は少しどきりとした。兼良は、大輔の広杜とどことなく雰囲気が似ている。思し慮りよ深く、容易に感情を摑ませない印象だ。顔の造作は彼のほうが派手だろうか。背は高めで体格がよい。眉まゆが太く、目もぐりっと大きい。

「へええ、本当に瑞ずい鳥ちように懐なつかれているんだな」

　綾紀がふたたび身を乗り出して、紗良の肩に乗っている白羽を凝ぎよう視しする。彼が口を開くたびに白長督の気配がぴりっととげとげしくなる。

　紗良は、綾紀を興味深い男だと感じた。女好きとの紹しよう介かいだが、目つきは至って冷静だ。

　山月府で暮らしていたとき、女によ人にんを誑たぶらかしてうまく儲もうける色男を見かけたことがある。そういった人間特有の酷こく薄はくさが弧こを描く唇くちびるににじんでいる。

　──って詐さ欺ぎ師しと同列に考えるのは失礼か……。

「うん、本物の瑞鳥だな。それに冶古の身からもそこらの巫かんなぎとは違う澄すみ切った霊れい気きを感じる。空界に属するものの霊気だ。赤虎に認められた娘むすめで間ま違ちがいない。おまけに、強い竜気も感じるな」

　綾紀が自分の唇を指先で撫なでながら薄く笑う。

　彼の視線はあらゆる情報を読み取ろうとしているかのように、紗良の輪りん郭かくを念入りに辿たどっている。そう感じてしまったせいで無防備に裸はだかを晒さらしているような気分に陥おちいり、紗良は居い心地ごこちが悪くなった。

「大輔、納なつ得とくされたのなら、はやく斎さい花かを五い百お重えの社へ連れていきたい。竜りゆう王おうの勘かん気きに触ふれるので長くはこちらにとどめておけぬ。それに、官かん吏りの目にとまればほかの庁にまで話が広がってしまう。そうなれば秘ひ儀ぎにすら干かん渉しようしたがる者が現れかねない──異例の斎花には補ほ佐さが必要だと強調してだ」

　白長督が嫌いやそうな態度で兼良に告げる。綾紀ではなく、あくまでも兼良に。

「伯、そこまで俺のことを無視せずとも！　一度、女めの童わらわと間違ったくらいで、心が狭せまいな！」

　情けない表情を浮かべた綾紀を、白長督は徹てつ底てい的に無視する。深い怒いかりをひしひしと感じる。あぁそういう理由で……、と紗良はひそかに納得した。

「隣の部屋に白衣を用意している。まずはそちらに着き替がえていただく」

　という兼良の言葉に、白長督が首を横に振る。

「必要ない。斎花が召めされる衣ころもはすべて辰弥庁で手配し、浄じよう化かしている」

　そうなの？　と紗良は内心驚おどろいたが、表情に出さぬようつとめた。

　自分が浅せん慮りよな振る舞まいをすれば辰弥庁、ひいては竜が侮あなどられる恐おそれがある。

「しかし」と渋しぶる兼良に、白長督は強きよう硬こうな態度を見せる。

「内々ですませる秘儀だ、ここで手間取るほうが愚おろかしい」

「いや、そうもいかないと思うなあ」

　綾紀が口を挟はさむ。彼に視線が集中した。

「織部と辰弥では男女とも官の装しよう束ぞくや紋もんが異なるじゃないか。小お忌み衣ごろもを着ろとまでは言わないけれど、辰弥の装束を着用した状態でもしもだれかに見つかったら、まず不ふ審しんに思われるだろ」

　ぐっと白長督が息をつめる。正論だったようだ。

「秘儀と言いつつもこれまでは、就任した斎花の一族がうるさく口出ししてきたよな。だから今日の儀ぎこそが皆みなにとっては異例なんだ。終えたあとならどれほどやかましく囀さえずられようとかまわないけれどさ、途と中ちゆうで見み抜ぬかれるのはまずいんじゃない？　大騒さわぎになるよ」

　結局、綾紀の言葉に言いくるめられる形で紗良はこちらの衣に着替えることになった。

「信しん頼らいできる女官が待っているので、その者に衣をあらためてもらうとよい。ああ、それと。竜の血はお持ちか」

「はい」

　兼良の問いかけに、紗良は戸と惑まどいを殺して懐ふところから四つの玉を取り出す。

「儀ぎ式しきに使う顔料を作るため希き釈しやくせねばならない。渡わたしてもらえるか」

　一度、白長督のほうをうかがい、判断を仰あおぐ。彼が小さくうなずいたのを確かく認にんし、玉を兼良にあずけようとすると、ずいっとにじり寄った綾紀が手を出してきた。

「俺に渡してくれ」

「……!?」

　玉を持った手ごと、ぎゅっと握にぎられて、紗良は肩かたをゆらした。

「準備に少し時間がかかるが、ここでおとなしく待っていてな」

「は、はいっ。あの、手。手を……」

　焦あせる紗良に顔を近づけて、綾紀はにんまりする。

「うっわあ、この子、全然俺に見み惚とれない！　そうかそうか、あれだけ麗うるわしい竜の顔を毎日見ていたらそりゃ普ふ通つうの男に迫せまられた程度で動どう揺ようなんかするわけないよな。でも俺って人間にしては容姿が整っているでしょ。色んな姫ひめから文ふみがとどくんだよ、こう見えて。どう？　よい？　よくない？」

「よ、よいのでは、ないでしょうか……？」

「そこはもっと自信たっぷりに言って！　こういう顔が好きだとはっきりほめてくれなきゃ俺は燃えられない！　……痛い!!　兼良様、いま本気で俺の頭に扇おうぎを振り下ろしただろ!?」

「綾紀。行け」

「はぁい」

　綾紀はまったくへこたれずに紗良に流し目をくれてから部屋を出ていった。

「あんな口も頭も態度も軽い女好きのどうしようもない痴しれ者が、大だい丞じようとは……」

　そうぼやいて彼を見送る白長督の顔には、思わず後ずさりしたくなるくらいの強い怒りと苛いら立だちが浮うかんでいる。こんなに感情豊かな白長督を見るのははじめてだ。

　紗良はひっそり怯おびえた。あの人、いつか督に呪のろわれるんじゃないだろうか？

「斎花も衣をあらために行きなさい。我らはここで待つ」

　円座に座り直した兼良の言葉に、「はい」と答える。白羽は、兼良とともに待機する白長督にあずかってもらう。さすがにこの場では白羽の羽を抜ぬいたりしないだろう。

「この室へやは、殿でん舎しやの北側の廂ひさしにあたる。格こう子しを開けて、右手側の室へ入りなさい」

　兼良は扇の先を軽く手のひらに打ちつけて説明した。

「織部庁の殿舎は広い。通常の館やかたとは異なる特とく徴ちようも見られ、廂の仕切りにも木戸を用いている。たやすく通り抜けはできないから、軽けい率そつにふらつかぬように」

　おそるおそる格子戸を開けたが、そこにあるのは孫廂に相当する板廊だ。戸の開閉の仕方は同じであっても、こちらへ来るときに通ったあの秘密の廊は影かげも形もない。

　白長督が手に提さげていた香こう炉ろが、秘密の廊を渡るための道具だったのだろう。

「着替えが終わったらすぐこちらへ戻もどってきてください」

　という白長督の言葉に一度振り向いてから、紗良は板廊に出る。

　隣の室には兼良の説明通り、白衣に袴を合わせた年配の女官が待機していた。寡か黙もくな彼女の手を借りて衣や髪かみを整え、織部の巫かんなぎに扮ふんしたのち、白長督たちの待つ隣の室に戻る。借りた装束は、確かに宵霧宮で普ふ段だん着用している水干とは異なっていた。袴は、緋ひ色いろではなく上品な薄うす青あおだ。白衣の上の千ち早はやには銀の糸で蝶ちようの刺し繡しゆうがほどこされている。

　戻ってきた紗良の姿を見て兼良が「本来なら吉きつ凶きようを占うらない、しかるべき手順に則のつとって進めねばならぬものだが……」と残念そうにつぶやく。

「宮中での斎花の披ひ露ろ目めは竜王たちが決して許さないでしょうよ」

　白長督は冷ややかに一いつ蹴しゆうすると、紗良の前に立ち、千早の紐ひもを整え直した。彼の肩に乗っていた白羽が、いそいそと紗良のほうに戻ってくる。

「なんだかんだでこの二百年、右う記きノの國くには太平の世を維い持じしてきたのです。むろん代々の榔ろう帝ていが善政をほどこしてきたからこその平安だが、それは国の守護が固いという前提があって成り立つものです。なにしろ四竜りゆうだ。複数の竜りゆう神じんが顕げ形ぎようすること自体珍めずらしいというのに、それが四人も」

「一人しか国におりられぬ時代もあったのですか？」

　紗良はつい口を挟んだ。白長督は、こくりとうなずく。

「むしろそちらのほうが当たり前なんですよ。もっと言うなら人に対してこれほど穏おん和わな竜も珍しい。……絵巻物でよく竜は恐おそろしい怪かい獣じゆうとして描えがかれているでしょう。あの描びよう写しやはただの虚こ仮け威おどしではありません。本来竜とは戦いくさ神がみ。粗そ暴ぼうであり、残ざん虐ぎやくで間違いない」

「じゃあ、いまの竜の方々は、いい意味で変わり種……」

　流れで失礼な発言をしかけてしまい、紗良は慌あわてた。

　ふ、と白長督が笑う。

「ええ、いい意味で変わり種です。いまの四竜は、言動こそ辛しん辣らつだが、偽いつわりなく人を慈いつくしんでいます。けれど、二百年は長い。竜にとってではなく、人にとって」

「寿じゆ命みようと、人の入れ替かわり……意識の移り変わりについてを案じておられる？」

「そうです。あなたは意外と聡さとい。人は二百年も生きられない。数十年で完全に入れ替わるのです、人の命は……。するとどうなるか。いまの竜の穏おだやかさが、人々にとっては基準になる。それが当然となるのです」

「本当の竜の恐こわさをだれも知らない……？　ですが督かみ、絵巻物は残っています。それに私たち里人はいまも竜をその──そういう意味で、恐れています」

「でしょうね。多くの、たとえばかつてのあなたのような暮らしをしていた者たち……怪の被ひ害がいに近いところで暮らしている者たちは、竜の本質を忘れていない。その荒あら々あらしさ、戦いぶりを目にして生きているのですから。しかし、政まつりごとを執とるのはそうした、危機と隣となり合わせの生を送る者たちではありません」

　国を動かすのは、荒あらぶる竜の姿をもはや知らぬ者たち──安全な榔月府の真ん中で優ゆう雅がに生きる天上人たちということだ。

「平和は人の心を鈍にぶらせる。畏おそれを薄うすめてしまう。竜の加護を失いたくないのならその畏れを持ち続けるべきだというのに」

　舌打ちでもしそうな口調で白長督がぼやいたとき、格子戸の向こうに人の気配を感じた。紗良たちは示し合わせたように息を殺した。

　当たり前の話だが、殿舎には紗良たち以外の人間がいる。織部の官かん吏りが働いているのだ。だれかが板廊を通ったらしい。

　衣きぬ擦ずれの音が遠ざかり、完全に聞こえなくなったのち、紗良は深く息を吐はき出した。

　それからしばらく会話をせずに時間をすごす。紗良は白羽を撫なでつつ考えこむ。

　人の寿命。紗良自身も近いうちに命が尽つきる。竜たちを置いて……。

「……まだあれは戻らないのか。遅おそい」

　張りつめた空気を変えようとしてか、白長督がふとやさぐれた様子でつぶやく。

　あれ、とは綾紀のことだろう。

「督、先ほど私を五い百お重えの社へ連れていくとおっしゃっていましたが、儀はそこで行うのでしょうか？」

　紗良の問いに答えたのは兼良だ。表情こそ変わらないが、彼もいくぶん気き詰づまりだったのかもしれない。

「織部は神事を司つかさどる庁だ。政を陽とするなら、祭りは陰いん。その性質から辰弥庁とともに大だい内だい裏りの背面……奥まった位置に設けられている。北側、亥い子ね丑うしの位置に。殿舎の背後に禁域があり、そこに五百重の社と呼ばれる社しや殿でんが建てられている。人がみだりに立ち入ることは許されぬ社です。いや、入ることはできようが、しかし、心に濁にごりがあれば気が触ふれる恐れがある」

「気が？」

　ぎょっとする紗良に、兼良が真顔で答える。

「それほどに場が澄すんでいる」

　竜の宮以上に？　そこまで凄すさまじく澄すみ切っているところに私は行かされるのか……。

　正気を保っていられるだろうか。紗良の身はどうも、榔月府の気と相あい性しようがよくない。召めされて以来、たびたび体調を崩くずしているのだ。

　不安で視線を泳がせていると、肩の白羽が慰なぐさめるように紗良の耳をかじった。守ってあげるよとでも言いたいのか、ふすー、と鼻を鳴らしている。賢かしこくてかわいい烏からすだ。癒いやされる。

　白羽を撫でていると、ふたたびだれかが板廊を通る気配を感じた。

　衣擦れの音は紗良たちのいる室の前でとまる。

「お待たせ！」

　軽い声とともに格子戸が開けられた。現れたのは綾紀だ。

　彼の背後には女によ官かんが四人いて、小こ壺つぼや小皿、筆を乗せた雲うん脚きやく台を持っている。

「やぁ大変だった！　なにが大変だったかって、顔料をそろえるのが！　もともと殿舎の画えの司つかさには顔料や神水が常備されているはずなんだけれど、いまってどこの卿も秋の祭事で画具を使うでしょ。本当なら顔料の横流しなんてあっちゃいけないのに、いやー、権けん威いには負けるよね」

　やれやれと、片手を扇おうぎ代わりにしてあおぐ綾紀に、白長督が顔をしかめる。

「ばかな。織部の画具を公く卿ぎようが奪うばっているのか？　個人的な行事のために？」

「おおっと、やっと督がまともに俺と口を利きいてくれた！」

「そもそも画具は繚部庁の寮りようで保管されているはずではないか。織部庁の画具は神事用だというのに」

「ははは、辰弥庁は十二庁でもっとも清い風が吹ふくところだもんなあ。宮中での馴なれ合い化かし合いには疎うといよな」

　ばかにされたと感じたのか、白長督が綾紀を睨にらみ上げる。が、彼にはまったくきいていない。

「我らの榔ろう帝ていは幼少の頃ころから芸能に傾けい倒とうされているじゃないか。だからどこの卿も寵ちようを得ようと、こぞって娯ご楽らくに熱中するわけだ。あ、言っておくけど兼良様を基準に考えちゃいけないよ、大たい輔ふの清せい廉れんさは織部でも特異中の特異なんだから」

　綾紀の言葉に、白長督は腐ふ臭しゆうでも嗅かぎ取ったかのような表情を見せる。

　一応はほめられているはずの兼良も嫌けん悪お感かんを漂ただよわせていた。

　画具ひとつでこの腐ふ敗はいぶりなら、ほかも容易に想像がつく。

　──それほど臣下の力が増しているって意味に思える……。

「皆みなが皆、格式だのなんだのにこだわって宮中の顔料をほしがるし、榔帝も芸能文化が花開くならと横領を黙もく認にんされちゃってるもんな！　そうなったら当然繚部の画具じゃ足りなくなって、織部にしわ寄せがくる。ちょうどいまも画司に大臣おとどや皇女様つきの使いが来ていて、その女官がまあ、色っぽくてな！」

「……綾紀、顔料はそろえられたのか？」

　兼良が硬かたい声こわ音ねで問うと、綾紀は指先で唇くちびるを押さえてやわらかに笑う。

「はいはい、ちゃんと覡おかんなぎに玉を削けずってもらって絵の具にまぜてもらいましたよ。顔料は膠にかわや神水に溶とかしたものを持ってきたからすぐに使える」

「──虚むなしいことだ。国の大事となる儀ぎは人目を忍しのぶようにこそこそとすませねばならぬのに、虚きよ栄えいの遊びは天下のもとで行われる」

　兼良が吐き捨てるように告げる。

　貴人の中にも義心を持つ者が残っているのだな、と紗良は決して彼らに明かせぬ冷静な驚おどろきを抱いだく。でも、それだけだ。

　どんな形で儀が行われようとも自分の胸は痛まない。兼良には悪いが、義ぎ憤ふんのたぐいも感じない。

　紗良が儀ぎ式しきに協力するのはひとえに竜のためだし、命を抛なげうつ覚かく悟ごを見せた白長督のためだ。人々の見み栄えや建て前、欲よくなどは正直、どうでもいい。

　なぜならこの榔月府にはまったくと言っていいほどに思い入れがない。

　督の指し摘てきは正しい。たとえ二度と地上の山月府に戻もどれなくとも、紗良は生まれ育った故郷をなにより愛している。その過か酷こくな地でともに生きてきた里人たちを変わらず愛している。天てん都との者たちのように、だれ一人美しい衣ころもをひらめかせていなくとも。

　──地上の里人は自ら望んで冶や古こになるわけじゃない。

　徴ちよう令れいで榔月府に召され、強ごう引いんに働かされるのだ。そんな非情な榔月府と、そこで享きよう楽らくに耽ふける貴人を無条件で受け入れられるはずがない。

　はじめは竜りゆう相手にさえわだかまりがあった。

　そんな冷然とした考えが根底にあるから、紗良は不用意な反応をすまいとただひっそり黙だまりこんだ。同調できずとも兼良の嘆なげきを否定するつもりはない。

「──」

　ふいに視線を感じて紗良は顔を上げた。

　綾紀が好こう奇き心しんを浮うかべた表情をこちらに向けていた。

　──わかりやすいようで、よくわからない方だ。

　白羽を撫でながら目を逸そらしたとき、白長督が気を取り直した様子で紗良を見上げた。

「斎さい花か、私は残念だが社まではおともしかねます。辰弥の長おさが織部の司る禁域の社へ行けば、目立ってしまう」

「はい」

「ここからは大輔にお任せする」

「ああ。では社へ案内しよう」

　白長督の言葉を引き取った兼良がこちらも表情をあらためて紗良を見み据すえる。

「名目は社の清せい掃そうだ。この女官たちも社の前まではともをさせる」

　そう説明して綾紀が連れてきた女官たちをちらっと見み遣やり、兼良はまた紗良に視線を戻す。

　紗良は女官を真似まねて視線を下に落とし、兼良に従うという態度を取った。

　竜たちはいまなにをしているのだろう。

　ふと、そう思った。
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　白しろ長ながの督かみと室へやで別れたのち、紗さ良らは兼かね良よしらとともに殿でん舎しやを出た。白しろ羽ばも肩かたにくっついたままなので、連れ歩くと目立つのではないかと懸け念ねんしたが、どうしても離はなれてくれない。

「瑞ずい鳥ちようをこれ以上苦しめぬほうがよいでしょう」と督かみもあきらめた様子で同行を認めた。

　五い百お重えの社は禁域に建てられているということもあってか、ほかの殿舎のように廊でつながれていないのだとか。

　一生目にする機会などないと思われた都の中心部をこうして歩くことになるなんて、と紗良は女官四人とともにしずしずと進みながら奇き妙みような感かん慨がいに浸ひたる。竜の宮も美しいが、大だい内だい裏りのこの一画はまた違ちがった厳おごそかさがある。人の手で築かれた荘そう厳ごんさだ。

　廊の設けられている空間は基本的に庭園の形を取っていて、そこに立つ樹木は杉すぎ、松、梅と種類が決まっている。こうした木々や、廊の豪ごう奢しやな瓦かわら屋根、朱しゆの門、柱があるせいで、思った以上に視界が遮しや断だんされる。広々としていながらも向こう側を見通せないような構造になっているというべきか。また、庁ごとに築つい垣がきで区切られているというから、ほかの区画の様子などもうかがうことはできない。

　──それに、しんとしている。

　途と中ちゆう、織しき部ぶの官かん吏りと思おぼしき貴人の姿をちらりと見かけたが、話し声は聞こえない。だれもが息をひそめているかのような不思議な静けさにつつまれている。

「織部と辰たつ弥みは、十二庁でも特とく殊しゆなところだよ。それぞれの殿舎の造りはあまり変わらないけれど、気配が違う。華はなやかさはないけれど、どこか澄んでいるだろ」

　前を歩いていた綾あや紀のりがふいに振ふり返って、紗良に笑いかけた。

　まわりの景色をひっそりと確かめていたことに気づいていたらしい。

　彼の隣となりを歩いていた兼良もちらっと振り向いたが、そのついでに、なにか厄やつ介かいなものを発見したという様子で目を眇すがめる。紗良は、彼が顔を向けたほうにそっと視線を動かした。

　そちらには紗良たちがいた殿舎とは別の荘厳な館やかたがあり、渡わたり廊ろうでまた隣の建物とつながっている。その渡廊に無文の水干を着た官吏が三人、立っていた。こちらに気づいているようだ。一人は朱しゆ色いろの衣ころも、残りの二人は藍あい色いろ。

　先ほど見かけた官吏の衣は紗良の袴はかまと同じ水色だった。衣の色から、渡廊の三人は織部の中でも序列が上の者ではないかと思われる。

「少輔しようと太たい史しが見ている。探さぐられては面めん倒どうだ。綾紀、おまえはこのまま斎さい花かを社まで連れていけ」

　早口で言って兼良が紗良たちから離れようとする。が、綾紀が呆あきれたように反論した。

「堅かた物ぶつの兼良様が、あんな狡こう猾かつ狸たぬき爺じじいどもをうまくあしらえるわけがない！　あっさり見み抜ぬかれるに決まってる」

「綾紀」

「俺も行くよ、行きます。安心して。……っていうわけで冶や古こちゃん。社はすぐそこだから女によ官かんについていくように。もしもだれかに見み咎とがめられたら、社まわりの清掃に来たと言ってごまかすようにね。適当に俺の名を出せばいいから」

「は、はい」

「綾紀」

「そんな鬼おにみたいな厳いかつい顔で俺を睨にらんでもしかたないでしょー、兼良様ってば悲しいくらいに腹芸できないしぃ……って、痛い！　本気で扇おうぎを振り下ろした!!」

　ぎゃあぎゃあと騒ぎながら綾紀と兼良が渡廊の三人のほうへ去ってゆく。多少不安を覚えるが、ここでうろたえてはこちらをうかがっている三人に、なにかあると勘かんぐられてしまう。

　女官にうながされ、紗良はそそくさと進んだ。

　綾紀が言っていた通り、ほどなくして、社に到とう着ちやくする。

「大きい……」

　懸げ魚ぎよは菫すみれの花か紋もん、浅あさ葱ぎ色いろの両開きの扉とびらには四し葉ようの図。竜の禊みそぎを行う『大鏡の宮』と同様の造りの、斎い垣がきに囲まれた木造の大社が目の前にある。

　周囲には背の高い杉の木。反りの見られる瓦かわら葺ぶきの屋根も扉と同じ浅葱色だ。入り口前の柱には、両りよう端はしに飾かざり結びをほどこした太い注連しめ縄なわがはられている。

　ここまで無言でつき従ってきた女官たちが、はじめて人間らしい反応を見せた。怯おびえた目つきで紗良の反応をうかがったり身を強こわ張ばらせて下を向いたりする。

　──社の内ない陣じんへは入りたくないって雰ふん囲い気きだ……。

　兼良が言っていた話を思い出す。心に濁にごりがあれば気が触ふれる恐おそれがある。それほどに場が澄すんでいる……。

　この場合の『濁り』とは果たしてどういった状態をさすのだろう。正確に想像できず紗良は困こん惑わくした。感情の乱れも濁りの範はん囲いなのか。

　迷いながらもとりあえず垣かき内ないに進み、社の正面に近づく。左右の柱に渡わたされていた注連縄を外し、階きざはしを上がろうとしたところで、緊きん張ちようをとかずに立ち尽つくす女官に気づく。

「恐れながら巫女みこ姫ひめ様、わたくしたちはお社の神しん霊れいを拝する許可を得ておりません。こちらでご容よう赦しやくださいまし」

　年とし嵩かさの女官は紗良と目が合った瞬しゆん間かん、瞼まぶたを伏ふせ、低い声で囁ささやく。年若の女官らは恐ろしげにうつむいたきりで、ちらともこちらを見ようとしない。

　紗良はわずかに首を傾かしげた。くぇ、と肩の上でのどかに欠伸あくびをする白羽をいじりながら悩なやむ。無む理り強じいしたくはないが、自分一人で社にあがっていいのだろうか。

「どうかご容赦を」

　繰くり返し懇こん願がんされ、紗良は戸と惑まどいながらも受け入れた。この頑かたくなな様子では、画具を外げ陣じんまで運んでもらうのも無理そうだ。

「……それでは画具を縁えんに置いていただけますか？」

　その程度ならかまわないだろうか、と思ったのだが、階を上がることすら抵てい抗こうがあるらしい。

「お許しください。……神具を、どうぞ」

　女官が画具を載のせた雲うん脚きやく台を紗良に差し出す。一人で内陣へ向かえということだろう。

　一台ずつ受け取り、ひとまず縁の床ゆかに置く。

「わたくしたちは人目につかぬよう、お社の裏に控ひかえております。なにかございましたら──」

　お呼びください、としめくくろうとしていた女官が、はっと顔を上げる。紗良も振り向いた。左手側の縁の角のほうから人の気配を感じたのだ。

「だれ！」

　紗良はとっさに強く尋たずねた。白羽が少し驚おどろいたようにぶるっと羽を震ふるわせる。

「……わ、私だ、ほら、覚えていないか？」

　気弱な調子の声が聞こえた。それとともに、縁の角からおそるおそるという様子で若い貴人が姿を見せる。その姿を目にして、紗良は驚いた。

「藤ふじ江え様？」

「おお！　そうそう、その藤江だ！」

　前に白しろ貂てんを貸してくれた貴人の藤江……と、随ずい身しんの青年二人も後ろに控えている。

　今日の藤江は紫し黒こくの直衣のうし姿。随身二人は固かた紋もんの濃のう藍らんの盤領まるえりに袴といった武官のような恰かつ好こうで、帯刀している。

「久しぶり、というほど日は経たっていないか」

　紗良が覚えていたことに気をよくしたのか、藤江は嬉うれしそうな笑えみを見せて近づいてきた。随身二人はどことなく困った顔で紗良を見ている。

　紗良のほうもどう答えていいかわからず、その場に立ち尽くす。

　──なんで藤江様がここにいるの？

　白長督たちの話では、大た為い葉はの典は秘ひ儀ぎであるとのこと。実際は大半の官吏が知っているらしいが……そうであっても今回に限っては「異例」のはずだ。

　というのになぜ、斎花の紗良よりも先に社へ到着しているのか。

「おまえが織部に現れたという知らせを聞いてな、あぁとうとう竜りゆうが折れたかとわかったんだ。なら、竜の気が変わらぬうちにすぐさま秘儀を行うだろうと。それで社に駆かけつけたんだよ」

「その知らせをどなたからお聞きに……？」

「う、うん!?　ええと、それはだな」と助けを求めるように彼は随身の青年を振り返る。あきらかに、そこまで詳くわしく設定を練っていませんでした、どうしよう！　という表情だ。随身二人が紗良の目を気にして、いたたまれぬといった態度で横を向く。

　──藤江様に気を取られていたけれど、この方たちも謎なぞだ。

　どちらも藤江と同じ年頃ごろか。一人は長い髪かみを後ろでまとめており、もう一人は短たん髪ぱつ。

　その、短髪のほうの青年が溜ため息いきまじりに答える。

「辰たつ弥みの伯はくから式を通じてお聞きしたのです。巫女姫に手を貸すようにと頼たのまれまして」

「そうなんだ！　私はおまえに協力する。安心するがいいよ」

「……ありがとうございます」

　うまく言い逃のがれできた！　という喜びを隠かくさず、表情を明るくする藤江に、紗良は戸惑いながらも頭を下げる。

　──怪あやしすぎて、逆に疑う気になれないっていうか……。

　どう考えても藤江は噓うそをついているが、まったくもって悪意のたぐいを感じない。

　しかし素す直なおに信しん頼らいしていいものか。判断の材料にしようと階の下にいる女官の様子をうかがえば、予想以上に彼女らは大おお仰ぎような反応を示しており、紗良のほうが驚かされた。

　──なんでそんな、ありえないものを見るような表情を藤江様に向けているんだろう？

　年嵩の女官が我に返り、その場に平へい伏ふくしかけたが、それを随身二人が視線でとめる。

　彼らの異様なやりとりに、紗良は呆気あつけに取られた。女官たちはおろおろし、胸の前でぎゅっと手を握にぎってうつむく。やけに畏い縮しゆくしているのが気にかかる。

「二人とも、神具を中へ運んでやりなさい」

　藤江は別段気にした様子もなく、当然といった口調で随身二人に指示を出す。

　一応は秘儀なのに、部外者に関かかわらせていいのだろうか。とめようか迷うも、そういえば、四竜だって彼のことは珍めずらしく認めるような態度を取っていたのだった。

　血を入手するよう催さい促そくしに来たのもこの藤江だ。少なくとも敵ではない。

「ああ、おまえたちはもう下がってかまわないぞ」

　彼は女官にも声をかけた。女官たちは抵抗もせず、やけに従順に頭を下げる。大たい輔ふ兼良や大だい丞じよう綾紀に対するよりもよっぽど丁てい寧ねいな礼の仕方だ。

　──やっぱり本当に大臣おとどの血筋の方なのかな。

　禁域の社にまで平然ともぐりこんでいる。間ま違ちがいなく高い地位を持っており、他者にも命令しなれている。

　正面の扉を開いて意い気き揚よう々ようと外陣へ入っていく藤江のあとを、紗良もおそるおそる追う。随身たちも雲脚台を抱かかえると、緊きん張ちようの面おも持もちで続く。

「暗いなあ」という藤江のぼやきを聞き、紗良は、隅すみに置かれていた燈とう台だいに急いで明かりをつける。内部の構造も大鏡の宮とよく似ている。

　内陣への戸を開けたのは紗良だ。内陣もまた薄うす暗ぐらい。藤江は気にせずにさっと足を踏ふみ入れたが、随身二人は途と方ほうに暮れた様子で外陣に立ち尽くし、紗良を見やった。先ほどの女官たちと同じ反応だった。焦あせりと恐れと、縋すがるような色が瞳ひとみの奥にちらついている。

「どうした？　私が入って平気なくらいだから、おまえたちだってなんの問題もないよ」

　藤江が振ふり返って彼らを手招きする。

　──え、そうなの……？　おともの方々はこんなに悩ましげにしているし、女官だって懲ちよう罰ばつも覚かく悟ごっていう顔で拒きよ絶ぜつしていたのに？

　でも藤江は平気そうだ。……とするなら、皆みなが気にしすぎなのかもしれない。

　が、万が一のことがあっても困る。

　紗良は逡しゆん巡じゆんの末、覚悟を決めた様子で内ない陣じんへ上がろうとする二人をそっと呼びとめる。

「神具をそこに置いてくださいまし。……私が運びますので、お二人はこちらでお待ちいただけますか？」

　随身たちは一いつ瞬しゆん、安あん堵どの表情を覗のぞかせたが、すぐにそれを恥はじ入るように頰ほおを引きしめて「いえ、お気き遣づかいなく」と断った。けれどもやはり、どうしても足が動かないようだった。

「ここはすでに神域です。よくも悪くも人の気とは騒さわがしいものですので、神域の静せい謐ひつを守るためにも、できるならばお二人には、こちらでお待ちいただきたいのです」

　紗良は適当にそれっぽい理由をでっち上げた。

　二人は迷うような素そ振ぶりを見せたが、内陣に入っていた藤江が戻もどってきて「それもそうだな。うん、おまえたちはそこで待て」と許可を出した。

　紗良は木戸のそばにも置かれていた燈台に火をつけた。あたたかな光が広がり、薄暗い内陣の様子が見て取れる。幾いく度どか瞬まばたきをして目を慣らしたのち、内部の観察をする。

「これは……」

　しばし目を見張り、紗良は感かん嘆たんする。

　内陣の造りは、ほぼ正方形。

　その中央部分に澄すんだ青い水がはられている。

　また、歩行できるよう、檜ひのきの羽目板を組んだ壁かべに沿う形で、ぐるりと同じ材質の板いた敷じきの床が設けられている。いわば回かい廊ろうのような形だ。直ちよく截せつに言うなら、板敷きの中央部分を四角く切り取って、そこに水を流しこんだだけというか。柵さくのたぐいもない。

　宵よい霧ぎりの宮みやの小社で見られる優う曇どん華げの里と同様の構造だったが、こちらのほうが全体的に広い。

　水面みなもには一ひと抱かかえ以上もある大きな蓮はすの花が浮うかんでいる。

　花弁は透すき通っており、妙みようにぷっくりと肉厚で、先せん端たんに向かって薄うす紅くれないにそまっている。

　その巨きよ大だいな蓮を囲む形で八枚の葉が浮かんでいる。こちらもずいぶん大きい。楕だ円えん形で、片かた腕うで分くらいの長さがある。

　怖こわ々ごわと近づいてみれば、葉には恐おそろしく美しい模様が描えがかれているのがわかる。葉脈がまるで絵図のように見えるというべきだろうか。錫しやく杖じようの環わのようでもあり、巻き貝の渦うずのようでもあり、蝶ちようの翅はねのような模様でもあった。葉一枚に、虹にじのごとく複数の鮮あざやかな色が載のっていた。

　だがよく見ると、二枚ほど、たらりと半分くらい水中に沈しずんでいた。その沈んだ部分は、白っぽく変色しているようだった。さらに目を凝こらしてみれば、水底にも白い葉が複数枚、沈んでいる。なんとなく、死し骸がいのようだ、と紗良は感じた。

「これが空界から落ちてきた大為葉……？」

　紗良の独白に、「そうだよ」と藤江が答える。

　気がつけば彼が隣となりに立っていて、紗良とともに水面を見つめていた。

「神々の世界にあるものは、なんであれ、美しいね」

　なんであれ。

「そうですね。この葉も……、竜も、美しいです」

　紗良は静かに息を吐つく。

「あぁ。それで、美しいものは大たい抵てい、私たち人間の思い通りになってはくれないんだ」

　藤江は苦く笑しようすると、微睡まどろみから覚めたように幾度か瞬きをしてこちらへ顔を向けた。

「見てごらん。白く変色した部分が水に沈んでいるだろう？」

「水底にも葉が何枚か落ちていますね」

「うん、完全に沈んでしまったものは、もうなにをしても蘇よみがえらない。神気を失い死んでしまった葉だ」

　死骸のようと感じたのはある意味、正しかったらしい。空界に存在していたものにも『死』が訪おとずれる。その事実に、驚おどろきを覚える。

「半分変色している程度なら、修復が可能なんだ」

「褪あせた部分に、私が竜の血の顔料でもう一度色を与あたえればいいんですね？」

　藤江はにこりとしたが、その後に珍しく皮肉な表情を浮かべると、ゆるく腕うでを組んだ。

「死にかけていることには変わりないからね、またしばらくすれば色褪せる。そういった理由もあって、斎花を選ぶ枇ひ儺だ式しきは二年毎ごとに開かれるんだよ」

「塗ぬり直した部分はおよそ二年しか持たない？」

「そういうことだね」

　藤江の説明を飲みこんだあとで、紗良は首を傾かしげた。

「二年ほどしか持たないのだとしても、なぜ新たに巫かんなぎを選び直す必要があるんでしょう？」

　同じ巫を再任させ、継けい続ぞくして葉の修復にあたらせたほうが手間取らずにすむのでは、という素そ朴ぼくな疑問だったが、藤江はなぜか呆あきれた顔を見せ、腰こしに手を置く。

「ううん、それをおまえが問うのかあ」

「え……」

「あれは神の世の葉だぞ？　ただの人間が気安く触ふれられると思うか？　本当なら赤せつ虎こが認めた者でないと触れられないんだよ」

「これまでの巫はどのように作業を行ったのですか？」

「過去に就任した者は皆、かりそめの巫だ。無理やりにでも手入れをせねば、葉が死んでしまう。でもかりそめの巫だからこそ、一度しかこの神事に耐たえられない。ふたたび触れたら、神気で狂くるわされるんだ」

　迷いのない口調だ。

　かつて二度目の塗り直しに挑ちよう戦せんし、正気を失った巫がいるのかもしれない。

「──神しん罰ばつがくだったのだなあ」

　藤江は両りよう腕うでを力なく脇わきに垂らし、悔かい恨こんの口調でつぶやいた。

「神罰？」

　だれに？　どこに？　なぜ？

「少し前の時代には、稀まれにではあるけれども、新しい大為葉が空から落ちてきていたんだ。ところが、二百年ほど前から、ぱたりと落葉が降らなくなった」

「二百年というと──いまの四竜りゆうの代に変わって以降ですか？」

　尋たずねたあとで不敬な質問であったと気づき、慌あわてて口元を覆おおう。

　だが藤江に気分を害した様子はない。

「正しくは、由ゆ衣い王おうの降臨後だね」

「えっ!?　宵霧の君？　な、なぜ？」

「彼の、名の由来を聞いたことはあるかな？」

　藤江は頰に手をあてて、思案の表情で紗良を見つめる。

　彼を見つめ返しながら急いで記き憶おくを辿たどる。そうだ──榔月府の天門に到とう着ちやくしたとき、由衣王自身の口から由来を聞いている。

「確か、当時の榔ろう帝ていが宵霧の君を見て、ゆえなき美しさだと讃たたえたのだと」

「でもその後に本ほん性しようたる竜の姿を見て、ゆえなき醜みにくさであると畏い怖ふした。相反する由よしをまとうことから由衣と呼ばれる。……彼だけだ、人に名づけられてしまったのは。珍めずらしい黒竜だったしね。穢けがれにつながる不ふ吉きつな色だと決めつけてしまったんだよ」

「そうなのですか？」

　藤江は苦く笑う。ほかの三竜は、違ちがうのか……。

「讃えるだけならよかった。けれども神の世の貴たつとき生き物を、それも人を守護するために降りてきた戦いくさ神がみを、国の主が忌いまわしいものと呼び、遠ざけてしまった」

「その怒いかりが原因で？」

「ああ──いや、由衣王本人の怒りが原因じゃないよ。空界の意思だ」

　藤江は遠くを見るような目をして言う。

「天てん帝ていはこの、人の傲ごう慢まんさを許さなかったんだろうなあ」

　思い返すと、由衣王も自身の名をあまり好きではない雰ふん囲い気きだった。自分のことをおぞましい怪かい獣じゆうだと嘲あざけるように言っていたのだ。

　──なんだか切ない話だ。竜の君がこじらせてしまうのも、ちょっとわかる。

　紗良は短いあいだ、黙もく然ぜんと大為葉を見つめた。藤江も同じようにそうしていた。

「……藤江様。急がねば」

　外げ陣じんに待機していた随ずい身しんの青年が遠えん慮りよがちに呼びかける。

「そうだね。ぼやぼやしていたら人が来てしまう」

　藤江が気を取り直したように穏おだやかな表情を見せる。紗良もぎこちなくではあったが微び笑しようを浮かべた。

「変色した葉をこちらへ寄せましょう。……白羽、ちょっとおまえ、ひとっ飛びして水面に浮かんでいるあの葉をかき集めてくれると嬉うれしい──」

「待ちなさい。やめなさい。なんて恐ろしい提案をするんだ」

　さっそく白羽を葉のほうに飛ばそうとしたら、藤江に真顔でとめられた。

「神の世の葉だよ！　かき集めるとか、雑なことを言うのはやめなさい。水から出してはいけないんだ。神水を用いて少しでも褪たい色しよくを防ごうとしているんだからね！」

「……では、ここから葉に向かって顔料を振ふりまく？　少し距きよ離りがありますので、うまくかけられるかどうか。それとも白羽に上から散布してもらうとか……」

「おまえは大だい胆たんな発想をする子だね。……いや、私、ここへ来てよかったな。別の問題を懸け念ねんして足を運んだのだけれど、我ながら英断だった」

　遠回しにけなされている気がする。

「おまえが水に入って、そこで色を塗るんだよ」

「あ、そうなのですか」

「紗良は日ひ頃ごろ、竜の世話……禊みそぎをしているんだろう？」

「はい、お世話をさせていただいています」

「なぜ！　それで作法に詳くわしくないのかな!?」

　紗良は愛あい想そ笑いを浮かべてごまかすと、そそくさと雲うん脚きやく台を内ない陣じんの板いた敷じきに移動させた。

　そのあいだ、藤江のみならず随身たちにもちくちくとした目で見つめられてしまった。

「ええと、それでは、なにか祝詞のりとなどが必要でしょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、もう期待していないよ」

「あっ、はい……」

　なにかひどいことを言われた気がするが、作法にとらわれず作業を進めていいらしい。

　──……。私、細かな仕事は苦手なんだけどなあ。

　力仕事なら喜んで請うけ負うのに。

　紗良は内心ぼやきつつ、水に浸つかるための準備に取りかかった。が──。

「まっ、待ちなさい!!　おまえはなにをしようとしている！」

「え？　あの……水に入るなら、衣ころもが邪じや魔まですので」

　千早を脱ぬぎ、帯に手をかけたところで、顔色を変えた藤江に勢いよくとめられてしまった。でも、当然ながら脱ぐだろう。

　着用したまま水中で作業するなんて動きにくいに決まっている。村では海女あまだったのだ、単衣ひとえ姿を晒さらすくらいどうってことはない。竜の裸ら体たいだってもう見慣れているし。

「私がおかしいのか？　この娘むすめに試ためされているのか？」

　藤江はおろおろし、助けを求めるように随身二人を見る。……二人はそっと目を逸そらした。

「脱がなくていい！　神水だと説明したじゃないか。入っても、濡ぬれない！」

「そうですか……。じゃあ、このままで……？」

「このままで！」

　紗良はよくわからないままぺこぺこしつつ、次の準備に取りかかった。が、ふたたび。

「待ちなさい!!　顔料の壺つぼをなぜ懐ふところに入れようとする！」

「えっ。水中で作業するのですよね？　でしたら画具を持っていかないと」

「よいか、筆だって釵さい子しじゃないんだよ、髪かみにさすものでは決してないから、戻もどしなさい！　……台から脚あしを外す！　画具を載のせたまま折お敷しきを水に浮うかべればいいだろう！」

「水に浮くんですか、この台」

　へぇ、と紗良はいったん画具をおろしてから雲脚台を持ち上げ、ぐいぐいと脚を引っ張った。外し方があるのかもしれないが、手順を知らない。まあでも、力があればなんでもできる。

　紗良は、ごきっと音を立てて脚を引き抜ぬいた。この力ちから業わざを、藤江も、外陣からうかがっていた随身も戦せん々せん恐きよう々きようと見つめた。

「私はいま、非常に恐おそろしい事実に気がついた。……その、いちから画えを描えがくわけではないし、そもそも普ふ通つうの姫ひめ君ぎみは多少なりとも絵心があるので、ここで指導はいらぬだろう、とくに失敗することもないだろう、と思っていたのだが……おまえは……」

「……私、山さん月げつ府ふ生まれの冶や古こなのですけれど」

　絵心などあるものか。

　むしろ、紙の原料を入手するために全力で山を駆かけ回る側だ。

「これも信じたくないが、督かみたちから、神事の心構えなどを学んでいたりは……」

「していません」

「……」

　藤江の顔がじわじわと青ざめてゆく。安心させるために、紗良は力強く自分を売りこんだ。

「私はどちらかと言うと、罠わなを張って猪いのししを狩かるとか、海にもぐるとかのほうが得手です。……あ、蜂はちの巣すを落とすのも得意ですよ！」

「どっ、どうしたらいい!?　私も水に入ろうか!?」

「大丈夫です、筆に顔料をつけて葉に塗ぬればいいんですよね？」

「自信たっぷりなおまえが怖こわいのだけれど!?」

「確かに絵心はありませんが、水に入るのは好きですから」

「そういう問題じゃないなあ！」

「竜のお世話をするつもりで挑いどみます」

「一いつ緒しよにしてはいけないよ!!」

　慌てふためく藤江をなだめつつ、紗良は脚を外した折敷に画具を戻し、それを掲かかげて水に入った。邪魔をしてはならないと思ったのか、肩かたの白羽が飛び立ち、ぱたぱたと翼つばさを鳴らして蓮はすの花の上に移動する。肉厚の花びらなので、白羽が乗っても潰つぶれない。

　もっふりと毛を膨ふくらませてくつろぐ白羽に、藤江が目を剝むいた。

「ま、まっ、待ちなさい、それは護法で作られた花だから乗っては……っ！　いやしかし、その烏からすは瑞ずい鳥ちようだったな!?　とめないほうがいいのか!?　どういうことだ、かつてここまで私をはらはらさせる巫かんなぎがいただろうか……！」

　騒さわがしい藤江を無視し、紗良はすいすいと水中を歩く。水は胸の位置までしか高さがない。

　おもしろいことに、彼が言っていた通り、水中だという感覚はあるのに衣が濡れないのだ。そういえば優曇華の里も似たような感じだったなと紗良は納なつ得とくした。

　折敷をゆっくりと水面みなもに浮かべ、変色が進んでいる大為葉を覗のぞきこむ。

　近くで見ると、ますます葉の模様が美しく見える。

　やはり巻き貝の渦うずのようでも、蝶ちようの翅はねのようでもある。

　水に沈しずんでいる部分を下からそっと持ち上げる。自分の衣同様、葉もまた濡れていない。

　褪あせてはいるが、うっすらと本来の色が残っているとわかり、紗良は安あん堵どした。

　適当に色をつけなければならないのだろうかと少し不安だったのだ。確かにこれなら多少の絵心さえあれば難なく作業をこなせるだろう。……絵心さえあれば。

　いったん葉を離し、折敷の小壺に手を伸のばす。

　小壺の数は七つ。乳白色の陶とう製せいで、菊きく模様の線せん彫ぼりがあり、全体の形は宝ほう珠じゆに似ている。手のひらにちょこんと載のる大きさだ。すでに膠にかわなどをまぜているのですぐ使えるという。

　蓋ふたを開けた瞬しゆん間かん、思いがけず異い臭しゆうを感じ、ついまじまじと壺を覗きこんでしまった。

　──絵の具ってこんな臭においがしたっけ？

　奇き妙みように思って首をひねったときだ。蓮にとまっていた白羽が急に鋭するどく鳴いた。

　と同時に、壺の中からなにかが這はい上がってくる。

　蜘蛛くもでもまぎれこんでいたのかと思った。けれども違ちがった。出てきたのは、とても小さな黒い鬼おにだった。それは紗良と目が合うと、にやりと笑った。壺の口から身を乗り出し、紗良の親指のつけねをがぶりと嚙かむ。

「あ……！」

　ぴりっとした鋭い痛みに身が竦すくみ、紗良は壺を手放しかけた。傾かたむいた壺の口から黒い液体がどろっとこぼれ落ちそうになる。

　──普通の絵の具と違う！

　水中に落としてはいけないものだ。そう悟さとって、紗良は反射的に両手で小壺を摑つかみ直す。直後、小壺の口からこぼれた数すう滴てきが手に付着し、じゅっと肌はだが焼けるような痛みが走る。

「紗良!?」

　藤江の声に振り向き、紗良は握にぎっていた小壺を思い切って板いた敷じきのほうへ投げた。

　床ゆかの板敷きに衝しよう突とつした小壺が派手に割れる。陶とう器きの破は片へんの中から小鬼が慌あわてた様子で這い出し、逃とう亡ぼうしようとした。内陣に駆けこんできた長ちよう髪はつのほうの随身が、すらっと氷を削けずるような音を立てて抜ばつ刀とうし、ためらいなく小鬼を貫つらぬく。

　胴どうを潰された小鬼はぎゃっと悲鳴を上げ、跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

　紗良は自分の両手を見下ろした。

　黒い液体が付着したはずだが、濡れてもいないし、汚よごれてもいない。

　その代わり、手のひらが斑まだら模様にどす黒く変色していた。痺しびれがあると自覚した瞬間、目が回る。

「紗良!!」

　藤江が板敷きの際きわから身を乗り出し、こちらに手を伸ばす。

　だが紗良は動けなかった。急に、水が紗良の身を濡らし始める。衣が重くなり、手足にまとわりつく。神水が穢けがれたものを──紗良を浄じよう化かしようとしているのだ。

　そう気づいた途と端たん、足の力が抜けた。ずるりと水中に身体からだが沈む。

　──どうしよう、神事が……。

　予期せぬ事態が起きたためとはいえ、失敗してしまった。

　焦あせりと異様な脱だつ力りよく感、息苦しさ。それらに一度に襲おそわれ、冷静でいられなくなる。どこか夢見心地ごこちのような、混乱した状態だ。はやく床に上がるべきだとわかっていても、思うように手足が動かない。水は胸むな元もとの位置までしかないはずだ、なのに急に底なし沼ぬまに変わってしまったかのよう。身体が下へ下へと落ちていく。深い海の中にいると錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

　水中に自分の髪がふわふわと広がるのが見える。海草がゆれているようだと感じたあとで、優曇華の里で泳いだときの出来事を思い出す。

　自分はつくづく水と縁えんがある、というどうでもいい考えが脳のう裏りをよぎる。地上では海女として生きていたので、いつでも溺でき死しの恐きよう怖ふが心の奥にあった。いまは安全な陸で生活しているのに、やはり水難から逃のがれられないでいる。なんだか、やりきれない。

　──そういえば、海にひそむ水み鹿か神がみって人の怨おん念ねんから生じた説もあるんだっけ……。

　右う記きノの國くにでもっとも厄やつ介かいな恐ろしい怪だ。もしかしたらいま紗良が感じているような悔くやしさ、やりきれなさが形をなして、水鹿神に化けていた？

　──そんなのは嫌いやだ。

　自分が人々を苦しめるような怪を生む原因になるのはごめんだ。溺死もお断り。死ぬなら、あの竜りゆうたちのために死ぬ。ここじゃない。

　紗良はばらばらにほどけそうな意識を必死につなぎとめる。水面を目指せ。こんな波もないような浅い水中で溺おぼれるなんて、海女あまの名折れじゃないか。

　懸けん命めいに手足を動かして身体を浮ふ上じようさせようとしたとき、白いものが水面に飛びこんだのが見えた。それがぐんぐんと紗良のほうに迫せまってくる。

　──白羽だ。

　水中だというのに、宙を飛んでいるかのように抵てい抗こうなく翼を動かしている。そしてばさっといつもの定位置……紗良の肩の上に、上手に着地する。耳にすり寄ってきたあとは、とくになにをするでもない。もっふりと乗っているだけ。……あれ、助けに来てくれたんじゃないの？　とちょっとおかしくなる。

　気が抜ぬけたせいか、先ほどよりも意識がはっきりしてきた。

　──泳ご。

　紗良は腹部に力を入れ、水を蹴けった。蹴って蹴って、重い袖そでで水を搔かきわけ──息を全部吐はき出して、もうだめだと感じた直後、ざぱっと水面に顔を出す。

　咳せきこみながらも床の板敷きのほうへ泳ぐ。大為葉の浮うかぶこの水の領域と床の境には柵さくすら設けられていない。その簡素な造りがいまはありがたい。

　ふたたび水中に沈まぬよう板敷きに両りよう腕うでを乗せ、身を支える。

　そこでしばらく息を整えたかったが、強い力で左右の腕うでを摑まれ、板敷きに引き上げられた。白羽はいったん床へ移動し、ぺたぺたと紗良のまわりを歩く。

「ご無事のようですね」

　随ずい身しんたちが安堵の表情を浮かべて、紗良を見下ろしていた。

　濡ぬれないはずの神水を衣ころもがたっぷりと吸いこんでいるせいで、身体が重い。紗良は荒あらい息と咳せきを繰くり返した。

「百もも瀬せ、おまえは画具を全部持て。永なが見み、おまえは紗良を運んであげなさい」

　近寄ってきた藤江が随身二人に厳しい声で指示を出す。百瀬と呼ばれたのは髪かみの長いほうだ。彼は、ぱっと動き、水面に浮かべていた折お敷しきを太刀たちの先せん端たんで器用に引き寄せた。

　永見と呼ばれた短たん髪ぱつのほうの青年は「失礼する」と一言短く告げるやいなや、いまだ呼吸の整わぬ紗良の身を軽々と抱だき上げる。抵抗する間もない。白羽が飛び上がり、永見の肩かたに着地した。永見の身に緊きん張ちようが走ったが、白羽の好きにさせてくれた。

「出ようか」

　先に立った藤江に続いて、百瀬と永見も社を出る。不ふ穏おんな気配を感じたのか、裏側に隠かくれていた女によ官かんたちが驚おどろいた顔をしながら階きざはしのそばへ寄ってきた。

　だが藤江たちは女官の視線を振ふり切って階をおり、早足で進む。彼らが向かったのは、築つい垣がきの門のそばに設けられている檜ひ皮わだ葺ぶきの陣じん舎しやだった。護兵の詰つめ所でもあり、要人の神か車ぐるまを待機させておくところでもある。車宿りとしてよりも一帯の警護を重視している建物だ。大だい内だい裏りは広大なので、貴人の移動には小型の神車や羽う羽ば獅しを使用する。

　その陣舎に到とう着ちやくする前に、兼良や綾紀たちと鉢はち合あわせする。

　説得に失敗したのか、彼らの横には少輔しようや太たい史しがいる。ほかの官かん吏りたちまでが渡わたり廊ろうや垣の陰かげからちらほらと姿を現し、こちらをうかがっているのがわかる。

　一いつ瞬しゆん、兼良と目が合った。彼は藤江たちに視線をずらすと驚きの表情を浮かべたが、はっと我に返った様子でその場に膝ひざを落とした。綾紀もすばやくそれに倣ならう。女官と違ってさすがに彼らのことは藤江も無視できなかったらしく、やむなしといった態度で足をとめた。

「恐おそれながら星ほしの宮みや様、その女官は我ら織部の巫かんなぎでございます。どうかこちらに」

　兼良が面おもてを伏ふせたまま硬かたい声で乞こう。

　紗良は永見の腕の中でぐったりしながらも、星宮という呼こ称しようの意味を考えた。どういう意味だったか。

　──貴人に授さずけられる位階のことを、星位とも呼ぶんだっけ。

　とくに『天上人』と呼ばれる高官を示す。だから、星宮とは榔ろう帝てい以外の、高位の頂点に立つ者を表す呼称だ。別の呼び方は、東とう宮ぐう。もっとも次代の帝みかどの座に近い者。名を直接呼ばわることは不敬にあたるため、親しん王のう殿でん下かあるいは東宮、そしてこの星宮という呼称を使いわける。

　──えっ、藤江様を星宮様ってお呼びした？　……この方が、東宮!?

　遅おくれて理解が追いつき、全身を覆おおっていた疲ひ労ろう感かん、脱力感が一気に吹ふき飛んだ。自分の手を飾かざる赤あか珊さん瑚ごの指ゆび環わをまじまじと見つめる。

　信じたくないが、これは星宮経由で多々王からもらった指環という意味なのか？

「娘むすめは星せい波は院いんに連れてゆく」

　藤江が……星宮が口元を袖で覆いながら囁ささやくように答える。星宮の院というなら、それはもう御ご所しよのことで間ま違ちがいない。

　──待って。待って!?　どういうことなの!?

　混乱の極きよく致ちとはこのことか。声を上げようとした紗良を、永見がふっと見下ろす。口出しを認めぬ強い眼まな差ざしだ。紗良は石化した。彼の肩に乗っている白羽が、くぇ、と退たい屈くつそうな鳴き声を上げる。

「紗良はしばらく私のもとに置く。竜への釈しやく明めいはおまえたちでせよ。……社にて、なにが起きたか、想像はついているだろう？」

「それは──しかし星宮様！」

「竜の血を無む駄だにしたぞ。せいぜい竜の機き嫌げんを取らねばならぬ」

　星宮は冷れい淡たんな態度で話を打ち切ると、兼良の返事を待たずに歩き出した。随身の二人も一いち瞥べつすら残さず無言で星宮を追う。

　事情を把は握あくし切れていない太史たちが泡あわを食った様子で呼びとめるも、星宮は振り返りもしない。

　紗良は、陣舎に連れていかれるまで混乱のし通しだった。抵抗する気力も芽生えず、されるがままの状態だ。

　星宮は陣舎につくと、そこにあずけていた白しろ貂てんを連れてくるよう護兵に命じた。そのあいだ、百瀬が別の護兵に袋ふくろを用意させ、抱かかえていた画具を入れる。

　星宮は白貂に、百瀬と永見はそれぞれ羽羽獅に騎き乗じようしたが、紗良は一人だけ小こ振ぶりの神車に乗せられた。白羽は永見の肩に張りついたままだ。

　──いったい私になにが起きているの。

　紗良は車箱の中で身を縮め、視線をさまよわせる。震ふるえが走るのは、濡れた装しよう束ぞくのせいばかりではないだろう。

　小こ壺つぼにひそんでいたあの小こ鬼おにはなんだったのか、竜の血は本当に無駄になってしまったのか、神事が失敗してしまったけれどこの先どうなるのか、罰ばつを受けるのか、星宮ってどういうことなのか、本気で御所へ向かうつもりなのか……聞きたいことがありすぎて、現実をうまく飲みこめない。

　ひたすら放心するあいだに神車は進む。

　しばらくして、神車がとまった。

　どこをどう通ってきたのか車箱の中の紗良にはさっぱりわからない。

　また別の陣舎でおろされ、今度は手車に乗りかえてふたたび移動する。高さのある築垣が左右に聳そびえる広い路みちだ。やはりどの位置にいるのか予想もつかなかった。

　やがて門が見えてくる。

　美しい菫すみれ色いろの瓦かわら屋根を持つ棟むな門もんをくぐれば、そこには、織部とはまた違ちがった光景が広がっていた。あちらよりも野や趣しゆに溢あふれるというのか──木々や花がありのままにのびのびと育ち、咲さき誇ほこっているような、豊かな風ふ情ぜいのところだ。

　色づく秋の枝葉の合間に建物が覗のぞいているが、貴人の屋や敷しきというよりは神しん霊れいを奉ほうじるお社に似た雰ふん囲い気きを醸かもし出しており、これが粗あら削けずりの景観に奥深い美しさを与あたえていた。

　玉たま垣がきに囲まれた正せい殿でんは高たか床ゆか式で、反りのある屋根は鮮せん明めいな青の瓦、星波院と刻まれた扁へん額がくが掲かかげられている。渡廊の屋根も青。そこを通る水干姿の男官がちらりと見えた。正殿から離はなれた場所には花を飾った祠し堂どうも見えた。

　──ここが本当に星波院？

　手車は正殿の車寄せでとめられた。そこでおろされたのち、歩み寄ってきた永見にふたたび抱え上げられる。濡れた衣のままであることをここであらためて思い出し、今度こそ寒さで身が震えた。くしゅっと鼻が鳴る。夕刻の迫せまる秋の日なのだ。大気も冷え始めている。

　星宮は、近づいてきた下官に白貂を引き渡わたすとこちらに視線を向け、慌あわてた顔を見せた。

「そのままでは身を壊こわす。永見、紗良に着き替がえをさせて、白さ湯ゆを飲ませておあげ。それがすんだら、私のところへ連れておいで」

「はい、星宮様」

「え、え、あの」

　おろおろする紗良を無視して星宮と百瀬はさっさと正殿の階を上がってゆく。永見も同じように階を上がったあとは簀すの子こ縁えんを大おお股またで進み、おそらく対たいの屋やとなるほうへ向かった。

　そして紗良は──妙みように既き視し感かんのある洗礼を対屋の室へやで受けた。

　どこからかわらわらと集まってきた華はなやかな恰かつ好こうの女官に取り囲まれ、おののくあいだに湯屋へと引っぱられる。その後はあれよあれよという間に衣を剝むかれ、身体からだを磨みがかれ、髪を梳とかされ、新しい単衣ひとえや上うわ衣ぎぬを着せられた。紗良より少々年上の女官たちは、宵霧宮の式みたいに親切で好こう奇き心しん旺おう盛せいだった。器用に手を動かしながらも目を輝かがやかせて明るく話しかけてくる。

「あらあらだめよ、髪かみの手入れがなってないわ！　ちゃんと香こう油ゆ使ってる？　安い櫛くしもだめよ」

「爪つめの手入れもなってないわね」

「見て、皆みんな！　これが噂うわさの赤珊瑚の指環！　赤あか鴇つきの君が頭を下げて星宮様に頼たのんだという、あの！」

「ようやく私たちの星宮様にも遅おそすぎる恋こいの季節が……！　長かった、ここまでまことに長かったわ」

「ねえ待って、竜りゆうの方々と斎さい花かを巡めぐって争っているという噂は本当なのかしら。……どう考えても私たちの星宮様が一番弱小……いえ、殿との方がたは力じゃない。これからは癒いやしの時代よ」

「いいわぁ、斎花様の、この純じゆん朴ぼくそうな雰囲気。お高くとまってる姫ひめ様だったらいじめ抜ぬこうと思っていたけど」

「そうね、星宮様には無む垢くな姫様のほうがよいわ！」

　紗良はひたすら圧あつ倒とうされていた。

　──ど、どういうことなの……。

　なにか色々と間違った認にん識しきをされている気がするが、とても口を挟はさめない。元気いっぱいな彼女たちに、あっちへひっぱられこっちへひっぱられと、色々つき合わされるあいだに紗良はいつの間にか、どこに出しても恥はずかしくないきらびやかな姫様の姿に変身させられていた。

　──女によ官かんの皆みな様さま、すごい技術だわ……。

　基本的に宵霧宮でも白しら拍びよう子し姿や女官装束といった軽装ですごしていため、何枚も重ねられた衣ころもが鎧よろいのように重く感じられる。竜りゆう珠じゆ、斎の者として豪ごう華かに飾り立てられたのだろうが、頭に載のせられた天てん冠かんも小振りながら重い。紅くれない紅葉もみじの色に広がる衣の華か麗れいさに、うっとりする余よ裕ゆうなど皆かい無むだ。

　つくづく思うが、天てん都との人々って、男も女も『逃にげる』ことを想定していない豪ごう奢しやな恰好をする。紗良が暮らしていた村では祭事でもない限りまずありえないことだ。真夜中だろうと明け方だろうとおかまいなしに、突とつ如じよ、怪の訪おとずれを知らせる警笛が響ひびく。動きにくい恰好をしていたら、それだけで命取りになる。
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「あら、顔色がよろしくないわね。白湯をお飲みくださいな」

「もう、星宮様方ったら女によ人にんを濡ぬれ鼠ねずみのままでお連れするなんて」

「でも羨うらやましいわあ、永見様に抱だき上げられてきたのよ」

　感謝を伝える間も与えられず、にぎやかな女官たちに取り囲まれて紗良は縮こまった。

　その中の一人が、褐かち部ぶ少将と紀きの務つかさ少しよう丞じようの絵巻物を手に入れたから読もうと目を輝かせて提案する。きょとんとする紗良に、若い女官が笑え顔がおで説明してくれる。永見がその褐部少将で、百瀬が紀務少丞なのだとか。二人は星宮の乳ち兄きよう弟だい。百瀬は国司でもあり星宮の学士でもあって云うん々ぬん──と事細かに二人の背景を教えられたが、そのほとんどが左の耳から右の耳へと素す通どおりした。もと冶や古この自分にそんな話が覚えられるはずがない。

　とりあえず要点は押さえた。褐部は軍を抱かかえる庁、紀務は政まつりごとを司つかさどる庁だ。ちなみに褐部は庁自体が左と右にわかれていて、永見は左少将。大将を長おさとして、中ちゆう将じように次ぐ地位だ。

　紀務は、庁こそわけられていないが、役職のほうで左右がある。百瀬は紀務の左少丞。こちらは、位階はそこまで高くないが、名めい誉よ職である。

　左か右かは、単に冠かん位いの差にとどまらず派は閥ばつと密接に関係してくるわけだが、それはともかく──つまり各庁で地位を持つ彼らは、将来を約束された『天上人』であるということだ。

　けれども、当然の話だろう。皇太子の随ずい身しんなのだ、いずれは大臣おとどの地位にまでのし上がる大物になるに違いない。一族からもそう嘱しよく望ぼうされている。

　そう納なつ得とくするうちに色いろ鮮あざやかな絵巻物が次々と目の前に並べられ、気がつけば紗良自身もきゃいきゃいとした輪の中に放ほうりこまれていた。はて……しかしのんびり戯たわむれていてよいのだったっけ……？　と既視感とともに絵巻物を眺ながめつつ悩なやんでいると、

「……おまえたち、もう支し度たくは終わったのか？」

　壁かべ代しろの向こうからためらいがちに声をかけられる。永見の声だ。

　くつろぎきっていた女官たちも、冷静になったらしく、はっとしたように顔を見合わせる。一人がきりっと表情を取り繕つくろい「ええ、ただいま、お支度がすみましたわ」と、すっかり忘れていた事実を微み塵じんもうかがわせぬ態度で御み簾すを上げた。永見が微び妙みような目つきでその女官を見下ろしたが、咎とがめることはしない。紗良は口元に浮うかんだ笑みを袖そでで隠かくした。

　──仕える方によって、屋や敷しきの空気は変わる。

　ここはとても吞気のんき……穏おだやかなすごしやすい雰ふん囲い気きにつつまれている。

　ずっと永見の肩かたを占せん領りようしていた白羽が、ようやく紗良のほうに戻もどってきた。気をつかって離はなれていてくれたらしい。永見は鳥好きなのか、白羽が飛んでいってかすかに残念そうな顔をしたが、すぐに表情を消した。

「星宮様がお待ちだ。来なさい」

「はい、永見様」

　名前で答えてしまい、慌てたが、これもとくに注意される様子がない。彼はすたすたと先に簀子縁を進んでゆく。

「あの武骨さがよいのよね……いかにも武人という力強い雰囲気が、男らしくて素す敵てき」

　紗良の背後に従った女官がうっとりとした声で言う。振ふり向くと、彼女は片手を頰ほおにあてて頰をそめていた。隣となりの女官は「私は百瀬様の冷ややかなお顔が好きだわ」と対たい抗こうする。

　こそこそと雑談しながら紗良たちは渡わたり廊ろうを通って正せい殿でんの西廂びさしに到とう着ちやくした。

　すでにそこには衣ころもをあらためた星宮と百瀬が待っていた。そのほかに、見知らぬ狩かり衣ぎぬ姿の男性もいる。

　星宮は屛びよう風ぶを背面に置いたしとねの上でゆったりと脇きよう息そくに寄りかかっており、百瀬と狩衣の男は、鶴つると花の図が見事な障子側のほうに控ひかえている。相手の地位がわかったいま、直接顔を合わせることに戸と惑まどってしまうが、星宮のほうは気にした素そ振ぶりを見せなかった。

「こちらへ寄りなさい」

　正体を知る前と変わらぬ親しげな声で紗良を手招きする。女官たちは孫廂のほうに控えた。永見は百瀬の隣の円座に腰こしをおろす。

　しばし逡しゆん巡じゆんした末、紗良は、言われた通りに星宮の正面に座る。

「具合はどうだ？　まだ怠だるいか？」

「あ……、いえ、平気です」ととっさに返してから永見たちのもの言いたげな視線に気づき、焦あせって頭を下げる。紗良の動作で肩に乗っていられなくなった白羽が迷めい惑わくそうに床ゆかにおりた。いまさらだが、白羽を連れてきて大だい丈じよう夫ぶだったのだろうか。

「これまでの非礼をどうかお許しください、輝かがやける星の原の方。私などへの清せい冽れつなる川のごとき慈じ悲ひのお言葉、まことに恐おそれ多いことこの上なく、身に余るご恩情にただひれ伏ふすのみでございます」

「いい、そんな堅かた苦くるしい話し方をされると、なお困る。頭を上げなさい。だいたい、おまえに平へい伏ふくさせたと竜たちに知られたら、私、きっと大変な目に遭あうよ」

　おそるおそる顔を上げれば、ほっとしたように微笑ほほえまれる。

「聞きたいこともあるだろう、私も言いたいことがあるが、まずは手をお見せ」

　紗良はどきっとした。

　世話をしてくれた女官たちはなにも言わなかったが、紗良の手にはまだ黒い斑はん紋もんが残っている。虫さされに似た嚙かまれた痕あとも。湯屋で身を清めたためか、それとも驚おどろきの連続で感覚が麻ま痺ひしてしまったのか、いまはあまり痛みを感じないが、かすかに痺しびれが残っている。

　袖の中でぐっと手を握にぎっていると、狩衣姿の男性が身を乗り出してきた。三十代だろうか。一ひと重えの瞳ひとみには聡そう明めいな光があり、どことなくあやしげな、得体の知れなさも醸かもし出している。

　しかし目が合うと、彼はこちらの恐れをなだめるような淡あわい笑みを見せた。思いのほか親しみのある表情だ。

「安心しなさい」と言ったのは星宮だ。

「この者は私が信しん頼らいする陰おん陽みよう師じで、乙おと世よという。彼に手を見せなさい」

「……はい」

　袖から手を出し、乙世のほうにさし向けると、彼は一いつ瞬しゆん目を細めた。

「神しん罰ばつのたぐいの穢けがれではありませんね。私と同じ術を扱あつかう者の仕し業わざでしょう」

　乙世のはっきりした言葉に紗良は目を丸くする。

「だれかが私を呪じゆ詛そしたということでしょうか？」

「そうなりますね」

　乙世はにこりとした。

「斎さい花かが院へお越こしになる前に、百瀬たちから状じよう況きようを聞いております。小こ鬼おにに親指のつけねを嚙まれたのですね。そして絵の具を手に浴びた」

「はい。……数すう滴てき程度ですが」

「あなたを嚙んだのは疫えきの鬼です。触ふれたら気を歪ゆがめられ、病におかされる。そういう邪じや悪あくな術ですね。ただし、大おお掛がかりなものではない。この程度の呪なら数日あれば消せますよ。早朝、正午、宵よいの口に呪じゆ詛そ祓はらえを行いましょう」

「ありがとうございます」

　ぐえー、と白羽が鳴いて、乙世を見上げる。乙世はおもしろそうに白羽を見下ろした。

「これはまた。本物の瑞ずい鳥ちようですね。よく懐なついておられる。それに、斎花ご自身も神の加護……強きよう烈れつな神気をまとっておられるな。赤せつ鼓この宣せん託たくもまた間ま違ちがいがない。選ばれし者の輝きだ」

「はい……？」

「いや、まさかおのれが生きる時代で竜りゆうの珠たまを目にすることができようとは」

　紗良を竜りゆう珠じゆに喩たとえたとはわかるのだが、共感は難しい。

　普ふ段だんの紗良は以前と変わりなく、ひたすら竜の世話をするだけなのだ。

「それで、呪詛さえ祓えば、紗良の身に問題はないんだな？」

　確かく認にんする星宮に振り向くと、乙世は「ええ」と肯こう定ていし、もとの位置に下がった。星宮は安心したように紗良に微笑みかけた。紗良も内心ほっとする。

「では、紗良。あらためて名乗ろう。私がこの国の皇太子である星宮だ。驚いただろう？」

「は、はい。本当になにからお礼を申し上げればいいのか──」

　色々と思い返して、冷や汗あせが噴ふき出る。

　──そうよね、なんで私、気づかなかった！

　白しろ貂てんを飼っていて、高価な赤あか珊さん瑚ごもぽんと渡わたせて、竜の宮にも無断で入ることができて、織部の社にも当たり前のようにもぐりこめる男。そんなの、一いつ介かいの貴人にできるはずがない。宵霧宮で竜たちに排はい除じよされなかった時点で気づくべきだった。

　いや、はじめて顔を合わせたときに気づいてもおかしくなかったのだ。穏やかなのになぜか膝ひざをつきたくなるような、この独特の気配。竜たちの突つき抜ぬけた美しさとは並べられない。種類が違ちがうのだ。人として星宮は端たん整せいであり、磨みがいた玻は璃りのように高貴だった。

「私たちは不思議な巡めぐり合わせのもとにいる。そう思わないか？」

　星宮が、下げた目め尻じりに優やさしさをにじませて問う。

　本当にその通りだ。山月府の村で細々と生きてきた里人の自分が、いずれ国の頂いただきに立つ唯ゆい一いつの星と、手を伸のばせば触れられる距きよ離りで向き合っている。

「すまなかったな、苦しい思いをさせるつもりはなかったが……」

「もったいないお言葉でございます」

　紗良は慌あわてて頭を下げた。天てん冠かんの瓔よう珞らくがその動きに合わせてしゃらしゃらと音を立てる。

　皇太子に謝罪させるなどとんでもない。神事だって失敗に終わってしまったのだ。まさか神聖な社の中で呪詛されるなんて──。

　首しゆ謀ぼう者しやは神罰も覚かく悟ごの上で仕し掛かけてきたのか、それともそこまで深く考えずに事を起こしたのか。ひとしきり悩なやんで、紗良は目を瞬まばたかせる。

「でもだれが呪詛を？」

　よく考えたら奇き妙みような話だ。大だい内だい裏りの各庁に出仕する官かん吏りに知られぬよう、紗良と白長督は秘密の廊を利用して織部を訪おとずれた。今日、神事を行うと察した者がどれほどいるというのか。その点を取り上げるだけでも首謀者がかなり絞しぼられるんじゃないだろうか。

　──それに、真の目的は？

　単に目め障ざわりな紗良を殺害したかったのか。儀ぎ式しきを阻そ止ししたかったのか。白長督、あるいは兼良を陥おとしいれたかったのか。儀の阻止のみで終わらせず国そのものを引っ搔かき回したかったのか。

　しばらくあれこれと考えこんでいると、気き遣づかわしげな表情を浮かべた星宮に「紗良」と声をかけられた。

「思いがけぬ事態が連続して、さぞ混乱しているだろう。私が知る限りのことを教えてやろうと思うが……」

　彼はいったん言葉を切ると、どう伝えるか迷うように目を伏ふせた。さほど間を置かずにふたたび語り出す。

「きっといまのおまえは、当事者でありながら、自分を置き去りにして物事がめまぐるしく動いていると感じているな？」

「はい」

　素す直なおにうなずいたあとで焦る。認めてはだめだろう、現状に不満があると疑われる。

　弁明の言葉を探してうろたえる紗良を、星宮は咎とがめなかった。わずかに座り直して、こちらを見つめる。

「私もだ。私の生まれも、同じようなものだ。知らぬ間に事が動く。ろくに話したこともない臣下に命を狙ねらわれ、呪のろわれ、恨うらまれ、そしてまた別の、名も知らぬ臣下に命いのち懸がけで助けられていたりする。すべて、私の知らぬところで」

「──え」

「あるいは、私の名の下もとに恐るべき議論、約定が果たされる。私はその中身を知らない。だれかの暗殺か、処しよ刑けいか、叙じよ位いか。すべては決起ののちに知らされる。それを私はさも知っているように泰たい然ぜんと受けとめ、望まれている通りの『公平さ』をもって可否を決めねばならない。そういう立場だ。──といった前置きなど不要か」

　背が自然と伸びるような難しい話をされたとわかった。答えられない紗良に、星宮はとても優しく微笑む。言葉の不ふ穏おんさを裏切る、やわらかい表情だ。

　この人は本当に皇太子なのだと頭の片かた隅すみで理解する。

「いや、一番伝えたいのはな、まわりのすべてに置き去りにされたと寂さびしく感じても、決して皆みなが皆、おまえをないがしろにしているわけではないということなんだ。それを、それだけをわかっていてくれ」

「……恐おそれながら星宮様も、いつもそのようにご自身に言い聞かせているのでしょうか」

　虚きよを突かれたように星宮が目を見開く。ぴくっと百瀬の肩かたがゆれたのが視界の端はしに映り、紗良は内心冷や汗をかいた。不敬な発言だったか。どうも自分はたびたび失言をしてしまう。──なにが失言にあたるか、その見み極きわめがまだできないのだ。教養がないとはこういうことなのだろう。内心忸じく怩じたるものがあるが、自覚したところですぐにおのれを変えられるわけでもない。

「うん、そうだ。自分に言い聞かせるうち、見えてくる景色がある。おまえもいずれそうなる」

「私もですか？　……でも私は」

「たとえいまは戸と惑まどいしか感じていなくとも、おまえはすでにそういう立場になったんだよ」

　さて、と星宮が調子を変える。紗良に、言葉の意味を飲みこむ暇ひますら与あたえてくれない。

「神器たる赤鼓が鳴いたと報を受けて以降、竜はおまえを懐ふところに隠かくしてしまった。おまえが地の冶や古こであるからだ。冠かん位いなき者が、国最大の護神を手て懐なずける。紗良には悪いが、我らにとって激げき震しんに見み舞まわれたも同然の状態だ」

「それを許せず、私を暗殺しようと考えた貴人がおられる？」

「ごまかしてもしかたがないね。突とつ如じよとして現れた『斎花』というおまえを疎うとんじ、恐れる者は確かに多いよ。利用したがる者も同じくらい存在する。おまえが単に竜の寵ちよう姫き、一時の戯たわむれの相手にすぎないのなら見み逃のがしてもらえただろう。でもおまえは国の巫かんなぎともなった。望まなくてもそうなった。なぜならおまえが手懐ける竜は、国の守護者だ」

「はい」

「辰たつ弥みの伯はくも織部大たい輔ふも、凶きよう事じを予想し、警けい戒かいした。ゆえにこうしてひそやかに神事にあたらねばならなくなったわけだが、この大内裏で、完全に隠し事などできるはずもない。どうしたって話は漏もれる」

「星宮様は神事の最中に私になにか起きるとお考えになって、社に来てくださったのですね」

「あまり役に立たなかったがなあ……」

「とんでもないことです。これ以上なく高貴なご慈じ悲ひです」

　星宮は困ったように眉まゆを下げた。

「呪じゆ詛そを仕掛けてきた者の正体はまだ摑つかめていない。事が起きたばかりだからね、おまえの命を狙ったのか、そう見せかけて別の意図があるのかも不明だよ。そこでだ」

「なんでしょうか」

「その手が治るまで、おまえは私の院ですごしなさい」

「……えっ」

「えっ？　嫌いやなのか!?」

　驚おどろく紗良に、星宮までつられて動どう揺ようする。

「違います！　ですが私などが星宮様の院にお仕えするなんて恐れ多いことですし……！」

「うん!?　待て待て、私に侍はべる必要はないぞ？　もしや警戒したか？　私が、あれを、夜ばいなどをすると思ったか？　違うぞ、私は竜りゆうに殺されたくない！」

「そんな心配などしておりません！　だいいち私のように粗そ末まつな者を星宮様が相手になさるはずもなく！」

「いや！　そんなことはないが！　私は健けな気げなのが好きだぞ!?」

　あわわわ、と二人で慌てた。「なにを言い合っているのですか……」と百瀬が冷たくつぶやいた。永見のほうは無我の境地という表情だ。乙世など、あきらかに眠ねむたげな様子。白羽はてくてくとその辺を自由に歩き回っている。

「戯れのために紗良を手元に置くわけじゃない。ほら、神事だって終えていないだろう！」

「そうでした！」

「首謀者が判明するまで安全な場所にいたほうがよいだろうし。……本音を言うなら！　いまおまえを竜のもとに返せば、なぜ呪詛から守らなかったと私が恨まれる！　竜の怒いかりを辰弥伯たちになだめてもらいたい」

　一番心のこもった声で言われた。……孫まご廂びさしのほうから、ぷっと笑い声が聞こえた気がする。女によ官かんのだれかだろう。

「紗良も、ここらで休みたくはないか？」

　彼は咳せき払ばらいののち、声こわ音ねを変えた。

「竜に……天てん都との者たちに翻ほん弄ろうされ続けて、息いきつく暇もなかったろう。親や兄弟とも離はなればなれになった。おまえは、与えられる贅ぜいを愛情の代わりにできるような娘むすめには見えない。心をすり減らすような日々が続いていたのではないか」

「そのようなことは──。私にもはや親はおりません」

「う、うん。そうかあ」

「ですが、故郷を愛しています。そこに住む人たちをいまも愛しています。愛情は、どんなに離れていたって失われることもなく、腐くさることもありません。思い出すだけで、いつでも甘く、優やさしく、心を潤うるおしてくれます。ですので、なにもつらいことはございません」

　実際、泣き暮らしているわけではない。姉妹のように育った紗さ和わ子この幸福を毎日祈いのっている。また地上におりられたらいいのだけれど。

「……おまえの純真が胸に痛い。近くにいても腐る愛を知っているだけに」

　星宮が小声でぼやく。

　その意味を聞き返す前に、彼はやけに必死な形相で百瀬たちを振ふり向いた。

「私の心が特別汚けがれているわけではないな!?」

「……」

　百瀬たちは呆あきれた目で星宮を見つめている。

「あの、星宮様。私はいまの暮らしもじゅうぶん以上に幸せです。竜の方々は皆優しい。督かみも、式たちも、私に声をかけてくれる。なにひとつ不足しておりません」

「こんな目にあってもか？」

　星宮が真ま面じ目めに問う。

「呪詛には驚きました。でもやっぱりつらくは思わないのです。星宮様も助けてくださいましたし、ほかの方々も……。先ほどお聞きしたように、きっと私の知らないところで手を貸してくださった方々もいたのでしょう。──ですが、もしもこの呪詛が私を殺したいと思って放たれたものなら、少し酔すい狂きようなことをされる方だなと奇き妙みように思いました」

「酔狂？　暗殺がか？」

「はい。その──私を殺したい理由は国こく巫ふにふさわしい身分にない冶や古こだから。ですが、そもそも冶古とご存じなら、急いで殺す必要などないということにもお気づきでしょうに、なぜなのかなあ、と」

　意味がわからない、というように星宮はきょとんとする。百瀬と永見も似たような反応だ。乙世だけが不快と言いたげに顔をしかめた。

「恐れながら星宮様。私ももとは里人ですので、この者の考えがわかります。天都に召めされた冶古の大半はこちらの気になじめず、すぐに儚はかなくなる。殺す必要がないとはそういう理由でしょう。……手を下さずとも、しばし待てばよいのですから」

　乙世の説明に、星宮が紗良を凝ぎよう視しする。なにか、言葉を探す眼まな差ざしだった。

「……なるほど。少しな、おまえを不思議な娘だなあと感じていた。私の院に冶古はいない。が、十二庁へ出向けば、下働きの冶古を見るときがある。彼らは大たい抵てい、暗い顔をしている。目の奥に嘆なげきや失意が見える。しかしおまえにそういう荒すさんだ陰かげはなにも見えない」

　皆の視線が紗良に向かう。

「いまの話を聞いて、近く死ぬだろうという自覚がおまえにあることも知った。それでも、まことにつらくはないのか？」

「はい」

「山月府へ戻もどりたくはないのか」

　聞かれるだろうと思ったその問いは、身構えていてもやはり胸にくる。

　紗良は袖そでの中でひそかに拳こぶしを握にぎった。

「竜の方々に大きな恩があるのです。私には、お返しできるものが自分の身しかありません」

「どんな恩だ。おのれの命を手放すのも厭いとわぬほどの大恩か？」

「愛する故郷を救っていただきました。私の命も惜おしんでくださる。私という者を、毎日気にかけてくださる。理由を挙げるなら、いくつも。ですが、ただ、私はおそばにいられることが嬉うれしいのです。あの優しい方々が好き」

　いまとなっては、それだけなのだと思う。自然と笑えみが漏れる。

「この天都も、まるで夢のようです。物音に怯おびえずに夜をすごせる。どこもかしこも香かぐわしく、美しい。私はいつも幸福な夢を見ている。終わらないでほしいと思うほどです」

　惚ほうけたように耳を傾かたむけていた星宮は、急に厳しい表情を見せた。いや、懸け念ねんの表情か。

「紗良。やはりおまえはしばらく院にいたほうがいい。きっと心がここに、いまの暮らしに追いついていない。日々の忙せわしなさが、おまえの感情を凍こおらせてしまっている」

「ですが、ご迷めい惑わくになると思います。それに、自分にまだ時間があるうちに、竜の方々のお世話もさせていただきたいし……」

「竜はきっとおまえに執しゆう着ちやくしているだろうな。そうであろう。竜の思いが手に取るようにわかる」

　星宮は遠くへ投げ捨てるような乾かわいた声を聞かせた。

「なるほど、これは選ばれた娘だ」

　紗良は、口をつぐむ。どうも星宮と紗良の認にん識しきに、大きな隔へだたりがあるように思えてならない。深刻な顔をされると戸と惑まどうというか。

　紗良の考えは突つきつめると、残りの命が少ないのなら有意義に使わないともったいない、というだけだ。ただ泣いて終わるだなんて退たい屈くつすぎる。

　しかし前に、姉妹のように育った紗和子から「紗良って本当、風ふう雅がとか情じよう緒ちよとかを織り機のように叩たたき壊こわして蹴け散ちらす性格よね」としみじみ言われたことが。

「その理由をおまえ自身が気づくまで、私のもとにいなさい」

　星宮が微笑ほほえみながら、それでも拒きよ否ひを許さぬ口調でしめくくった。
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　その夜、紗良は単衣ひとえに綿わた衣ぎぬを重ねて、対たいの屋やに与あたえられた部屋をこっそりと抜ぬけ出した。月の明るい夜ではあったが、それでも手て燭しよくがなければ進めない。

　足音を立てないよう気をつけながら簀すの子こ縁えんへ出る。世話になっている身であまりふらふらしては不ふ審しんに思われるだろう。庭へ出ることはあきらめ、階きざはしに座りこむ。手燭は脇わきに。

　白く光る月を見上げ、昼間の藤江の言葉を思い出す。心がここに追いついていない──。

　そう言われても、と紗良は綿衣の前をかき合わせてつぶやく。

　責められているような気分になるのは、多少なりとも自覚があるためか。

　だが予想もしていなかった事態に次々と巻きこまれているのだ。そんな忙しない日々をすごしていれば心だって、息も絶え絶えになるだろう。

　むっと眉まゆ根ねを寄せたとき、寒風が首筋をさらった。綿衣を羽織っていても肌はだ寒ざむく感じる。

　木々は、花盛りと言わんばかりに鮮あざやかな紅色の葉をまとっているが、すでに冬の季。室しつ礼らいもその通りに。空気が冷えていて当然か──そう納なつ得とくしたあとで、紗良は苦く笑った。

　いつのまにか……そうだ、いつの間にか、贅ぜい沢たくが身についているじゃないか。

　こんなに上等の綿衣を羽織っていて、炭す櫃びつも用意してもらっているのに、寒いと感じている。山月府で暮らしていた頃ころは、皆みなと身を寄せ合って暖を取っていたのに。

「寒い──」

　どうしてなのか、いまのほうがずっと寒く感じるのだ。

　なんだか、ひどく帰りたくなった。ここよりもずっと過か酷こくで寒い、あの懐なつかしい村へ。

　気持ちが高ぶり、知らず立ち上がったとき。やけに前方が明るいことに気づく。

　月明かりのせいかと思いきや、小川のそばに立つ松の木が全体的に淡あわく発光している。

　啞あ然ぜんとして、階をおり、そちらへ近づく。

「え……」

　わけがわからない。たしかにここに立っていたのは松の木なのに──見事な大木に化けている。

　ふわ、とふたたび寒風が押し寄せてきた。その冷風に、甘い香かおりがまざっているのに気づく。花めぐりをしているわけじゃないが「……木もく蓮れん？」と香りの正体を探さぐった直後。

　大木に、一いつ斉せいに白い花が開いた。つややかに輝かがやく、白はく木もく蓮れんだった。まるで月がここにおりてきたかのような明るさで、紗良は言葉もなく立ち尽つくした。

　白木蓮がざざざとゆれる。花びらが、気づけば衣ころもへと変わり、人の形を生む。

　はたして花精でも来られたか、と息を吞のんで見守れば、袖をひらりと優ゆう雅がに翻ひるがえして枝から飛びおりてきたのはやんごとなき竜りゆうの君、由衣王だった。直衣のうしは白木蓮の花で紡つむいだような真白い固地綾あや、そして片手には檜ひ扇おうぎ──ではない。紗良は目を疑った。瓶へい子じではないか。

「よ、宵よい霧ぎりの君でいらっしゃいますか？」

「んんー…？　紗良。紗良か？」

　え、どうしたんですかその笑顔──とおののく紗良に、異様なほどににこにこした由衣王が近づいてきて、肩かたを摑つかむ。というより抱だきつかれる。いや、寄りかかられる。重い……とつぶやいてしまったのは許してほしい。

「瓶子を持っていらっしゃる、ということは……酔よっておられますね？」

「どうだ、夢路を渡わたっておまえに会いに来てやったぞ。健けな気げとは思わぬか」

　目め尻じりを下げて満面の笑み。こんなに陽気な由衣王は見たことがない。

　物の怪けに取り憑つかれているのではと疑いそうになる。……これが酒の魔ま力りよくか。

　酔っていても竜の美しさは健在で、だからこそ始末に悪い。日ひ頃ごろ、ふてぶてしさの大王と言わんばかりの者が、こうも甘えるように微笑み、ぎゅうぎゅうと抱きついてきたら。

「宵霧の君！　寒いでしょうから、中へ！」

　鼓こ動どうがおかしくなってきた。身を離はなしてほしくて、由衣王の背に腕うでを回し、ぱたぱたと叩く。

「紗良……、あのな。実はな、俺の正体は──」

　由衣王は紗良の肩に額を押しつけて、急に深刻な声を出した。紗良は身構えた。

「は、はい」

「俺なんだ」

「……。存じ上げておりますが」

　紛まごうことなくただの酔っぱらいだった。

「そうか。知っていたか。紗良は賢かしこいな。よしよし」

「…………。おほめいただき、光栄です」

「紗良、俺と踊おどるか」

「え!?」

　ははは、と由衣王が笑って身を離し、瓶子を掲かかげる。えっ、えっ、と慌あわてる紗良に、彼は楽しげな目を向けた。

「月に花にさあ舞まえ舞え、と言いたいところだが。あやかしとも踊らねばならないか」

　あやかし？

　ぎょっとした瞬しゆん間かん、由衣王は瓶子を振ふった。──いや、瓶子が、檜扇に変わっていた。もとから扇であったのか、それとも別のなにかであったのか……、紗良は混乱した。そういえば先ほど由衣王は、夢路を渡ってきたと。

「紗良、ゆくぞ」

　ぐっと腰こしを摑まれ、片かた腕うで一本で身を担かつぎ上げられる。あたふたしたとき、目に飛びこんできたのは、いつの間にか周囲に浮ういていた青白い怪かい火かの群れ……。よく見ると、花か冠かんを載のせた鬼き女じよの生首が燃えているのだった。

「かむろの怪の一種よ。嚙かまれると、呪じゆ詛そされる」

「なぜ怪が──うわっ!?」

　由衣王は紗良を抱かかえたまま、舞うように大きく一歩を踏ふみ出した。そこで、襲おそいかかってきたかむろの怪を扇で打つ。その拍ひよう子しにぐらっと身がゆれ、紗良は由衣王の肩から落ちかけた。

　慌あわてる紗良を器用に一度地面へおろし、くるっと背に隠かくして、今度は次のかむろを薙なぎ払はらい。

　そしてまた紗良を担ぎ上げて数歩下がり、身を翻すと同時に三体目を、ぱしり。

　──舞うのか、戦うのか、はっきりして……！

　心の中で色々と叫さけぶあいだに由衣王は、かむろをすべて打ち払った。そうして月下に開演したあやかし舞まいは終わりを告げる。

　散々身をゆらされたおかげで、地面に足をつけたときには目が眩くらんだ。

「やあ、よい夜だ」

　と笑う由衣王に、紗良はぜえぜえと喘あえぎながら胸中で返す。どこがです……！

「紗良、俺は月になりたい」

「は、はあ」

　酔っぱらいに脈みやく絡らくを求めてはいけない。村の男たちもそうだった。

「おまえが明かりのない夜に寂さびしさを募つのらせて見上げるとき、光をやれる」

「宵霧の君──」

　胸を貫つらぬかれたような思いで見上げれば──。

　紗良は噴ふき出しそうになった。そんなに険しい顔で恥はじらわずとも……。

　見るなと言うように、腕うでの中にむぎゅっと抱えこまれる。由衣王の衣ころもから花の香りがふわりと立ち上った。酒の匂においもほんのりと。

　ふと思い出す。竜は酒に強いのだ。どれほど飲んでも酔わないはず。

　だとしたら先ほどの言葉は酔っぱらいの戯たわ言ごとではなく、本心？

　由衣王の不器用な優やさしさを知り、紗良は身体からだの中心に明かりがともったような気がした。

　──嬉うれしい。

　もっと聞きたい。もっと聞かせて。そういう貪どん欲よくな思いに突つき動かされる。

「なぜ、私に会いに来てくださったのですか？」

　彼の衣の胸に頰ほおを押し当てたまま尋たずねれば、短い沈ちん黙もく。そののち、かすかな吐と息いきを聞く。

「なぜって、会うのに理由が必要か」

「いいえ……、私も、お会いしたかった。勝手な行動を取ってしまいすみませんでした」

「まったくだ、許しがたいぞ」

「でも、あなたは会いに来てくださる──宵霧の君、これは夢でしょうか。私たちは夢の中におりますか？」

「なんでもいいだろう。ここにいることは確かだ」

　紗良はいつも幸せな夢を見ているが、これが一番素す敵てきかもしれない。そう思う。

　花も月も美しく、夜の隅すみ々ずみまで輝かがやかしく、きらきらと……。

「はい。そうですね──。宵霧の君の香かおり、私、好きです……」

　紗良はぎゅっとしがみつく。

「由衣王、あなたの御み名なも、好きです。美しいものもそうでないものもすべて身にまとう名。由衣王は、由よしなし物語ではなく、豊かな、由あり物語の方なんだわ」

「──」







　そして気づけば翌日で。

　いつの間に室へやに戻もどってきたのかまったく記き憶おくにないが、紗良は夜具の中でしっかり寝ねこけていた。

　でも頭のそばにはころりと白い花がひとつ。

　その花を両手で抱え、微笑ほほえみながら口づける。夢でもいい、あなたに会えて嬉しかったから。
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　星せい波は院いんでの生活は想像していたよりもずっと快適だった。

　下人から女によ官かんまで気のいい使用人が多く、緊きん張ちようせずにすごすことができたし、与あたえられた室へやは対たいの屋やの奥なので貴人の訪おとずれがあっても気をつかわずにすむ。というより星波院に伺し候こうする者が意外にも数少ない。皇太子という立場上、勢力争いは当然避さけて通れぬ問題で、人間関係もより複雑に絡からみ合ってどろどろしているのでは、などと邪じや推すいしていたのだが、その辺、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりさっぱりとしている。

　おかげで紗さ良らは、久しぶりに心こころ穏おだやかな日々を送っていた。

　女官たちは楽しい話し相手で、皆みな年上であったからか、ほどよく甘やかしてくれる。手のひらの斑はん紋もんも日に三回の呪じゆ詛そ祓はらえの効果で薄うすまりつつあった。

　──こんなにのんびりするのは、いつ以来だろう。

　院に来て六日目。昼の祓えを終えて、南庭の向こうにある池のまわりを散策しながら、じっくりと自分の心を覗のぞきこむ。

　思えば、ずいぶんめまぐるしい日々をすごしてきた。ある日、突とつ然ぜん冶や古こになり、竜りゆうの世話を命じられ、右往左往して……そしていまは、まさかの星ほしの宮みやと知り合い、院ですごすようになっている。自分が大物にでもなった気分だ。

　四竜は今いま頃ごろなにをしているだろう？

　日々の支し度たくに関しては優ゆう秀しゆうな式たちが宮に仕えているので困ることはないだろう。

　反り橋のそばに生えていた桃もも色いろの野花を一本抜ぬき、それを左右にふらふらさせながら紗良は胸中でぼやく。

　──でも、宵よい霧ぎりの君の寝ね癖ぐせを直すのは私の仕事……。

　由ゆ衣い王おうは寝癖がつきやすい髪かみなのだ。あと、わりとおかしな収しゆう集しゆう癖へきがある。矢や尻じりや勾まが玉たまを集め出したのでそれをどうするのかと尋ねたら、竜気を浴びせて妖よう鬼きを生み出そうと企たくらんでいたとか。どのくらい紅葉もみじを集めたら池を埋うめられるかとか。とにかく発想がおかしい。おかしくて、なんだかかわいい。あんなに酷こく薄はくそうな美び貌ぼうの持ち主なのに突とつ拍ぴよう子しもないことを思いついては実行に移そうとするのだ。

　見た目に反して奇き行こうに走るのは月つき時じ王おうもか。

　彼はこのあいだ、竜化したときに海で小こ鯨くじらや鮫さめを捕とらえ、それを生きたまま宵霧宮に持ってきた。口に咥くわえてだ。……海のことなら紗良はだれより詳くわしい自信があったが、鯨ってあんなに物悲しく震ふるえるんだ……、という事実をはじめて知った。月時王はその鯨を優う曇どん華げの里の池に放して飼うつもりだったらしい。もちろん、全力でとめた。

　多た々た王おうまでも人魚を作りたいと言い出して月時王が持ってきた鮫に人骨をくっつけようとするし、小こ瑠る王おうだって自作の衣がほしいと思いついて宮で大量に蚕を飼おうとするし。なにしろ山を抉えぐり、土地ごと持ってこようとした。……どれもいけない。

　本当なにをしているんだろうか、あの竜たちは。あらためて考えるとめちゃくちゃだ。

　でも悪気なんて少しもない。基本は探究心の赴おもむくままか、紗良をちょっと驚おどろかせようと企んでいるか、あるいは珍めずらしいものを贈おくってやろうなどという善意で動いている。ただその善意が常人の想定を越こえすぎているだけで。

　竜たちの奇行を思い出しているうちに、なんだか寂さびしくなってきた。

　……里心みたいなものだろうか？　彼らに会いたい。

　──考える時間がありすぎるのもあんまりよくない気が。

　手にしていた花で、肩かたの上にいる白しろ羽ばの嘴くちばしをちょいちょいとくすぐる。白羽はぱくりと花びらを咥えた。その一枚をぶちっと豪ごう快かいに毟むしり取られてしまう。

「……白羽も私と同じで、風ふう雅がと無む縁えんだよね」

　なにを思ったのか、白羽はそれを紗良の髪の中に隠かくした。またもう一枚を毟って、同じように髪に突つっこむ。

　まさか人の髪で巣作りを……？　と微び妙みような気持ちになったが、好きにさせることにした。

「ねえ白羽、それにしても竜の方々って薄はく情じようじゃない？　院でお世話になる理由をちゃんとお知らせしたのに、まったく音おと沙さ汰たがないんだもの」

　毎日のように文ふみを送っているのだ。なのに一度も返事が来ない。

　院から宵霧宮までの距きよ離りと文を運ぶ手間などを考こう慮りよする必要はない。乙おと世よが鳥の式を飛ばして運んでくれるのだ。

「……返事をいただけるって当たり前に考えてしまった私が贅ぜい沢たくなのかな」

　無意識に甘えているのか。

　悩なやむ紗良の頰ほおを、白羽がつつく。どうやら手にしていた野花の花弁を全部毟ってしまったらしい。新しい花を寄よ越こせと催さい促そくしているのだ。

　反り橋を渡わたったあと、地に咲さいていた花を折る。今度は白い花弁。白羽のほうに近づけると、喜んで花びらを毟り、紗良の髪にくっつける。

「まだ怒おこってらっしゃるのかなあ。勝手に神事に挑いどんだこと。でも、竜の方々はきっと私がそうするって予見していたと思うのよ。白羽はどう思う？」

　知らん、そんなことより花びら寄越せ、と不満げに翼つばさで後頭部をばさばさと叩たたかれた。また新たな花を折り、白羽に近づける。

「私にはあんまり時間が残されていないのよ。できる限り……身体からだが動く限り、竜の方々のお世話をしたいんだけど、うまくいかないわ」

　まだ斑紋がうっすらと残っている自分の手を見やる。残り少ない命の自分なんかをわざわざ暗殺してどうするんだと本気で不思議に感じるが、他者の考えは違ちがうらしい。

　わけがわからない、と紗良はぼやく。皆みな、無力な冶古だと侮あなどるくせに、勝手にこちらに野心があると決めつけて警けい戒かいするのは本当、なぜなのか。

　そういった不可解な出来事のひとつひとつに困こん惑わくさせられっぱなしだ。

「竜のおそばにいたいだけなのに」

　うなだれながらもふたたび花を摘つむ。白羽はせっせと花びらを毟って紗良の髪にくっつけている。自分の髪がどうなっているのか確かめるのがちょっと怖こわい。

　──私には、あとどれくらいの猶ゆう予よがある？

　穏おだやかな時間をすごせてはいるものの、またじわじわと体調が悪化しつつある。どういう周期でそうなるのかは不明だが、具合が悪くなったと思ったら急に回復し、やがてまた月が欠けるように気け怠だるさを感じ始めるのだ。一日中走り回れるほど調子のよいときは竜の心の声が聞こえるが、これはきっと白羽の霊れい力りよくと共鳴でもしているのだろうと紗良は納なつ得とくしている。

「健康な状態が長続きしない。私の身体ってつくづく榔ろう月げつ府ふの気と相あい性しようがよくないのね」

　紗良は苦笑いを浮うかべる。正直なところ、斎さい花かに選ばれたときに多少は期待を抱いだいた。こちらの空気や、竜の身を清めた際にもらい受ける穢けがれにも耐たい性せいがつくようになるんじゃないかと。しかしなんの変化もなかった。

「ここは美しすぎて、だから私のような者は受け入れてもらえないんだわ」

　一時の夢だ。やはりその考えに落ち着く。

　薄うす雲ぐもが棚たな引びくやわらかな色合いの空を仰あおいだとき、背後から「なにが受け入れられないって？」と声がかかった。

　振ふり向くと、蘇す芳おうの直衣のうし姿の星宮が微び笑しようを浮かべて立っている。

　瞳ひとみの奥に気き遣づかうような光があることに気づき、紗良は急いで表情を取り繕つくろった。珍しく彼は一人でいると思ったが、後方の楓かえでの木のそばに女官と永なが見みが控ひかえているのが見えた。

「紗良、もしかして院の者がなにかおまえに不快な思いをさせたかな？」

「いえ！　皆みな様さまとてもよくしてくださいます」

　独白を聞かれていた恥はずかしさに頰が熱くなる。星宮は一歩近づくと、急に微妙な顔をした。

「おまえは花はな園ぞのにでも頭を突っこんだのか？」

「花園？　……あ」

　白羽の巣作りか。

　頭を振って髪にくっつけられた花びらを払い落とそうとしたら、星宮が小さく笑った。

「待て、待て。獣けものの子じゃあるまいし……。取ってあげよう」

「ありがとうございます」

「紗良といると、私は新しいおのれを発見する。だってな、私がこうして手ずからだれかの世話をするなど、本来ならありえないことなんだぞ？」

「ああっ、申し訳ありません！　自分で取ります!!」

　国の皇太子になにをさせているんだと紗良は青ざめた。しかし星宮は楽しそうだ。

「散策につき合え。なんなら花園のほうへ行くか」

「……白羽にそこら中の花びらを毟られてもよろしいのでしたら」

　好きにさせるといい、そうおおらかに言って星宮が紗良の手を取る。

「ははは、未み婚こんの娘むすめと手をつないでしまったなあ！　これで私も色男の仲間入りだ、ふふふ」

　色男なんていう言葉からほど遠い無む邪じや気きな笑え顔がおを見せられ、紗良は気が抜けた。

「むしろ兄上様みたいな……」

　だから皇太子を兄扱あつかいするとか、不敬にすぎる。懲こりずにこんな失敗をしてしまう自分に、紗良は喉のどの奥で呻うめく。

　けれど、ここで「兄！」と袖そでで口元を覆おおって頰をそめる星宮もどうかと思う。兄弟ならたくさんいるだろうに。

「兄か！　うむ、呼んでみよ。許すぞ」

「えっ？　とんでもない！　恐おそれ多いことです！」

「気にするな、私しか聞いていないよ。兄上様と呼びなさい」

「で、では……兄上様……？」

「槙まき成なりだ。藤ふじ江えというのは幼名だからな。ほら、槙成兄上だぞ」

「!?　そんな、さすがにそうお呼びするのは……っ」
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「よいではないか、よいではないか。さあさあ」

　言い方があやしい。

「……ま、槙成兄上……」

　大だい丈じよう夫ぶだろうか、どこからか弓矢や槍やりが飛んできたりしないだろうか。明朝、不敬罪で処しよ刑けいされないだろうか？

　そうはらはらする紗良の横では、星宮が両手で頰を押さえて、ぬふっと変な呻うめき声を上げていた。

「なんだこの、胸が疼うずくような感覚は。心が浄じよう化かされる！」

　肩かたの上の白羽が、非常に胡う散さん臭くさいものでも見るような視線を星宮に向けている。

「ふふ、私の妹よ、んふふ、じゃあ、花園に行こうか！　私が、この兄が！　妹君のために花か冠かんを作ってやろう」

「はい、兄上様」

　──と、まさか星宮とのこういう和気あいあいとした時間が誤解に誤解を招くとは夢にも思わず。そういえば女によ官かんたちもはじめの頃ころに「遅おそすぎる恋こいの季節」がどうのこうのと言っていた気がするが、それが院の外にまで広がり、噂うわさされることになろうとは。

　もしかしなくても、兄妹きようだいと呼び合ったせいだ。つまり妹いも背せと思われた。

「女によ人にんに興味を示さなかった星宮がついに妃きさき候補を囲った」「目に入れても痛くないというほどの寵ちよう愛あいぶり」「斎の娘は星ほし姫ひめと呼ばれ、ゆくゆくは妃の一人に」というおひれのついた話が竜りゆうのもとまでとどくなんて、本当に予想もしなかったのだ。
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　四竜の宮がそれぞれの路みちの果てに設けられているのは、竜化した際、図と京きようの人々に姿をなるべく見せぬためでもあるという。とくに由衣王は竜の姿を人に見られることを嫌きらう。

　そのため、彼らが山さん月げつ府ふに出現した怪を討とう伐ばつに行くときも、気まぐれに空中散策をするときも、人の集まる図京の上空を渡わたることはまずない。

　また、竜の咆ほう哮こうは突とつ風ぷうを招く。

　たとえば彼らが大だい内だい裏りの上空でちょっと鳴いたとしたらどうなるか。

　そこに突とつ如じよとして巨きよ大だいな竜たつ巻まきが発生し、人々を恐きよう慌こう状態に陥おとしいれてしまうだろう。四竜が本気になって一度に鳴けば、嵐あらし程度ではすまない。前に梨り乃のが恐れていたことが起きかねない。榔ろう月げつ府ふと山月府で、時の巡めぐりがずれ始める。天と地で、昼夜あるいは四季が逆になってしまう。

　竜自身もそういった危険には気づいている。だから、いたずらに人々を不安にさせないよう図京上空での飛ひ翔しようを避さけるのだ。

　もしもそうと知った上で飛翔するとしたら、図京に人の手では拭ぬぐえぬほどの凶きよう事じが発生したときか、それとも神しん罰ばつを恐れぬ何者かが竜の怒いかりに触ふれたか。







　──仰ぎよう天てんするような噂が広まっていることなどついぞ知らぬまま、穏おだやかに数日がすぎた。

　最近の白羽は、花園に咲さく花々を毟むしって紗良の髪かみに付着させる行こう為いになぜか執しゆう心しんしている。よくわからないが、楽しいらしい。花園を飛び回っても星宮は笑って許してくれるが、彼の随ずい身しん二人の視線がそろそろ痛くなってきた。

　罰を受ける前にと、もうやめるよう白羽に何度か注意をしたのだが、懲りずに隙すきを突ついて花園に行ってしまう。

　この日も、気がつけば肩に乗っていたはずの白羽が消えていた。

　紗良は慌あわてて花園のほうへ向かった。西の対たいの屋やの裏手にその区域が設けられている。

　通廊を使わず、簀すの子こ縁えんをおりて外に出る。いまは宵よい霧ぎりの宮みやでも着用していたような白しら拍びよう子し姿なので歩きやすい。ただし袴はかまの色は青い。

　先日までは目をきらきらさせた女官たちに身なりを整えてもらっていたのだが、豪ごう華か絢けん爛らんな衣装の重みにとうとう負けた。長袴の裾すそを踏ふんでしまい、庭へ続く階きざはしから転がり落ちたのだ。地の上に突っ伏ぷした紗良を見て、星宮も百もも瀬せたちも絶句した。女官たちも息をとめていた。

「無理はしなくとも……」

　という星宮の気き遣づかい溢あふれるありがたい言葉で、紗良はついに動きやすい水干姿を許されたのだ。女官たちは残念そうな顔をしていたが、水干姿を咎とがめることはなかった。もともと紗良は神か奴め冶や古こ、そして斎さい花かという立場にある。どちらも神に属する者としての意味合いが強い。そういう相手に頭ごなしに批判はできない、と考えているらしい。

　おもしろいことに、竜りゆう神じんを祀まつる辰たつ弥み庁ちようの役人よりも星波院に仕える人々のほうがよほど神しん威いを恐れており、敬う心を持ち合わせている。

　星波院仕えの大半は、織しき部ぶから配属された者だという。神しん霊れいへの信しん仰こう心が厚いのだ。

　そういった理由もあって、紗良個人を、四竜に認められるほどの霊たまの持ち主だと評価してくれている。里人とわかった上で。竜に見み出いだされたから渋しぶ々しぶ認めてやった、という態度ではないのだ。この違ちがいは、大きい。

　彼らのこうした誠実な言動が、知らぬ間に少しずつ紗良の心をときほぐしたようだった。

　なるほど、星宮が、しばらく院にいろと言うはずだ。

　一人の人間として受けとめてもらえることは、意識に大きな変化をもたらす。自分という存在を確実なものにする。ここで現実に生活しているのだという自覚をうながす。

　つらつらと考えながら、紗良は白羽を探して花はな園ぞのへ歩く。

　時刻は正午。今日は日差しがあたたかい。少し前のにわか雨に濡ぬれた野草がつやつやと輝かがやいている。その目ま映ばゆさに瞬まばたきを繰くり返し、細く嘆たん息そくする。

　──上に立つ方って、人をよく見ているんだなあ。

　星宮は、皇太子という立場にありながらも気さくで話しやすい。……話しやすい、と錯さつ覚かくさせてくれる。これは星宮の能力のひとつだ。

　紗良は村で色々な人間を見てきた。山月府では他者とのつながりが生死をわけることもあるので、積極的にあちこちに顔を出した。そういう暮らしの中で、星宮のように、だれに対しても親しみを感じさせる者と知り合ったことがある。このたぐいの者は大たい抵てい親切で、我が慢まん強づよく、想像する以上に利口だ。一方で、親身になって他者に共感してくれるのに、その他者からの共感は求めない、させてもらえないという特とく徴ちようがあった。

　──じゃあ、いったいだれが星宮様をわかってあげるんだろう？

　紗良は悩なやむ。ずいぶん世話になったので彼にもお礼がしたいのだが、なにをすれば喜んでもらえるのかまったく見当がつかない。

　そういえば、竜たちもはじめの頃は求めているものがよくわからなかった。

　ともに日々をすごすうち、彼らが望んでいるのはとても些さ細さいなことだと気づいたのだ。それは、目が合ったときに微笑ほほえみを見せることだったり、なにげなく放たれた小さな言葉を肯こう定ていすることだったり……。

　紗良はふと足をとめる。竜たちに会いたい。

　──叱しかられてもいいから、宮に帰りたいな。

　でも、もうおまえなんていらないって言われたらどうしようか。だってずいぶん日数がすぎたのに、一度も返事をくれない。見限られたかもしれない。だとしたら、星波院を出たあと、どこで生きていけば？　紗良の命はとうに彼らのものだ、彼らのために死にたいのだ。

　そこで、ふっと目を見張る。

　彼らのために死にたい、と思うことはもしかして、愛されたい、と願うことと同じじゃないだろうか。

　愛されたいから、会いたい？　いや、愛いとおしさが募つのってやまぬから、会いたい……？

　──でも、それってどういう愛？

　頭に浮うかんだその疑問に心臓を摑つかまれ、紗良は息をとめる。なぜだか激しく狼ろう狽ばいし、頰ほおを両手で押さえたときだ。

「星ほし姫ひめ！」

　背後から強く呼ばれ、自分の考えに没ぼつ頭とうしていた紗良は飛び上がりそうになった。

　理由は謎なぞだが、気がついたら紗良は星波院仕えの女官たちに、むふふと笑われ、「星姫」と呼ばれるようになっている。

「えっ……、いえ、私は星姫とかではなく……」

　訂てい正せいしながら振ふり向けば、近づいてきたのは、この院でははじめて見る年若い女官だった。といっても星波院に仕官する者たちの顔を全員覚えているわけではない。

「私になにか用ですか？」

　紗良が暇ひまそうだったので声をかけてきたという雰ふん囲い気きではなかった。女官の年は、紗良と同じ頃だろうか。長い黒くろ髪かみは青色の飾かざり紐ひもでひとつにまとめられている。やけに表情に乏とぼしく、隙がない。また、袿うちき姿ではなく、紗良同様に水干を着用している。そのことに少し戸と惑まどう。いまの星波院で白拍子姿を許されているのは紗良と、陰おん陽みよう師じの乙世が時々連れ歩く巫かんなぎのみだ。しかし彼女は、乙世が連れてきた者のようにも見えなかった。

　紗良がわずかに警けい戒かいを覗のぞかせたのがわかったのだろう、女は目の前まで来ると、切れ長の瞳ひとみを伏ふせた。その様子を紗良はじっと見つめる。

　──この人、どこかで……。

「私はこの星波院に鏤ちりばめられた〈星ほし影かげ〉の一人です」

　女は囁ささやくように告げた。

「星影？」

「はい、常には表に出ぬ影の者です。……我らの存在について、星宮様からお聞きではありませんか？」

「いえ」

「そうですか」と女は低い声で答えると、かすかに困ったように眉まゆ根ねを寄せた。紗良が知らないとは思わなかったという戸惑いの空気を感じる。しかし彼女はすぐに無表情に戻もどる。

「……では、星波院で変異が起きたときに動く者とお考えください」

「変異？　もしかしてここでなにかあったんですか」

　女の言葉に、紗良は緊きん張ちようした。この星波院で変異が……？

「どうかお心を強くしてお聞きくださいませ。こちらに刺し客かくがもぐりこんでおります」

　女が鋭するどい目を紗良に向け、早口で説明した。

「星宮様が不在のときを狙ねらったのでしょう。危機がありし際にはあなたを院からお連れするようにと命じられています。どうぞ私とともにこちらへ」

「で、でも──ほかの方々は？　屋や敷しきにはまだ女によ官かんたちがいます。彼女たちにも声をかけないと」

「星姫。私の役目はあなたを守ることです。ここでみだりに騒さわげば、それこそ侵しん入にゆう者はなにを仕し掛かけてくるか。まだこちらが気づいていないと思いこんでいるうちに逃にげねばなりません」

　紗良はいったん押し黙だまった。だがすぐにふたたび口を開く。

「白羽を連れていきたいです」

　あの白しろ烏がらすは瑞ずい鳥ちようだ。もしもここで息絶えるような事態になれば、どんな噂うわさが立てられるか。星宮の行く先に不吉な影を落としかねない。

「私以外にも星影が院にひそんでいます。その者たちがいま、刺客の特定にあたっています。繰り返しますが、私に与あたえられた任務は星姫の警護です。ここで悠ゆう長ちように問答して敵に気づかれるわけにはいかないのです」

　それでも紗良はためらった。国の皇太子である星宮の命令ならなによりも優先されねばならない。紗良自身もまた、どんなに自覚がなくとも、いまや要人なのだ。星波院で死ぬわけには……死という穢けがれを残すわけにはいかない。

　そうわかっていても、白羽の安否が気になってしまう。

　女は焦じれたのか「お許しを」と一言短く告げると紗良の手を取り、早足に移動し始めた。紗良は何度か花園のほうを振り向いたが、結局女に従った。

　手を引かれて向かった先は西門だ。築つい垣がきの手前に小こ振ぶりな神か車ぐるまが置かれており、羽う羽ば獅し童どう子じが待機している。近くには陣じん舎しやが設けられているが、扉とびらは閉め切られ、護兵の姿も見えない。本来ならありえないことだ。すでに侵入者の手が回っているのではないか。

「あの」

「星姫、お急ぎを。こちらにお乗りください」

　女は紗良の言葉を遮さえぎると、あたりを警戒しながら神車に近づいた。有う無むを言わせず紗良を車箱に押しこむ。次いで彼女も乗りこみ、後うしろ簾すだれをおろしたのちは、声をかけるのもためらうような厳しい表情で外の様子をうかがい始める。

　車輪のゆれが、座具を通して身体からだに響ひびく。

　車箱の中は狭せまく、二人乗るのが限度というほどで、明かりをもたらす油あぶ瑚ごも、脇きよう息そくもない。

　──もう少し状じよう況きようを説明してほしいけれど……。

　物見に目を向けたままの彼女の集中を切らさぬよう紗良はしばらくおとなしくしていたが、しだいにじっとしていられなくなり、心持ち身を乗り出した。

「車をどちらへ向かわせているのですか？」

「ひとまず紀きの務つかさ庁ちようへ。そこで今後の判断を仰あおぎます」

「紀務……？　では陰陽師を頼たよるということですか？　兵を抱かかえる褐かち部ぶ庁ちようには知らせずに？」

　あるいは、紗良を知る者が多い辰弥庁でもなく？　正体不明の侵入者に星波院が脅おびやかされているというのに、なぜ政まつりごと関連を担になう紀務庁へ指示を仰ぎにゆくのだろう。寮りようの陰陽師に助力を求めるつもりなら、まず乙世に連れん絡らくを取るべきじゃないだろうか？

「星影の方々は、紀務庁にお仕えしているということでしょうか」

「ええ」

「では、あなたも陰陽師？　それとも呪じゆ禁ごん士しですか？」

　紗良は問いを重ねるうちに違い和わ感かんを覚え始めた。

　星影という名めい称しようから、星波院……星宮その人のみに忠誠を誓ちかう集団であることは間ま違ちがいないだろう。が、いくら危機の最中にあるのだとしてもこうまで堂々と紀務庁へ駆かけこんでいいものなのか。庁の内部においても権力に絡からんだ抗こう争そうがあり、決して一枚岩とは言えないはずだ。とくに星宮など政争の渦か中ちゆうにある人物ではないか。なのにこうもあっさりと「影の者」たる星影という存在を明かす？　だれが見ているかもわからないのに？

　それとも紗良が知らないだけで、宮中では当然のように黙もく認にんされている存在なのか。

　──というより普ふ通つう、逃げるときにこれほど目立つ神車に乗る……？

　政争云うん々ぬん以前の問題だ。貴人はおっとりしているので逃とう亡ぼうの際にも神車を使うのかと思ったのだが、それにしたって。

　狙ってくださいと自ら敵に居場所を晒さらしているも同然じゃないだろうか。

　だいたい星波院にやすやすと刺客が潜せん入にゆうできるのか。

　こちらですごすようになってわかったことがある。のんびりした空気が漂ただよう院だが、実際のところはかなり守りが堅かたい。陣舎は東西南の三箇か所しよに設けられており、そこには必ず十名前後の護兵がつめている。正せい殿でんには異変の有無を調べに、陰陽師の乙世も訪おとずれる。

　また、皇族のみに飼育が許された鷹たかを空に飛ばし、常に警戒を怠おこたらない。そもそも大だい内だい裏りに位置する御ご所しよなのだ。どこよりも守護の盾たては厚い。

「……あなたのことを教えてくれませんか？　いつから星波院に仕えているんですか」

「私はただの影にすぎず、語る言葉を持ちません」

　女は素っ気なく答える。違和感はすでに警戒へと変わり、紗良に確信させていた。彼女は、だれかに命じられて紗良を院から連れ出したのだ。

　なぜ紗良がさほど抗あらがわず従ってきたのかというと、院を出る直前にかわした会話がもっともらしかったからだ。もちろん星宮に対する配はい慮りよが大部分を占しめているが。

　あのときの彼女は、紗良が星宮からなにも聞かされていないという事実に本気で困こん惑わくしていた。その様子を見て〈星影〉という秘密の護衛集団が本当に存在するんだな、と紗良は素す直なおに受けとめた。そして彼女が覗のぞかせた困惑の意味を「なにも知らぬ相手に説明したところで信じてもらえないのでは？」というふうに解かい釈しやくした。

　が、実際は「星影の名を出して信用を得ようとしたのに、知らぬのならば無む駄だ骨ぼねだ」という意味でのあの微び妙みような反応だったのでは。

　それで無知な紗良への説明を省き、少々強ごう引いんに連れ出したのだとしたら。

「……やっぱり、白羽が心配なので院に戻りたいです。引き返してもらってもいいですか」

　物見に視線を向け続けていた女がようやく紗良のほうに顔を向ける。狭く薄うす暗ぐらい車箱の中で女の目が獣けもののように輝かがやいているのがわかり、ぞっとする。こちらの警戒にはとうに気づいているだろう。だったら、少しでも油断してもらえるよう天上人の多くが想像する「危機には敏びん感かんだけれど臆おく病びようで考えの足りない里人」として振ふる舞まおうか。

「余計な真似まねはなさらぬほうがよいでしょう」

　女は、慌あわてることも威い圧あつすることもなく、低く告げる。

「はい、なにもしませんので、教えてください。紀務庁の、どなたにお会いするんですか？」

　黙もくする女に、紗良は問いを投げる。

「星影という存在自体は、本当にあるんですよね？」

　紗良は薄暗い中で目を凝こらす。女は表情に乏とぼしい。

　──でも、彼女とはなんとなくはじめて会った気がしない。なんでだろう。

「星影の皆みな様さまは、普ふ段だんから星波院にもぐりこんでいるんですよね。もしかして、私とよく双六すごろく遊びをしてくださる女官の中にも星影の方がいらっしゃる？」

　親しくなった数名の女官の顔を思い出す。それから天都へ召されたのちに会った者たちも。

　脳のう裏りにぐるぐると回る女たちの顔。──とある顔で、ぴたりととまる。彼女だ。院仕えの者ではなく、織部の女官。目の前の女は、社に同行したうちの一人でずっと面おもてを伏ふせていた若い女官と、顔の輪りん郭かくが似ている。

　──化け粧しようをずいぶん変えている。

　だからすぐには気づかなかったのだ。

　紗良は動どう揺ようを外に出さぬよう、女にまた問いをぶつけた。

「院の女官はたおやかな方ばかりなんですけれど……いざ戦えば、護兵よりも強かったりするんでしょうか？」

　星波院仕えの女官は、美女ぞろいだ。強そうには見えない。

「私も弓は得意なんですよ。竹で罠わなを作るのも。それに、前に暮らしていた村でも馬の扱あつかいがうまいって評判だったんです。駆けさせたら負け知らずで、だからふざけて益ます荒ら女めなどと呼ばれることがあって。それが知らぬあいだに噂になっていたんですよね。どんな大女なんだと隣となり村むらから興味本位で見に来る者もいたくらいです」

「……あなた、いまのご自分の立場をわかっていないんですか？」

　雑談に突とつ入にゆうしそうな紗良に冷たい視線を注いで女が話を遮る。とうとう我が慢まんできなくなったらしい。

「どういう立場なんでしょうか……？」

　弱々しく微笑ほほえみかけると、女は呆あきれたように小さく溜ため息いきを落とした。

　かすかな苛いら立だちを見せる彼女の様子をひそかに観察しながら、紗良は内心つぶやく。正確に言うなら「そちらは私をどういう立場にしたいのか」だ。

「いまからあなたを、ある高貴な方のもとに連れていきます」

「高貴な方……？　もしかして竜りゆうの方々のところへ？」

　わざととぼけたわけだが「違ちがいます」と女は即そく座ざに否定し、嫌いやそうな雰ふん囲い気きを漂わせた。紗良は、女について考えを巡めぐらせる。表情が硬かたいが、意図して無ぶ愛あい想そうに見せているわけではないようだ。もともと頑かたくななところがあり、それで表情に乏しく見えるらしい。

　──もしかすると、私よりも若い？

　同じ年頃ごろかと思ったが、もう少し下かもしれない。それに、まだなにか引っかかるものがある。なんだろうと探さぐりつつも、紗良はしつこく聞き続ける。

「では、院を離はなれている星宮様のところへ？　あっ、紀務庁へ行くと言っていましたものね、じゃあやっぱりそこの官かん吏りの方でしょうか？」

「……物もの怖おじせぬ方ですね」

　あきらかにばかにする口調だったが、紗良はへらりと笑い返す。それに、かちんときたらしかった。

「あなたは、星宮様に対しても礼れい儀ぎ知しらずな口を利きいていたでしょう」

　本当は「草くさ冶や古このくせに」という言葉まで続けたかったに違いない。さすがにそれはこらえたようだ。

　草冶古とは、天てん都とに召めされた里人の蔑べつ称しようだ。雑草のように生まれてくるのが里人だと、天上人らは思っている。

　愛想笑いを続けていると、いよいよ辛しん抱ぼうできなくなってきたようだった。彼女はもう侮ぶ蔑べつを隠かくさなかった。紗良を睨ねめつけ、斬きりつけるような声で言う。

「星宮様か竜りゆう神じんか。あなたが知る高貴な者とはその方々だけですか？　この天都にどれだけの貴人が存在するのか、その中のいったいだれが中心となって国政を動かしているのか、ちっとも知らないんでしょうね」

「ええ、まあ……」

　曖あい昧まいにうなずきながら紗良は少し感心する。

　──こういう人は、よく見る。

　相手の間ま抜ぬけさが許しがたい……「間抜けゆえ苦労してないように見える者がなんだか無む性しように腹立たしい」というやつだ。

「わかっていますか？　私は言いましたよね、星波院に刺し客かくが出たのだと」

「はい」

「私は、噓うそは言っていませんよ」

「そうなんですか？」

「まだわからないんですか。私です。刺客とは私です」

「……じゃあ、あなたは私を殺すつもりで、院の外へ連れ出したんですか」

　それはないだろうなと思ったが、だからといって怖こわくないわけじゃない。

　その淡あわい恐きよう怖ふを彼女はしっかり読み取ったらしい。勝ち誇ほこるように薄うすく笑う。

「いいえ。私はあなたを連れてくるよう命じられただけです。殺されるなら、そのあとではないですか？」

「私はその、あなたの言う高貴な方に殺害されるほどの恨うらみを買ってしまったんでしょうか」

　女は一いつ瞬しゆんぽかんとして、しかたなさそうに苦く笑しようする。

「ばかな方ですね……、恨みなんかなくたって殺す理由などいくらでもあるでしょう」

「そういうものですか」

「まあですが、今回は恨みで間ま違ちがいないですよ」

　物見からふたたび外をうかがうと、女は視線を紗良に戻もどした。

「だってそうじゃないですか。斎さい花かで、星姫ですよ。河原に転がっているなんの変へん哲てつもない石ころのひとつが、ある日突とつ然ぜん究極の宝玉に化けたようなものです。あぁ、あなたにはいまいちわからないでしょうね。たぶん、そうでしょうね」

　自じ嘲ちようする女を紗良はまじまじと見つめる。

「いいですよ、あなたを連れて来いと命じた方がだれか、教えてあげます。どうせこのあと会うのだし──それにあなたは、聞いてもわからないでしょう。なにも知らないんですから。それで、なにも知らないまま殺されるんです」

「……どなたなんですか？」

「紹しよう子こ内ない親しん王のうです。榔ろう帝ていの第四皇女で、母上はいまを時めく四門の、雪ゆき成なり家の姫ひめ君ぎみであらせられる詩うた子こ様です。榔帝の寵ちようはすでに詩子女によう御ごから離れて久しいようですが」

　紹子内親王。どこかで聞いた名前の内親王だな、と思い、すぐに納なつ得とくした。枇ひ儺だ式しきの日に下級女官が噂うわさしていたか。

　──竜の方を恋こい慕したっているっていう話だった。

　それを思い出して、急に胸がざわめく。

「まこと、草とはしぶといものですね。私たちもですが、ほかの家門の方々だって、何度もあなた様を呪じゆ殺さつしようと様々な罠を用意していたのですよ」

「……えっ？」

　呪殺の言葉に、紗良は我に返る。一瞬、自分の手へと視線を向けてしまった。

「でも普段のあなたは宮で四竜に固く守られていた。儀ぎのために竜のもとを離れたときしか、暗殺の機はない。そう思ってだれもが必死に仕し掛かけたというのに、ことごとく術が跳はね返されるんです。さすがは瑞ずい鳥ちようを手元に置く冶古ですね」

「瑞鳥……」

　はっとした。白羽が守っていてくれたのか？　しかしあの鳥はいつももっふりと肩かたに乗っているだけだったような気がするが──いや、星波院に来て以降はなぜかせっせと紗良の頭に花びらをくっつけていたか。あの行こう為いにもしかして意味があったのかもしれない。

「夢の中で取り殺そうとしてもやはり阻はばまれる。皆みな様さま、苦労されたみたいですよ」

「夢──」

　もしかして、あの白はく木もく蓮れんの夢に出てきたかむろの怪のことか。

　──由衣王も、守っていてくれたの？

「それすらもあなたはご存じではないのでしょう？　ただただ、授さずけられた幸福をぼんやりと味わっていただけですもんね」

　そうですね、と答えるのはよくないか。それだけのはずがない、と反論するのもまずいに違いない。

　言っても詮無いことだ。榔月府へ来るまでに紗良がなにを犠ぎ牲せいにし、なにを思ってすごしてきたか。いま、どう考えているか。彼女にとってそんな話はどうでもいいのだろうし、知ったところでなにも変わらないのだろう。

「でも、私のような者にとっては、位を持つ方々の不幸や恨みって生き方を変えるための好機になるんですよ。私が星ほし影かげの一人であったのは事実ですが、嫌きらいなんですよね、星宮様のこと」

「なぜ？」

「あなたと同じでへらへらしていて暗あん愚ぐだから。でも今回の働きで、私、五位少将様に認められるんです」

「五位少将とは、どなたですか？」

「褐部庁の右少将ですよ。雪成尚なお好よし様のことです。左少将の永見様とは対立されておりますね」

　聞いた覚えのない名前だが、紹子内親王の一派であることはわかる。なるほど、実質的に政まつりごとを執とる四門の一家から紗良は本気で疎うとまれているらしい。そしてこの女は星影の一人であったが星宮の人となりに不満を持ち、これを契けい機きに政敵側に寝ね返がえったと。

　──すると、いまから向かうのは紀務ではなくて褐部のほうかな。

　それとも別の場所か。──どこであっても紗良には関係ない。肝かん心じんな部分は聞けたので、あとは逃にげるだけだ。

　村で益ます荒ら女めと言われていたくらいだ、体力には自信がある。……榔月府に来て以来、息切れしやすくなったが、まだじゅうぶん動けるはず。といってもおそらく目の前の女は、いざというときのために鍛きたえていることだろう。

　──でも、命いのち懸がけのやりとりなら、私のほうがずっと利がある。

「色々教えてくれてありがとうございました」

「本当、あなたって……。なぜこんなにばかな里人が選ばれたのか──」

　鬱うつ陶とうしげに女が顔を背そむけたところで、紗良はすばやく動いた。両手をきつく組み合わせ、女の肩あたりに向かって振ふりおろす。

　まさか紗良がいきなり攻こう撃げきしてくるとは思っていなかったのだろう。女は無防備だった。悲鳴を上げる間もなく突つっ伏ぷす。がたっと箱車が大きくゆれ、車輪の軋きしむ音がした。異変を感じたらしき羽う羽ば獅しが速度をわずかに落としたのが伝わってくる。

「ごめんなさい、逃げますね」

　狭せまい中で大きく振りかぶれるわけもないので、死なせるほどの攻撃にはならない。それを見み越こしての行動だったが、きっとこの天都で暮らす女によ人にんにとっては衝しよう撃げき的だったろう。

　紗良は後うしろ簾すだれをめくり、箱車から飛びおりた。このくらいの高さは問題にもならない。沓くつがなくたって平気だ。

　──どっちの方向だっけ……！

　周囲には、見たことのない景色が広がっている。

　自分の背せ丈たけよりも高さのある築つい垣がき。その途と中ちゆうに設けられている棟むな門もん。路みちの端はしには松や楓かえでの木々。棟門には扁へん額がくがかけられているが、それを見たところでどういう宮に続いているのか判別できない。ほかに、これと言って目印となるものがない。また、築垣に挟はさまれた広い路をゆく者の姿もなく、ほかの車も存在しなかった。

　おそらく御ご所しよは出たと思うが、大だい内だい裏りのどのあたりなのかすらさっぱり見当がつかない。だが、ここに来るまでの車輪の動きとその振しん動どうで、どちらから来たのかは摑つかめる。

　──向こうの、左側の角を曲がって来たはず……。

　視線の先では左右に路がわかれている。とりあえず自分の勘かんを信じて紗良は駆かけ出そうとした。しかし数歩も進まぬうちに、後方から強い力で腕うでを摑まれる。たたらを踏ふんで振り向くと、怒いかりで頰ほおを紅潮させた女がそこにいた。彼女の後方に神か車ぐるまがとまっている。途と方ほうに暮れた様子で立ち尽つくす羽う羽ば獅し童どう子じの姿もあった。

「……普ふ通つうの女なら、あの程度の一いち撃げきでも参ってしまうと思ったんだろ？」

　女が声を絞しぼり出す。しゃべり方が変わっていた。最初から硬かたい印象のある人物だと思っていたが、これは──。

「でも私は女じゃないんですよ。軽く肩を打たれたくらいで気を失うもんか」

　にやりと笑われ、紗良は思わず「……男なの？」と尋たずねた。

　彼女は、いや、彼は否定しなかった。

「まさか抵てい抗こうされるとは思わなかったんで、驚おどろきましたよ。てっきり弱いだけの傀儡くぐつかと思っていたのに」

「……手を放してください」

「逃がすわけがないでしょう」

　それはそうだ。ここで紗良を逃がせば彼に待つのは間違いなく死罪、あるいは山月府への配はい流る。首しゆ謀ぼう者しやの内親王たちにも咎とがが及およぶ。領地や財産の没ぼつ収しゆう、降級も考えられる。

　なんとも言えない気持ちになるが、榔月府の者たちにとっては山月府への追放が死し刑けいと同じ重さを持つ。

「ねえ、星姫。おかしいとは思わなかったんですか？　星波院でも、いまこの路でも、だれも姿を見せない」

　彼が言い聞かせるように囁ささやく。

「少将様だけがあなたを殺したがっているわけじゃないってことです。多くの貴人が、目を瞑つむってやると言っているも同然なんですよ」

「──」

「いったいだれが星宮様をおのれのもとにお招きしているんでしょうね？　だれが百瀬様たちを庁にお引きとめしているんでしょうね？　だれが星波院の護兵を陣じん舎しやから出さないようにしたんでしょうね？　だれが神車を用意して、だれがこの刻に路をあけて、だれが乙世様をあなたから引き離はなしたのか。だれが女によ官かんたちを眠ねむらせたのか」

　主犯格は雪成家の者、だが協力者は数知れず──この点に関しては政敵さえも手を組んだと、そういうことなのか。

「宮中とは、魑ち魅み魍もう魎りようの住すみ処かです。首謀者を突きとめようとしても、影かげのように消える」

「──」

「だからあなたが星波院に戻もどったって無む駄だなんですよ。まだ星宮様は戻られない、百瀬様たちも乙世様も戻られない。仮にこの件が明るみに出たとしても、せいぜい私が処しよ刑けいされるくらいで、高貴な方々にはなんの痛手にもならない。皆みな、口裏を合わせるでしょう」

　自分の立場をわかっているのか。

「そうです、耳を貸す者がいなければ、どれほど星宮様が必死に訴うつたえても、榔ろう帝ていに上奏しても、無意味だ。榔帝でさえ耳を塞ふさぐでしょう。だっていま国を動かしているのは四門ですもの」

　榔帝ではない、皇族ではない。彼の目はそう笑っていた。

　四門。紗良はその人々のことさえ──。

「ろくに知らないでしょう？　四門と呼ばれる摂せつ家けのことも」

　先ほどのように、ばかにする口調ではなかった。なぜだかいまは、紗良への同情を感じた。

「いいんですよ、あなたは知らなくて。人には、だれにだって領分がある。ただ、高望みはすべきではないというだけです」

　彼がゆるく首を左右に振ったときだ。

　突とつ然ぜん、砂じや利りが舞まい上がるほどの強風が路を駆け抜ぬけた。紗良も彼も、とっさに腕で顔を覆おおった。風は、獣けもののように鳴く。

　──いや、そうじゃない。本当に鳴いている。天が。

　幕をおろしたように、薄うす闇やみが路を満たす。

「なんだ……!?」

　彼が叫さけんだ。その声を風がさらう。

　木々の葉が吹ふき飛ぶほどの激しい風だった。この強きよう烈れつな風の咆ほう哮こうに、紗良は覚えがあった。

「竜りゆうの君……」

　空を仰あおぐ。紗良の目では姿をとらえられなかったが、四竜が空のどこかで暴れているに違ちがいなかった。大気が激しく乱れている。あっという間に灰色の分厚い雲が図京の上空を占せん拠きよし、ちりちりと黄金の稲いな妻ずまを走らせる。肩かたを押さえつけるような圧力が降ってくる。

「な、なにが起きている？　嵐あらしが……？」

　彼は片かた腕うでを顔からどけると、茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

　紗良は我に返って、摑まれたままの彼の手を振りほどこうとした。その動きで彼もはっとし、紗良の腕を摑む手に力をこめる。

「放してください。私は行かないと」

「だから、行かせるわけが──」

「竜の方々が鳴いています！」

　紗良の声に、鞭むち打うたれたように彼が肩を震ふるわせる。

　竜の登場で状じよう況きようは一変した。紗良を暗殺したい者たちにつき合っている暇ひまはない。

「私は斎さい花かです。あなたが、あなた方が認めなくとも、私は神器に選ばれた者です。私の役目は、荒あらぶる竜をなだめることです。ここで私以外に、天を乱す竜たちをなだめられる者がほかにいますか？」

　彼は怯ひるんだ。年相応の幼さがにじむ、どこか無防備な表情だった。紗良は畳たたみ掛かけた。

「いるなら、呼んできなさい！」

　理由はわからないが、四竜がなにかに激げき怒どしている。その大きな怒りを人々に見せつけるために、竜化して大気を乱している。

　彼らは色々とこじらせているけれど、根本のところでは人を愛している。よほどのことがない限り人々を無駄に脅おびやかすような真似まねはしない。

　──じゃあ、いったいなにが？

　ちょっと嫌いやな予感がした。

　もしかして、紗良に原因があるのではと。

　──もう何日もお世話を怠おこたっているからとか？　星宮様に迷めい惑わくをかけすぎだと立腹しているとか。

　あるいは、竜の血を無駄にしてしまい、なおかつ儀ぎ式しきにも失敗したことが知られた？

　理由ならいくらでも思いつくが、そのどれでもないような気もする。

　なにしろあの美しい四竜は、独特の考え方を持っているのだ。想像を超こえた理由かもしれない。とにかく、急いでなだめないと。

「手を放して！」

　焦じれったくなって怒ど鳴なりつけるも、彼は動かない。が、思わぬ事態を前にして、ひどく動どう揺ようしているのがわかる。面めん倒どうになった紗良は「じゃあ、もう一いつ緒しよに来て！」と言い捨て、彼の腕を摑み返した。彼がぎょっと紗良を見やる。

「えっ」

「走って！　ほら、うろたえていないで早く!!　ここで倒たおれられても背負えないわ！」

「な……、なんであなたに背負われなきゃいけない……！」

「反論する元気があるなら走りなさい！」

　言い争いながらも紗良は彼を引っぱって走り出した。

「……路は」

「わかる！」

　迷わずに左の角へ向かう。彼を連れてそこを曲がったとき、山をゆるがすかのような凄すさまじい雷らい鳴めいが重く響ひびき、あたりを一いつ瞬しゆん白い光でそめ上げた。

　紗良たちは足をとめ、息を吞のんだ。耳の奥まで響く音だった。彼が思わずというように紗良の腕にしがみつく。しかしすぐに屈くつ辱じよくと言わんばかりに顔を歪ゆがめて手を離した。

「急がないと……」

　彼とともにふたたび走り出す。すでに手は離れていたが、彼はなにも言わずついてきた。

　築つい垣がきの内側から人のざわめきが聞こえる。どうやらこの異様な空模様に気づき、慌あわてふためいているらしい。

　しだいにざわめきは広がり、裸足はだしのまま路みちに飛び出してくる貴人や官かん吏りの姿が見え始める。

　紗良たちは右往左往する彼らを横目に、ひたすら路を走り、星波院を目指した。

「……本当に路を覚えていたんですね」

　複雑そうな彼の声を無視して走り抜け、星波院の正面──開けっ放しになっていた棟むな門もんをくぐる。通常、この正門が開放されることはない。これを見るだけでもじゅうぶん異様な事態だということがわかる。

「動ける人を探さなきゃ」

　星宮と連れん絡らくを取る方法、宙で躍おどり狂くるう竜たちに呼びかける方法を話し合いたい。

　策を練りながら正せい殿でんへ急げば、女官や男なん官がんの大きな声が聞こえてくる。

　南庭に、白しろ貂てんに騎き乗じようしている星宮の姿があった。随ずい身しんの百瀬たちや乙世の姿はない。

　そうだ、皆、ばらばらにどこかへ呼び出されたのだと聞いた。いちはやく星宮が戻ってきたということか。

　明みよう星じようたる国の皇太子がとももなく一人で──それを思い、紗良はなんだか胸が痛んだ。

　駆かけ寄る紗良たちの気配にまず気づいたのは白貂だ。振ふり向くその獣の動作で背上の星宮もこちらに視線を寄よ越こす。

　星宮はわずかに目を見開くと、すぐさま白貂を紗良のほうまで駆けさせた。目の前でとめると同時に飛びおりる。

「紗良！　無事か！」

　星宮は強い力で紗良の両りよう肩かたを摑つかみ、全身にすばやく視線を走らせる。

「はい、星宮様もご無事なんですね。それでこの──荒あれた空の原因は」

「ああっ、まったく！　彼らが、竜たちが空で暴れているんだよ」

　紗良の肩を摑んだまま星宮はがくっとうなだれる。紗良の横で神しん妙みようにしていた星ほし影かげの少年が、星宮の様子を、目を丸くして見つめる。

「神矢を落とすほど竜が怒いかり狂っている。……これって私、殺されるんじゃないかな!?」

「でもいったいなにに、それほどの怒りを向けているんでしょうか」

「なぜって、それは！」

　がばっと顔を上げた星宮は、しかしすぐに眉まゆを下げた。最近の彼は、紗良の前で感情を隠かくさないというか、遠えん慮りよがなくなった気がする……などと頭の隅すみで少しばかりずれた考えを持つ。

「ねえ紗良、おまえは私に死んでほしいかな!?」

「な、なにをおっしゃるんですかいきなり、そんなわけありません！」

「生かしてくれるかな！」

「も、もちろんです、ぜひいつまでも！」

「じゃあ竜たちをなだめてくれるか！」

「おまかせください！」

　流れるように応じたあとで、なぜ竜たちが怒り狂っているのかという肝かん心じんな部分を聞いていないことに気づく。

　紗良の視線を受けた星宮が、またしおしおとうなだれた。

「彼らはね、おまえが私の妃きさきになると誤解したんだよ」

「はい？」

　紗良はぽかんとした。妃？　……私が？

「ああ、うん。おまえは知らないよね、そんな噂うわさが広がっているなんて！　いや、原因の大半は私にあるかな。あるかもしれないな。このあいだ調子に乗って紗良に兄などと呼ばせてしまっただろう？　それがどうやら妹いも背せの仲になると院の者たちに期待させてしまったようでね、迂う闊かつだったなあ！」

「は、はあ……」

　冗じよう談だんにしたってありえない荒こう唐とう無む稽けいな話に、紗良はひたすらぽかんとする。

　……だれもそんな話、信じないのでは？

「その噂におひれがついて、私がどうやらおまえに横よこ恋れん慕ぼし、竜りゆうたちから掠かすめ取るのに成功したという驚きよう愕がくの話に化けていた。やがてとうとう竜の耳に入り、このありさまだ」

　星宮が顔を上げ、やや虚うつろな目で空を仰ぐ。

　そのとき、ぽつっと雨が落ちてきた。瞬またたく間に勢いを増して豪ごう雨うに変わる。

「……すごいな」

「……はい」

　紗良たちは、簀すの子こ縁えんをあたふたと行き交かう女によ官かんたちの悲鳴、風の唸うなり声、木々のざわめきを背景に、しばらく見つめ合った。そのあいだに地面は雨に濡ぬれて黒くそまり、あちこちで水たまりが作られる。互たがいの装しよう束ぞくも内側まで雨を吸いこみ、ぐっしょりだ。

「……その、私の聞き間ま違ちがいでなければ、星宮様。恐おそれながら竜の方々は、私と星宮様が恋こい仲なかになったという噂を聞いて激怒されたと」

　紗良は大きめの声で尋たずねた。普ふ段だんの声量では豪雨に搔かき消されてしまう。

「否定したいところだが、正解だ。ところで私はこの先、生き残れると思う？」

　真顔で問われ、返答に困った。そこまで深刻。

　紗良は、四門や政まつりごと、そのほかの色々な問題に関して無知だけれども、竜の考え方が常人と比べて甚はなはだしく奇き妙みよう奇天烈きてれつなことだけは知っている。きっとだれよりも知っている。

　──さ、さすがは竜の方々……。私の予想を飛び越こえてきた……。

「星宮様、お世話になったご恩は忘れませんが、本日をもって宵よい霧ぎりの宮みやに下がらせていただいてもいいでしょうか？　竜が宮に戻もどられたのち、話し合いをさせてもらおうと思うんですが」

「やだなあ、紗良！」と星宮は晴れやかな笑えみを見せた。……突つき抜ぬけた表情とも言う。

「おまえと竜が行き違ちがいになったら私はどうすればいいんだ？　殺されるじゃないか！」

「では、ご一緒に宵霧宮へ……？」

「行く必要はないと思うな。きっとここにおりてくるよ、私を殺しに」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですから。私がお守りしますから」

「そうだね、おまえが竜をなだめるのに失敗したら、私どころか国の中ちゆう枢すうたる要人の大半が死ぬことになるかもしれないな。由衣王なんて、皇族をとにかく嫌きらっているからなあ。この機会に嬉き々きとして仕留めそうじゃないか」

　真ま面じ目めに答える星宮を見て、茫ぼう然ぜんと話を聞いていた星影の少年がさあっと青ざめる。

　そこではじめて星宮の視線が彼のほうへ動いた。

　星宮は表情を静かなものへ変えると、抑よく揚ようのあまりない、重い声で告げた。

「竜の怒りがどれほどのものか、どれほど恐ろしいものであったか、そしてどれほどいままでが寛かん容ようであったか、皆みな、この日をもって思い知るだろう」

　彼の言葉を肯こう定ていするかのように、ひときわ強きよう烈れつな雷かみなりが宙を貫つらぬく。閃せん光こうは朝あさ陽ひよりもまばゆく、土ど砂しや崩くずれでも起きたかのように地に轟とどろく。

「竜は、神だ」と未来の帝みかどが断言する。

「あれは凄まじき獣けもの、竜りゆう神じんなのだ」

　星影の少年が、ごくりと喉のどを鳴らす。

「その大いなる力を人は求め、竜は人の願いを受け入れた。だが、しもべではないのだ。人の手に負える存在ではない。天てん帝ていが認めた珠たまだけがなだめられる。だれでも竜を従わせられるというのなら、ただの獣だ。唯ゆい一たる珠を人が欲よくのままに割ろうと企たくらめば竜は烈れつ火かのごとく怒おこる。空界の意思に唾だ棄きするすべと判じて。皆、誤解をしている。この珠は、竜のための存在ではない。時として荒あらぶる竜から人を守るために選ばれるのだ、そうだろう？」

　ふたたびの雷らい鳴めいと閃光。急流のような激しい雨音。この雨が一刻続けば、それこそ現実に、各地で土砂崩れの被ひ害がいが生じるだろう。

　──本物の『天災』だ。

　紗良は黒々とした空へ視線を投げる。確かに、これで悟さとらぬ者はいないだろう。

「二百年、それでも竜たちは人の欲よく深ぶかさに目を瞑つむってきたのだよ。……竜たちも好き放題にしてきたがね」

　優やさしげな声こわ音ねに戻った星宮が微笑ほほえむ。

　星影の少年がうつむき、肩かたを震ふるわせた。彼はなにかを言おうと、小さく口を開いた。そのときだ。

　ふっと目の端はしに影かげが映ったのを知り、紗良はとっさに星宮の身を両りよう腕うでの中に抱かかえこんだ。その直後、上じよう腕わんを黒い影が掠める。

　突き飛ばす勢いでしがみついたため、星宮は紗良を支え切れず、仰あお向むけに倒たおれこんだ。

「紗良！」

　覆おおいかぶさる紗良をそのままにして星宮が上体を起こす。紗良は、腕に走る痛みに唇くちびるを嚙かみしめた。視線をその部分に向けると袖そでがすっぱりと切れており、肌はだから血がにじんでいた。

「式か！」

　星影の少年が表情を引きしめて警けい戒かいの声を上げる。白く濁にごる豪雨の帳とばりの向こう……、木々の枝に黒い影があった。犬の子ほどもありそうな大おお烏がらすがそこにとまっていた。

　どうやら先ほど襲おそいかかってきた影の正体はこの烏らしい。嘴くちばしで紗良の腕を抉えぐったのだ。

「式？　陰おん陽みよう師じの式のことか？」

　星宮もそちらを見やりながら、張りつめた声を出す。

　──この烏は私じゃなくて星宮様を狙ねらっていた気がする。

　陰陽師の式というのが事実だとしても、星宮を慕したう乙世が放ったものではないだろう。

　命を狙われていたのは紗良一人ではなかったのか。

　──もしかしたら、この機に乗じてだれかが星宮の暗殺を目もく論ろんだ……？

「ねえ！」

　紗良は星宮から身を離はなすと、大烏を睨にらみつけている星影の少年を仰あおいだ。

「あなた、式と戦える？」

「え……？」

「お願いよ、星宮様を守って！　私だけでは星宮様を守り切れないわ」

　少年は目を見開いた。たぶん彼も気づいたはずだ。予測不能の竜の出現により、紗良を亡なき者にしようという彼らの望みは潰ついえた。というより断念せざるを得なくなった。荒れ狂くるうこの空を見て、それでもしつこく紗良を殺そうと企む向こう見ずな者はいないだろう。少なくとも当分のあいだは。竜は国の守護神。弓矢で仕留められるような獣とは違う。皆、恐れを嚙みしめる。竜は、神こう々ごうしいもの。本来は人の手にとどかぬもの。

　──だけど、星宮様に関しては。

　紗良はちらりと星宮に目を向ける。人の子の彼なら殺せると考える者が、きっと出てくる。政を知らぬ紗良でもそのあたりはたやすく想像がつく。

　皇太子のすげ替かえを夢見る官かん吏りなど、どの世にも、どの国にもいるものだ。

　だからもしも、ここで少年が死力を尽つくして星宮を守り抜いたら。

　彼は、新たな道を得られる。

　逆にもしもここで星宮を死なせてしまったら。

　親族もろとも死罪。根絶やしにされる。紗良を襲おうとした咎とが人にんとしても責任を押しつけられ、死後にすら不ふ名めい誉よをこうむるだろう。まともに弔とむらわれるかもあやしい。

「守って！」

「──私は、でも」

「いまこの世に、星宮様以上に守りがいのある人の子はいない!!」

　紗良が叫さけぶと同時に、ふたたび大烏がこちらに向かって飛んできた。それでも立ち尽くす少年に、星宮が厳おごそかに告げる。

「守られてやろう。守れ」

　その直後──星ほし影かげの少年が、どこに隠かくし持っていたのか、手首から肘ひじ程度の長さの細い金こん剛ごう杵しよをさっと出して身軽に地を蹴けり、大烏を叩たたき落とそうとした。

　大烏はひらりとかわして、近くの篝かがり灯どう籠ろうの上に舞まいおりる。

　金剛杵は異国に渡わたった法師が真ま名な井い──井い戸どの掘くつ削さく技術とともに持ち帰ったもののひとつだ。鋼はがねで作られた法具だが、武器にもなる。

「裾すそが邪じや魔まだな……」

　星影の少年が舌打ちとともにつぶやく。

　別の方向から新たな大烏が飛んできた。それが二羽わ、三羽と瞬またたく間に増えてゆく。

「お二人とも、屋や敷しきに避ひ難なんしてください。ここで式を食いとめます」

　星影の少年はそちらを見み据すえたまま言った。紗良は逡しゆん巡じゆんし、あたりに視線を走らせる。星宮は当然避難させるが、少年一人に複数の式と対たい峙じさせるわけにはいかない。現実的に無む謀ぼうだ。

「……おまえ以外の星影はどこにいる？」

　紗良を抱えるようにして立ち上がった星宮が尋ねる。

「──おりません」

　星影の少年は端たん的てきに答えた。そうか、と星宮がかすかに孤こ独どくの色をまぜて返したが、雨音で少年にはとどかなかっただろう。

「はやく屋敷に」

　少年は強い口調で繰くり返すと、ふたたび地を蹴った。大烏がつられたように、一いつ斉せいに襲ってくる。少年は最初の一羽にわざと肩を突つかせ、そのあいだに翼つばさを鷲わし摑づかみにした。同時に片手の金剛杵をもう一羽に投げつけ、仕留める。しかし三羽目はどうにもならない。

　紗良と星宮が正せい殿でんに駆かけこむ前に、その三羽目がぐんっと宙を跨またぎ、迫せまってきた。

　だが、横からふいに白い物体が飛んでくる。

「白羽！」

　くぇ、と鳴いて尾おびれを扇おうぎのように広げ、大烏に襲いかかったのは、紗良の白羽だった。

　ほっとしたのもつかの間で、新たな影が木こ陰かげから現れる。

　そちらは大烏ではなかった。黒い頭ず巾きんを首元までかぶった山やま伏ぶしのような姿の者たちだった。

「まだほかの敵が……」

　少年が荒い息を落として焦あせりの声を出す。これも式だろうか、不思議なことに、雨に打たれても黒こく衣えが濡ぬれていない。片手には恐おそろしいほど刃はの厚い薙刀なぎなたがある。

　大烏を仕留めた白羽が、ぱたぱたと飛んできて紗良の肩にとまる。頰ほお擦ずりする白羽を撫なでつつも、紗良は戦せん々せん恐きよう々きようと山伏たちを見つめた。

　母おも屋やから駆け出してきた女によ官かんたちに気づいて、星宮が「中に戻もどれ！」と叫ぶ。

　空には輝かがやく稲いな妻ずま、強風、横よこ殴なぐりの白い雨、濡れて重い衣ころも、どこからか聞こえる人々の悲鳴……仙せん境きようのように思えていた美しい榔月府が、見る影もないほど荒あれている。

「星姫！　斎さい花かなら祈き禱とうでもなんでもして、これらを追い払はらったらどうです！」

　星影の少年が怒ど鳴なった。

　──八つ当たり!?

　無理を言う。できるはずがない。

　が、星宮だけはなんとしてでも守らないと──。

「……宮の方々、こちらへ!!」

　紗良は大声を上げた。あたふたと正殿の奥へ戻ろうとしていた官たちが振ふり向く。「紗良」と星宮が驚おどろきの声を漏もらす。

「明みよう星じようの墜つい落らくを、決して招いてはなりません！」

　官たちが息を吞のむ。

　はじめに動いたのは女官たちだ。沓くつも履はかずに階きざはしをおり、駆け寄ってくる。男官も我に返り、急いでこちらへ走ってきた。星宮は顔を強こわ張ばらせて彼らを見た。そして紗良を強い目で睨む。

「──星宮様、我らが盾たてになります」

「星宮様、さあこちらへ」

　廂ひさしに固まったままの者もいるが、ここに駆けつけた勇気のある者は七名ほど。皆みな、恐れを押しこめた、輝く瞳ひとみで星宮を見つめている。たとえこの場で死しても、星宮の寵ちようを浴び続けることが決まった者たちだ。

　──これだけの数がいれば、星宮様が隠れるまでの盾にじゅうぶんなれる。

　紗良は冷静に考える。犠ぎ牲せいになりたいわけでも、むやみに官を死なせたいわけでもない。だが星宮を守り抜ぬかねば紗良たちだって式に殺されるか、あるいは運良く生き残っても明星を見捨てた罪人として後ろ指をさされる。星宮のことだから、彼らが罰ばつされないよう庇かばうだろうけれども。

　──救きゆう援えんが来るまで、自分たちで対処しないと。

　山伏たちが薙刀を振り回し、襲いかかってきた。女官たちが悲鳴を飲みこみ、皆で囲うようにしながら星宮を避難させようと動く。紗良も倣ならって、足を動かしたとき──。

　上空で、咆ほう哮こうが響ひびき渡った。

　全員、何事かと思わず仰げば、真上に黒い竜りゆうがいる。

　遠くの空には、ほかの竜たちが躍おどり狂う影かげも。

「よ、宵よい霧ぎりの君──？」

　紗良の声が聞こえたかのように、黒竜が一度動きをとめ──稲妻のようにまっすぐおりてくる。

　──ええっ？　……えええー!?

　その強きよう烈れつな神気、もとい怒ど気きが、嵐あらしのごとく地上に吹ふきつけてきた。薙なぎ払われたという表現のほうが正しいかもしれない。木々の枝もぐんっと弓のようにしなったし、雨をたっぷり吸いこんだ紗良たちの衣の袖そでも勢いよくはためいた。女官たちが声なく悲鳴を上げた。

「……!?」

　黒竜の神気はついでに、一いつ瞬しゆんで山伏たちを跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせた。

　紗良たちは無言でそのさまを凝ぎよう視しした。

　──消し炭に、なった……。

　ひとたまりもないとはこのことか。人の術で作られた存在など、怒いかり狂くるう竜りゆう神じんには取るに足りぬもの、いや、目の端はしにすら映りもしないのだろう。

「ちょ、ちょっと待て由衣王、そんな勢いでここにおりてはだめだ！　私の庭が……っ！」

　と、我に返って叫ぶ星宮の言葉など竜が聞くわけもない。

　どおっと激しい地じ響ひびきのような音を立てて、黒竜が荒あら々あらしく庭におり立った。

　その衝しよう撃げきで向こう側に見える池の水が、信じられないことに高波のごとくぶわあっと浮うき上がり、ざぱっと崩くずれ落ちた。正殿の屋根までが崩れ、瓦かわらが落下する。近くに立っていた松の木などは見事に幹の中心から折れたし、対たいの屋やは半はん壊かい。そして築つい垣がきの一部も割れた。

「悪夢だろ」

　悟さとりの表情でつぶやいたのは、傷口を片手で押さえる星影の少年だった。

　だれもが絶句した。目の端に、女官や男官がふらっと卒そつ倒とうする姿が映った。白しろ貂てんなどはいつの間にか気配を消し、縁えんの階の横で縮こまっている。

　さすがに星宮は膝ひざをつかなかったが、紗良の腕うでをがっしり摑つかんでいる。

　凄せい絶ぜつだ。

　いや、猛もう烈れつというか。

　猛たける竜を前にして、紗良も許されることなら気を失いたくなってきた。

　黒曜石のようにきらめく竜が、荒あらい息を吐はく。胴どうは蛇へびのように長い。また、立ち上がれば、その体長は屋敷の高さを超こえる。立派な角も黒い。顔は、鰐わにのような、面おも長ながの獅し子しのような。

　──恐ろしいけれど、きれいだわ。

　しかしいまは、竜の威い容ように感動している場合ではない。神気……怒気が、陽炎かげろうのように全身からゆらゆらと立ち上っている。強い怒りを示すように長い髭ひげもぴんと上を向いている。なんなら鬣たてがみだって逆立っている。尾の端も上を向いていた。四し肢しの爪つめなどは地面に食いこんでいる。……なんというのか、噓うそみたいだが、やわらかな布でもぎゅっと握にぎっているかのように。

　紗良は瞬きも忘れて歪ゆがめられた地面を見つめたあと、震ふるえながら黒竜の顔に目を向けた。

　──あっ、これって星宮様だけじゃなく私も殺される気が……。

　思いっきり睨にらまれている。

　下手な真似まねをすれば、獅子より凶きよう暴ぼうなその爪でさくりと身体からだを潰つぶされそうだ。

　黒竜は爛らん々らんとした目で紗良を睨みながら、苛いら立だちを伝えるように、たしっと尾の先を地面に打ちつけた。……実際は、たしっなどというかわいらしい音ではない。どぉん！　だ。太たい鼓このように、地面が鳴った。震しん動どうが全身に伝わった。

　星宮が目を瞑つむって天を仰あおいだ。星影の少年同様、悟りの表情を浮うかべていた。

「紗良……、私の命はこれまでか」

　彼はかすれた声で告げる。

　──私の命もこれまでのような気がしてきました。

　内心で同調しつつも、紗良は静かに星宮の手を離はなした。

　途端、親に見放された子のような切実な顔を向けられる。が、またも黒竜に尾でどんとやられたため、星宮はおとなしく紗良の行動を受け入れた。

　紗良は覚かく悟ごを決め、そうっと黒竜に近づいた。

　一歩踏ふみ出すたびに、どんをするのはやめてほしかった。地上の雨水がそのたび跳はね上がる。紗良の足も、少し浮いた気がする。恐ろしいどころの話ではないが、しかし、震動のたびに竜の胴どう体たいの黒い[image: 鱗]うろこも雨あま粒つぶをきらきらとはじき、それがなぜかやけに美しく見えた。

「りゅ、竜の君……、たいへん勇ましいお姿で……、あの、助けてくださり、ありがとうございます……？」

　語ご尾びがあやしくなったのは許してほしい。山伏を退治してくれたわけだが、たぶん竜のほうにはそのつもりなど微み塵じんもなかったに違ちがいない。

　黒竜は髭を苛立たしげにそよがせた。なにを言いたいのかわからない。

　困こん惑わくしていると「近寄れ」と言うように髭の先で、くいくいされた。さらにそうっと竜の顔に近づけば「もう少し」と催さい促そくするように、ふたたびくいくい。

　竜が胴をなめらかにくねらせ、頭を下げたので、つい撫なでようと紗良は腕を伸のばした。

　その瞬しゆん間かん──ぴちっ、と髭の先で背を打たれた。

「……」

　まったく痛くはないが……、そうか、折せつ檻かんしたかったのか。

　打ちやすくなるかと「……どうぞ」とうつむいて背を見せれば、慌あわてたように髭でくるっと正面を向かせられる。こしょりと髭の先で頰ほおも撫でられた。

　──……。そんなに罪悪感でいっぱいになるくらいなら、最初から打たないほうがよかったのでは。

　これは「入にゆう水すいしたい」とつぶやくときと同様の、光のない目だ。

　紗良は、雨に濡ぬれている竜の鼻を両手で撫でた。黒竜の胴体が波打つ。

　そこで紗良は、とあることを察して限界まで目を見開いた。

「ま、待って！　お待ちください竜の君、ここで変身はなりません……!!」

　紗良は、全力でとめた。

「どなたか、衣ころもー!!」

　だって、竜は人の姿に戻もどるとき、全ぜん裸らなのだから。
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　衣は、意識を保っていた気き丈じような女によ官かんの一人がすぐに用意してくれた。

　人の姿に戻った由衣王の身に慌ただしく表おもて衣ごろもをかけたのち、紗良は母おも屋やのほうへ手を引こうとした。

　強風はいくらかおさまったが、依い然ぜんとして雨は降り続いている。

　が、表衣を無造作に羽織っただけの由衣王は一歩も動こうとしない。

　紗良は困った。もしかして残りの三竜がおりてくるのを待っているのかと思い、空を仰ぐ。

　──あっ。三竜見つけた。

　竜の長く太い胴体の影が、黒々とした雨雲の中に見え隠かくれしている。雷かみなりを追いかけて楽しんでいるようにしか思えない。

　──遊びに夢中になるあまり、私たちのことを忘れているんじゃないだろうか……。

　紗良は深く考えるのをやめて雨雲からそっと目を逸そらし、由衣王の表情をうかがった。

　由衣王が鬱うつ陶とうしげに濡れた髪かみを搔かき上げた。髪の先からしたたる雫しずくが妙みように色っぽく、胸がきゅっとなる。鼓こ動どうの変化を察したわけでもないだろうに、由衣王がちらりとこちらへ視線を向けた。そこで紗良の腕の傷に気づいたらしく、髪を払う手をおろし、顔をしかめる。

「……だれがやった？」

　由衣王の気配がずんっと重くなる。もともと酷こく薄はくそうな表情が似合う美び貌ぼうなのだが、そこに殺気がにじむとなんだかもはや悪神のごとくに見える。

「こ、転びました」

　紗良は無難な返事でごまかした。逆効果だった。

　由衣王の視線が思わせぶりにゆっくりと星宮へ向かう。威い圧あつ感かんたっぷりだ。

　彼と目が合った星宮が、穏おだやかに微笑ほほえむ。なんだかんだで剛ごう胆たんな方だと紗良は感心する。

「なぜ俺の珠たまが傷ついている？」

「私の命を狙ねらう者がいてね、紗良が庇かばってくれたんだが、代わりに負傷してしまった」

　由衣王はそれに答えず、重い目で全員を見回す。

　意識を取り戻してふらふらと立ち上がりかけていた女官や男官たちが全身を緊きん張ちようさせ、その場に一いつ斉せいに平へい伏ふくした。星ほし影かげの少年も、打たれたように地に膝を落とす。

　立っているのは星宮と紗良と由衣王だけだ。

　ぴりぴりするほどの緊きん迫ぱく感かんの中、地面に作られた水たまりを蹴ける音がこちらへ近づいてきた。星宮の安否を知るために駆かけつけてきたらしき貴人たち、それに随ずい身しんの百瀬と永見が中門のほうから現れ、こちらの南庭に駆け寄ってきた。

「星宮様、ご無事で……！」

　百瀬と永見は、由衣王を見て一瞬顔を青ざめさせたが、すぐに星宮のほうへ急いだ。ほかの貴人たちは様変わりした星波院の惨さん状じようを前にして、途と中ちゆうで固まっている。

「……紗良」

　由衣王がふいに名を呼んだ。

　紗良は「はい」と答え、彼を仰ぐ。そういえば、先ほど衣をかけるときに彼に触ふれたが、もう心の声が聞こえなくなっていた。由衣王がいまなにを思っているのか知りたかったので少し残念になる。いや、他者の心を盗ぬすみ見するなんてよくないことだ。

　口があるのだから、聞きたいことがあるならしっかり言葉にすべきなのだ。

「おまえはだれのものだ。人のものなのか？」

　由衣王が傲ごう然ぜんと問う。

「私は竜りゆうの方々のものです」

「ならなぜいつまでも星波院にいる」

「それは……」

　どう説明していいのか、迷う。

　だがそのわずかな逡しゆん巡じゆんさえ許しがたいというように由衣王は眉まゆをひそめ、距きよ離りをつめてきた。紗良の頰に触れると、そのまま後頭部へ手を滑すべらせ、濡れた髪ごと荒っぽく摑つかむ。

「宵霧──」

　驚おどろく紗良を自分のほうへ引き寄せると、彼は、言い訳も噓も許さぬ厳しい目で見下ろした。

「俺のものというなら、なぜ離れた」

　近い位置にある由衣王の顔に動どう揺ようしつつも、うん……？　と紗良は内心首を傾かしげる。

「文ふみなど寄よ越こす前に、なぜさっさと戻らぬ」

「は、はい」

「もう一度言え。おまえはだれのものだ」

　由衣王の眼まな差ざしが紗良を貫つらぬく。これはたぶん、紗良への問いかけと見せかけて、本当は遠回しにまわりの人々を牽けん制せいしようとしているのではないか。そう悟さとれば、迷いも消える。

「私は、竜の珠です。竜のために開く斎さいの花です」

　由衣王は紗良から手を放すと、打ち据すえるような強い口調で言い放った。

「だったらなにもかも捧ささげないか！」

「──」

「どこぞの人の事情など知ったことではないわ、愛だろうが恋こいだろうが恐おそれだろうが、すべてを寄越せ」

　ためらいも遠えん慮りよもない突つき抜ぬけた要求に、紗良は目を見張る。

「我らは神竜だぞ、持ちうるものを残らず捧げねば、とどかぬとは思わないのか。いや、すべてであってもまだ足りぬというのに、なにをふらふらしている！」

　厳しく叱しかられ、つかの間雨音が遠のいた気がした。

「恋も、恐れも……？」

「当たり前だ、どんなものもかまわず差し出せ！　怠おこたり、立ち止まって、我らを不ふ機き嫌げんにさせるな。わざわざ悩なやむな！　獣けもののように機き嫌げん良よく喉のどを鳴らさせろ、そうすれば空も晴れるというものだ」

　紗良は忙せわしなく瞬まばたきを繰くり返す。

　傲ごう慢まん極きわまりなしという発言をした由衣王は、腹立たしげに紗良を見み据すえている。

　その傲慢さが竜にはふさわしい。紗良はふいに納なつ得とくした。

　──そうか……、こんなに大きな竜だもの、あるもの全部を差し出さなきゃなだめられるわけがない。

　どういう愛か、なんてその都度ぐるぐると悩む必要はないのだ。

　どんな愛も、この竜のものなんだから。

　あらためて周囲を見回す。潰つぶれた対たいの屋や。落下した瓦かわら屋根。濁にごる池の水、折れた木々……、思わず噴ふき出しそうになるくらいめちゃくちゃだ。竜って本当、容よう赦しやがない！

　紗良も、国の皇太子もずぶ濡れで、貴人たちも同じで。空には暗雲が立ちこめ、路みちのあちこちから悲鳴が聞こえてきて──とても仙せん境きようになんか見えない。ここは、仙境じゃない。

　胡こ蝶ちようだって逃にげ帰るような、見事な荒あれっぷりではないか。

　夢から覚めた。

　ここは現うつつ。

　心を覆おおっていた硬かたい殻からにひびが入り、ぱりんと割れたような瞬間だった。

　──榔月府も、山月府となにも変わらないんだわ。

　人が生きている。欲よくをもって生きている。他者を妬ねたんで、愛して、恐れて、もっといい暮らしがしたいと願って、毎日を生きている。

　ここは紗良の住むところ、生きる地だ。

「紗良、わかったのか？」

「はい……、はい。竜の君。私、あなたを愛しています」

　由衣王は自分から全部差し出せなどと強い語調で要求したくせに、紗良の唐とう突とつな告白を聞いた瞬しゆん間かん、息をつめた。

「な、なんだと？」

「愛しているんです、宵霧の君！　とても！」

「そ──そのような、いや、待て、俺は竜で、そうだ、竜だぞ、わかっているのか。それでもいいと──」

「あっ、竜の方々を、愛しています！」

「……は？　──方々？」

「もう離はなれません、ずっとおそばにおいてください」

　しばし硬こう直ちよくしていた由衣王は、なぜか急にひどく立腹した。かつてないほど眉み間けんに皺しわが寄り、肩かたに力が入っている。罵ののしりたいのを我が慢まんしているような顔つきだ。

　そのくせ、うっすらと目め尻じりが色っぽくそまっている。

　──なんで悔くやしげな様子で喜んでいるんだろう？

「どうか機き嫌げんを直してくださいまし。紗良は、晴れた空がそろそろ見たいです。稲いな妻ずまの光よりも、陽ひの光を見たい」

「だれがこの流れで笑いながら暗雲を払はらってやると思うのか──」

　先ほど喉を鳴らさせろと言われたので、もしや竜とは喉のど元もとをくすぐられるのが好きなのかとおそるおそるそこを撫なでてみたら、由衣王は愕がく然ぜんとし、かあっとはっきり顔を赤くした。

「ばか!!　どこに触さわって──逆げき[image: 鱗]りん……っ、まことに撫でるやつがあるか、言葉の綾あやだ！」

「は、はいっ。すみませんでした」

「ふざけるな、俺をからかう気か！」

「とんでもないことです、真心をこめて撫でさせていただきました！」

「そんなことは聞いていない!!」

　いまにも唸うなりそうな表情を浮うかべると、由衣王は勢いよく横を向いて言い捨てた。

「……濡ぬれた！　髪かみを拭ふけ、着き替がえを寄越せ！」

「はい！」

　由衣王はたいそう不機嫌な気配を漂ただよわせながら簀すの子こ縁えんの階きざはしのほうへ歩き出した。紗良もそのあとを追う。

　押し黙だまっていた百瀬たちが深い息を吐はき出し、星宮にも母おも屋やへ戻もどるよううながした。竜の怒いかりがひとまず静まったとわかったようだ。星宮は紗良と目が合うと、にこりとした。貴人たちのほうへも顔を向け、母屋へ来いというように視線で伝える。

　紗良はふと空を仰あおいだ。遊び飽あきた三竜りゆうがちょうどこちらへおりてくるところだった。知らず微び笑しようが漏もれたが、すぐに慌あわてて「衣ころも……！」と叫さけぶ。女によ官かんたちが慌あわてた様子で屋や敷しきへ走った。







「紗良、言っておくが俺たちは腹を立てているからな」

　開口一番、多々王が胸を張ってそう言った。

「はい、申し訳ありません、赤あか鴇つきの君」

「謝ってすむ問題じゃない。誠意を見せろ、誠意を」

　紗良は、上うわ衣ぎぬを羽織らせた竜たちにわらわらと取り囲まれ、縮こまった。

「まさかおまえ、家出したかったんですか」と真顔で尋たずねたのは小瑠王だ。紗良は、家出……と遠い目でつぶやいた。

「そんな勝手が許されると思うんですか。……どうせ疎うとまれているならもういい、監かん禁きんする。そうだ、足を切ろう……」

　漏れてはいけない言葉が口から出ている。

　おののく紗良に微笑ほほえみかけたのは月時王で、あぁ四竜の良心……とついほっとしたが、それは間ま違ちがいだった。
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「なあ紗良、空で雨神の使いを捕とらえたぞ。あとで焼いて食べようか」

「月つき鷹たかの君、いますぐ使いを空に帰してあげてください!!」

　なんてことをするんだろうか。

　竜たちの自由さに目眩めまいを覚えていると、多々王が、一人だけ隅すみのほうにいる由衣王へ視線を向け、首を傾かしげた。

「ところで紗良、なぜあそこで由衣は一人、顔を隠かくして悶もだえているんだ？」

「さ、さあ……、ところであの、皆みな様さま、喉をくすぐらせてもらってもいいですか？」

　三竜は、この世で一番わけのわからないものを目にしたような表情で紗良を見下ろした。
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　星宮を庇かばって傷を受けたことで、またも呪じゆ詛そをもらい受けてしまったらしい。

　陰おん陽みよう師じの乙世がやってきたのちにその説明を受け、紗良はすぐに禊みそぎをすることになった。そのため、数日すぎたいまでも紗良は四竜とともに星波院にとどまっている状態だった。

　晴天が戻ったことに対する安あん堵どか、それとも呪詛の影えい響きようか、紗良は室へやで祈き禱とうの詩を聞くうちにうとうとしてしまった。

　だから、妙みような夢を見た。現と変わらぬ夢だ。

　前ぶれなく、ふっと夢の中で目を覚ます。

　現実にはまだ自分が眠ねむっていると、なぜかわかっている。これは間違いなく夢だ。たとえ意識がはっきりしていようとも、感かん触しよくや匂においまでわかろうとも。

　どうやら母屋の廂ひさしに寝ねそべっていたらしい。

　目の前には、しとねに端たん然ぜんと座る見知らぬ女によ人にんがいた。

　美しい人だった。年の頃ころは紗良と変わらぬだろうか。憂うれいを帯びた下向きの睫まつ毛げ。濡れたような瞳ひとみに、赤く色づく唇くちびる。端はしに小さな黒子ほくろがある。儚はかなげな白い肌はだ。豊かな黒くろ髪かみの先が、板いた敷じきに広がる茜あかね色いろの袿うちきの裾すその上に流れていた。手には、閉じられた扇おうぎがある。

「あなたは……どなたですか？」

　紗良が戸と惑まどいながらも身を起こして尋ねると、女性は溜ため息いきをこぼし、扇の輪りん郭かくを指先で撫でた。

「もしかして、紹子内ない親しん王のう様でしょうか？」

　女性は佇たたずまいや顔立ちからしてあきらかに高貴な人に見えた。紗良の問いを、彼女は否定しなかった。

「──恋こいをしたのだ」

　紹子内親王は唐とう突とつに告げた。弦つるを爪つめの先でかすかにはじいたかのような、ほそやかな声だった。しかし、瞳には静かに激しく燃える光があった。

「ひとときの戯たわむれと言ってくれるな。私は、黒い竜りゆう神じん、由衣王に恋をしたのだ」

「宵霧の君に……？」

　紗良は、どきっとした。

　ざわめく胸をとっさに手で押さえると、その仕草を彼女は目で追った。

「四年も前になるか、春の宴うたげで由衣王が気まぐれに壇だんに上がり、舞まいを見せた。扇を操あやつり、桜の花びらと踊おどるかの方の姿は時がとまるほどに美しかった。一いつ瞬しゆん、目が合い──私はもう、だめだった。ほかのいっさいの音や色が消えたのだ」

　紹子内親王は、悲しげな微笑を唇に載のせた。

「星宮様には強くとめられた。かなわぬ恋だ。この世にある恋の中で、もっともかなわぬ恋であると。だが、恋とは、成じよう就じゆせぬからといって簡単に捨てられるものではないだろう？」

「……はい」

「私は一言、こぼしてしまった。『あぁ、切ない』──なぜあの方のそばに寄り添そうのが、私でないのか。なぜ身分もない冶や古こなどが？」

　彼女はうつむくと、さらさらとした声で言う。そこに確かに、恨うらみも怒りもこめられていたのだが、それでもどこか澄すんだ声だった。

「すると命みよう婦ぶも嘆なげく。まことにそうである、私以外に竜と釣つり合う斎さい姫きなどいようかと」

　答えぬ紗良に、彼女は静かな眼まな差ざしを向ける。

「それだけだったのだ」

　けれども、と赤い唇が告げる。

「それだけではすまぬのが、宮中だった」

　紗良は、わずかに身を引いた。彼女を恐おそれたわけではない。板敷きに落ちていた彼女の影かげが、いきなり蠢うごめいたからだ。

「だれかが私の嘆きを拾った。私の命令と受けとめた。事を起こせという指示とした。知らぬ間に」

　知らぬ間に──。

　黙りこむ彼女に代わって、ずるりと身を起こした輪郭の曖あい昧まいな影が、口を開けて話し出す。

　なぜか口だけがやけにはっきりとしていた。よく動く赤い舌が見えた。

『なぜおとなしく死んでくれぬ。たかが草冶古一匹ぴき潰つぶせぬとは口くち惜おしい。神事は穢けがされた、その罪は命で贖あがなわれるべきよ。無知な草冶古が欲よくをかくからこうなるのだ。竜は我らのもの、この榔月府のもの。理ことわりを乱す者はいらぬのだ』

　──これは。

　紗良はひそかに息を吞のむ。

　一人の声ではなかった。複数の、男の声だった。

　もしかして紗良を狙ねらっていた貴人たちの声ではないか。

　このたおやかな女性の嘆きを勝手に『使命』に変えて、紗良を殺そうとした者たちでは。

『草冶古などに、この国のなにがわかる。我らがどれほど身を削けずり、血を流してこの世の安あん寧ねいを維い持じしようとしているか、ひとかけらも知らぬであろうな。竜を手に入れていい気になったか。だが、地が天を抑おさえつけるなどあってなるものか！』

「──知らぬで、なにが悪いのですか」

　紗良は影に向かって言い返す。紹子内親王が驚おどろいたように睫毛を震ふるわせて紗良を見た。

「国の理を、あなた方の存在を、志を、望みを、なぜ私が知らねば、なぜ優先せねばならないのですか」

『驕おごるか、草冶古が！』

「私が知るのは竜のみです、それ以外は竜が許さない。あの方々は、私の心がほかのことで占しめられるのを嫌きらうのです」

　紗良は、強く言う。

『竜を操るつもりか、我らがそれをさせると思うのか』

「私が竜を操り、この世を好き勝手に搔かき回すのではという恐れ、不満。それは、竜に対する侮あなどりであり、ただの人の思おも惑わくにすぎません。もしも竜が国を潰したいと思ったときは、私の考えや望みなんか関係なくそうすると思います」

　ずっと不思議に思っていたのだ。

　なぜ竜を、皆みな、暴れ馬のように扱あつかうのか。

　その程度ですまされるような小さな存在ではない。

　竜の怖こわさを真の意味でわかっていたのは、白しろ長ながの督かみや星宮だけではなかったか。

「草冶古になにがわかると皆は言う。なにも知らぬくせにと言う。ですが私もお聞きしたい、なぜ竜を、人の輪の中におしこめてしまうのですか。竜は、人じん智ちを超こえる空界の存在です。だから私はおのれのすべてでもって竜をなだめ、愛めでるのです。全身全ぜん霊れいでなければ、今日のように竜が怒いかり狂くるう。ですのでもう、私の中にほかのことが入る余地がないのです。そういうひときわ愚おろかな人間でなければ、竜の珠たまにはなれない」

　ふわ、と紹子内親王があきらめたように微笑ほほえんだ。

「──そうか。よくわかった。私は家門を捨てられない。私の後ろには多くの者たちがいる。国の行く末も考えてしまう。……それでは、だめなのだな。国の安寧すら顧かえりみずに、ただ竜を望む愚か者でなくてはならぬのだな」

「はい」

「神事の顔料に毒をまぜたのは、この雪成家の抱かかえる陰陽師だ。だが、協力者の存在までは明かせぬだろう。だれもが少しずつ手を貸しただろうから」

『紹子内親王、なにを言われるか。忠臣たる我らを裏切るつもりか、女一人が我らの支えなくこの国でなにをなせると──』

　紗良は、影の恨み言を遮さえぎるように声を張り上げた。

「なにが起きたか、だれが暗あん躍やくしたか。いいえ、私は知りません。竜りゆうのことだけしか知らぬのです。高貴なる姫ひめ君ぎみ、私はあなたのことさえ知らぬのです」

　く、と睫毛を震わせて紹子内親王が楽しげに笑う。そのささやかな感情の発はつ露ろを、優ゆう雅がに、開いた扇で隠かくす。

　紗良はそのなにげない、色めいた仕草に目を奪うばわれた。このときはじめて『隠す』という行こう為いの美しさをわずかなりとも理解したのだ。流し目のように伏ふせられた瞳、茜色の衣ころもに垂れた黒髪、扇を押さえる華きや奢しやな白い指──見み惚とれるほどに内親王の所作は雅みやびやかだった。

『なんと厚かましい冶古か。退ひかねば、我らもこれ以上の容よう赦しやはせぬ──』

　影が怨えん言げんを吐はくが、紹子内親王が扇で一ひと振ふり。すっと影がもとに戻もどった。

「納なつ得とくなさらぬ兄上様方には、私からよくよく言い聞かせよう。これが竜の珠の温情であると、ちらとも気づいておらぬのだ。おまえがそう譲じよう歩ほすることで竜も目を塞ふさぐと、わかろうともしないのだ」

「恐れ多いことです、姫君」

　紗良は、その場に丁てい寧ねいに平へい伏ふくする。

　同時に、すうっと意識が落ちてゆく感覚に襲おそわれ──。
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　──その後のことだ。

　紀きの務つかさ庁ちよう、褐かち部ぶ、そして織しき部ぶ庁ちようで官かん吏りの一部が入れ替かわったり消えたりしたようだが、相も変わらず四門と呼ばれる摂せつ家けが実権を握にぎり、国の中ちゆう枢すうであり続けていた。図と京きようについて言うなら、先日の……四竜の楽しい『空中散歩』による被ひ害がいがなかなかのものであったらしく、国土の整備を司つかさどる苑えん部ぶ庁ちようが昼夜、必死に復興の指揮を執とっているそうだ。もちろん、原因を作った四竜はどこ吹ふく風である。彼らにしてみれば、自分たちを不快にさせた人々が悪いのだ。

　四門は苦々しく受けとめているらしいが、竜の凄すさまじさを目にしたあとでは処しよ遇ぐうについての願意を榔ろう帝ていに奏することなどとてもできるはずがない。

　星せい波は院いんで休ませてもらうあいだに紗さ良らが受けた呪じゆ詛その効果も消え、傷もふさがって、すっかり回復したわけだが、なぜか宵よい霧ぎりの宮みやに戻ることは許されなかった。渋しぶ々しぶといった様子で四竜までも星波院に泊とまりこんでいる。

　そんなある日の午後、紗良は星ほしの宮みやに連れられて、ふたたび五い百お重えの社に来ていた。四竜も一いつ緒しよだ。白しろ羽ばは定位置の肩かたの上。

　前の神事が失敗したから、やり直すつもりなのだろうと紗良は考えた。

　社の階きざはしを上がると、外げ陣じんには星宮のほか、辰たつ弥み庁ちようの白しろ長ながの督かみ、織部大たい輔ふ兼かね良よし、そして見知らぬ老年の貴人三名が小お忌み衣ごろもを着用してそこに待機していた。雰ふん囲い気きからして彼らが高官であることは間ま違ちがいなかった。意外なことに、随ずい身しんの百もも瀬せと永なが見みの姿はない。

　彼らは紗良たちが姿を見せると、一いつ斉せいに平伏した。

「よい。頭を上げなさい。それから皆、中へ」

　星宮がやわらかく声をかけ、全員に内ない陣じんへ入るよう呼びかける。

　内陣は前に見た通りだ。中央には四角く切り取ったような泉。その周囲は歩行用の板いた敷じきが張り巡めぐらされている。泉には、透すき通った肉厚の花弁の蓮はすがあり、それを囲む形で八葉が浮ういている。板敷きの隅すみには、顔料や筆などを載のせた雲うん脚きやく台が用意されていた。

　紗良と星宮は、泉を前にして座った。四竜はそれぞれ適当に散らばり、白長督らは雲脚台のある隅のほうに控ひかえた。

「さて。ここで話すことは他言無用だよ」

　星宮がにこりと紗良に笑いかける。すぐに儀ぎ式しきを始めるわけではないようだ。紗良は四竜や白長督をうかがった。四竜はまったく気ままに泉の水をつついたり欠伸あくびをしたりしている。

「いまの右う記きノの國くには皇族よりも臣下が力を持っている。彼らは政事、法の改定についてを繰くり返し上奏してきている。そのどれもが皇族の権力を奪うもの、そしておのれのもとに権力を集中させるもの──まあ、要するに民たみにとってはあまり益えきにならぬ訴うつたえをしてきているということだ」

　紗良は戸と惑まどいながらもうなずいた。

「前から支竜の待たい遇ぐうについての不満も持ち上がっていた。神しん霊れいの存在を政まつりごとに、より利用しようと……彼らで管理しようという議論がかわされていた」

　難しい顔をする星宮の横に、多た々た王おうが音を立てて座る。長い赤あか髪がみを片手で払はらい、ふんと嘲あざ笑わらうような表情を見せる。

「馬や犬のように、俺たち竜を飼おうとしたってわけだ。そこまで軽かろんじるほどに、俺たちを侮っている」

「は、はい」

　泉の水をぱしゃぱしゃと手ですくって遊んでいた小こ瑠る王おうがこちらを向いた。彼も薄うすく笑っていた。

「戯たわむれではすまされぬ話ですね。片っ端ぱしから踏ふみ潰してやりたくなるじゃないですか」

　小瑠王の言葉を聞いて、紗良の隣となりに寄ってきた月つき時じ王おうが苦く笑しようする。

「……と、このままでは俺たちが怒りを抑えられず、人を見限って空へ戻ってしまうかもしれない。そう星宮は危あやぶんだ。で、少しばかり人々を脅おどしてやろうと」

「えっ？　脅す？」

　月時王の顔を見つめ、それから星宮へと視線を移して、紗良は啞あ然ぜんとした。じわじわと状じよう況きようが読めてきたのだ。

「もしかして、竜の方々が空を荒あらすことを、星宮様はあらかじめご存じでしたか？」

　星宮は隣の多々王をちらっと見た。

「紗良、騙だまされるなよ。この皇太子様はにこやかに見えて策士なんだ。近づくな。目を合わせるな」

「竜たちは本当に私の扱いがひどい！」

　そう訴えながらも星宮は笑っている。

「ひどいもなにも、紗良、おまえを騙すことまで決めたのはこの星宮だ。どうする、おまえの代わりに俺が仕置きをしておこうか？」

　多々王の物ぶつ騒そうな発言に、小瑠王と同じく泉の水を覗のぞきこんでいた由ゆ衣い王おうが「……入にゆう水すいさせるか？」とぽつりと告げた。やめてあげてほしい。星宮の笑え顔がおがさすがに引きつっている。

　皇太子相手にそんな暴言を放って大だい丈じよう夫ぶだろうかとはらはらしたが、隅の督かみたちは必死に聞こえない振ふりをしている。

　由衣王もこちらへ近づいてきて、紗良の隣……月時王とは逆側に腰こしをおろした。

「そもそも、ここにある葉が榔ろう月げつ府ふを浮かせているという話からして噓うそだ」

「……はい!?」

　紗良は仰ぎよう天てんした。そこから!?

「一応、これが国にとって重要なものであるのは確かだぞ。宮中を覆おおう護法のひとつだな。空から降ってきた葉ではなく、人の手で作られたものにすぎないが」

「え、そ、それでは……？」

「術者でなくては綻ほころびを修復できない。つまりおまえが神事を失敗させることは決まっていた。どうせ修復予定だったのだからかまわぬ。だが、その事実は、ここにいる者しか知らない」

「……ここにおられる方々以外は、空から降ってきた葉だと信じているのですか？」

「そうなる」

　由衣王は面めん倒どうそうにうなずいた。

「信じている者からすれば、おまえが神事を成功させるのは許しがたい。必ず手を出してくるだろうと。実際、その通りに。当然のごとく星宮がおまえを囲う流れになった。なぜなら我らと星宮は親しいと世に広く知られている。その親密さがなにより気に食わぬ者がいる。ほかの皇子みこの冊さく立りつを願う者だ」

「紗良を襲うと見せかけて、真の狙ねらいはこの私ということだよ」

　星宮が悪戯いたずらっぽく笑う。ぼそっと「まあ、あそこまで紗良が作法を知らぬとは思わず、本当に焦じらされたけれど」とこぼす。気を取り直したように彼は自分を指差した。

「私と紗良の噂うわさを流し、竜りゆうと仲なか違たがいさせる。ついでに紗良が重要な神事を失敗させたことも少しずつ流る布ふするよう仕向ける。そうすれば竜りゆう神じんの地位もある程度貶おとしめることができる。うまくいけば四竜とつながりのある私を廃はいすることもできる」

　紗良は、あっと思い出す。確かに、混乱に乗じて狙われたのは星宮だったのだ。

「だが、俺たちは竜だからなあ」

　月時王が飄ひよう々ひようと言うと、ほかの竜たちが噴ふき出した。

「仲違いなど手ぬるい企たくらみだ」

「俺たちが暴れたら天てん都とがどうなるか、ちっともわかっていないんだからな」

「久々に好き放題空を駆かけ回ることができて、楽しかったですねえ」

　紗良は彼らを見回して、理解した。

　──この方たち、わざと策略に乗って暴れたんだわ。

　人の思おも惑わくを悠ゆう々ゆうと飛び越こえて、逆に竜神の恐おそろしさを見せつけた。

　……少し変だと思っていたのだ。いくら内密に行わねばならぬとはいえ、国の要かなめとなる神事をなんの説明もなくこなさなきゃいけないなんて。

　失敗前提だから手順の確かく認にんなど不要だったわけだ。指導する時間もなかったんだろう。

「だがね、紗良。見ただろう、竜たちの暴れぶりを。言っておくけれど、私は本気で殺されると思ったよ」

　星宮が遠い目をしてぼやく。

「私と紗良が仲良くするのが気に食わないからって、院をめちゃくちゃにしてくれたし」

「おまえが悪い。妹いも背せとはなんだ。兄上様とは。そこまでやれとは言っておらぬわ」

「だよな。しっかり楽しみやがって」

「まったくです、図ずう々ずうしい」

「……まあ、星宮が悪いな」

　四竜は口々に責め立て、つんっと顔を背そむけた。

　だが、人々は竜と星宮が親しいのだと再認識しただろう。あれだけ暴れておきながらも竜たちは紗良とともに院に居座っている。簡単には切れぬ仲だと──星宮には竜の強い加護があるのだと理解する。それはいずれ国を継つぐ星宮にとって大きな力となる。また、今回の件で首しゆ謀ぼう者しやたちを処分せず見み逃のがしたから、借りを作ることもできた。

「これで皆みな、思い知っただろう。紗良に手を出せば俺たちが許さないと」

　月時王が耳みみ飾かざりをゆらしてくすっと笑う。

　紗良は、少しだけ都合のいいことを考えてしまった。

　ひょっとして、この竜たちの一番の目的は紗良を守るためだったのではないだろうか？　たとえば、大臣おとどらに都合よく呼び出されずにすむように。

　──とんでもない方々だわ……！

　紗良はなんだかおかしくなってきた。本当に竜たちは凄すさまじい。そしてその凄まじさを理解した上で小気味よく利用する知ち恵えが星宮にはある。ひねくれた性質を持つ竜たちが彼をかまう理由がよくわかる。

「あ、あの。ですが紹しよう子こ内ない親しん王のう様は……」

　あとは、紗良が気にかけるのは彼女くらいしかいない。

　が、星宮よりもはやく反応したのは小瑠王だった。ざかざかと足音荒あらくこちらに近づき、月時王を押しのける形でそばに座る。

「だれです、その女」

　星宮が「……おーい、皇族の姫ひめだぞー」と小声でつぶやいたが、小瑠王は聞いていない。

　隣となりの由衣王からも、紗良は、人差し指で頭部をつつかれた。

「このあいだの誓ちかいはなんだったんだ？　俺たちにすべてを差し出すと約束しておきながら……。どこでそんな女を引っかけてきた」

　竜がひどい。

　──そもそもあなたのことをお慕したいしている姫様なんですが……。

「なんだ紗良。なぜ俺をそういう奇き妙みような目で見る」

「いえ」

「……はじめておまえから反はん抗こう的な気配を感じた。どういうことだ」

「気のせいではないでしょうか」

　動どう揺ようする由衣王から目を逸そらし、星宮を見つめる。
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「内親王は無事だよ。なにも変わりはない」

「そうですか……」

「いずれ会わせてあげようね。おもしろいことに内親王もおまえと会いたがっていたよ」

「はい、星宮様のご恩情に伏ふしてお礼申し上げます」

「いや──紗良、おまえを利用したことは確かだからな。その礼として、ひとつ私がおまえの望みをなんでもかなえてやろう。なにかほしいものはあるか？」

「あのときの女によ官かん……、星ほし影かげの子は、いまどちらに？」

「うん？　ああ、あの子か。どうした、気になるか？　そうだな、荒あれ野に追放するか、手足を落とすか……」

「で、ですが、私たちを守ってくれたのは事実です」

「じゃあ、紗良の護衛にする？　さすがにもう私の影にはしておけないからね」

　星宮が楽しそうに言う。四竜からは、今度はだれだ、と責めるような目を向けられた。

「少し気になっていたんだよ。宵霧宮にもおまえを守る者を置いたほうがいいんじゃないかなと。……これ以上ない盾たてである竜がそばにいるが、それとはまた別にね」

　ここで話を断ったら、あの少年は荒れ野行きだ。紗良は少し考えた。護衛がほしいというより、ああいうずばずば言ってくれるような者が自分には必要な気がする。裏切りはもう心配しなくていいだろう。紗良たちを庇かばったことで、もとの場所へは戻もどれないとわかっているはずだ。

「はい、ありがとうございます」

「あの子をあとで引き渡わたそう。──じゃあ、そろそろ儀ぎ式しきを始めようか」

　星宮のその言葉に、紗良はきょとんとした。

「儀式と言いますと……？　こちらの葉は偽にせ物ものなのですよね？」

「空の葉は、ほかに存在するんだよ」

「別の場所に保管されているのですか？」

　星宮は困ったように眉まゆを下げる。

「そうだ。だがその場所を権臣らに知られるわけにはいかない。政敵の目をごまかすために、どうしても一度、おまえを社に連れていって儀式の真似まね事ごとをさせる必要があったんだ」

　紗良は小さくうなずいた。

　──そうか。邪じや魔まが入るとわかっていても、これまでの巫かんなぎ同様に、私に一度神事をさせなきゃいけなかったんだ。

　過去の巫たちにもおそらく真実は伏ふせられていた。皆、本物の儀と信じていたはずだ。だが実際は斎さい花かの神事が成功したように見せかけるため、星宮の息がかかった術者が秘ひ密みつ裏りに葉を修復していたのではないか。

　星宮が乙おと世よ──陰おん陽みよう師じをそばに置いているのはこのあたりの事情が絡からんでいるに違ちがいない。

　いままではそうして対処してきたが、今回は事情が異なる。紗良は『本物』の巫で、なおかつ命を狙ねらわれている。そこでもしも大た為い葉はに関する真実が暴あばかれてしまったら──。

　先ほど政敵の真の狙いは星宮だという話を聞いたが、やはり紗良のことも殺したがっていたと思うのだ。本気で襲おそってくるだろう。

　だから星宮は、不測の事態に備えて自ら社にやってきた。紗良を守るためでもあったが、なにより、大為葉の秘密を守るために。

　それなら政敵の策に引っかかった振ふりをし、あえて神事を失敗させ、自分の院に連れてこよう。そしてついでに神しん霊れいの怖こわさを思い出させるため竜りゆうに暴れさせよう──こういう筋書きだ。

「ですが、私にこんな大事な話を明かしてよろしかったのですか？」

「おまえは本物の巫だからね。おまえ以外に、大為葉は癒いやせない」

　星宮はそう言うと、なぜかいきなり衣ころもを脱ぬぎ始めた。

　驚おどろく紗良をよそに上じよう半はん身しん裸はだかになり、くるりと背を向ける。

　星宮の背に、図が──錫しやく杖じようの環わのような、巻き貝のような……複雑な模様が描えがかれていた。

　偽物の葉の模様とよく似ていた。むしろ背の模様を基もととして葉の護法が築かれたのかもしれない。

　けれども星宮の背は、所々が痣あざのように黒ずんでいる。

　紗良はそれを見て、竜の身についた穢けがれを思い出した。

「空の葉は、人の身に降るんだよ」

　星宮が背を向けたまま告げる。

「気がつけば、いつしか降り始めるんだ。だが、人の身は不ふ浄じようを抱かかえるために、やがて空の力が濁にごり始めてしまう。失われる前に、清めねばならない。そこで空界の存在たる竜の血が必要になる」

「その浄きよめが、本物の儀ですか？」

「そうだ」

「……榔ろう帝ていは、このことをご存じでしょうか？」

「知らぬよ」

　星宮の答えに、紗良は息を吞のむ。

「空の葉を受け継ぐのは皇族と決まっている。が、必ずしも国の王に現れるわけではない」

　そうか、だから竜たちは榔帝よりも星宮と交流を持っていたのか。彼を守る意味で。

　隅すみに控ひかえていた兼良が、雲うん脚きやく台を掲かかげて静かに歩み寄る。ふと、兼良と目が合った。この場に綾あや紀のりはいない。……夢の中で紹子内親王と会ったとき、紗良を責める影の声のひとつに綾紀と似たものがあった。社でも、星影の少年を女官として連れてきたのは彼だ。なら──そういうことなんだろう。この先、綾紀と会うことはきっとないんだろう。

「さあ、紗良。難しい作業ではない。穢れを筆で落としてくれ。竜の血をまぜた水を穂ほに含ふくませ、穢れをなぞればいいだけだ。……できるな？」

「──はい、星宮様」

　紗良は、台から筆を取った。
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　その夜。紗良は、いつかの夜のように綿わた衣ぎぬを羽織って簀すの子こ縁えんの階きざはしに座っていた。といっても、ここは西の対たいの屋やではなく、倒とう壊かいを免まぬがれた東の対屋だ。

　あちこちひどい状態になっているので、二次被ひ害がいを防ぐべく篝かがり火びが置かれている。そのせいか、月明かりが遠く感じる。

「月に、なりたい……」

　いつかの夢で聞いた言葉をぽつりとつぶやき、離はなれた場所の篝火を目に映していると、板いた敷じきの軋きしむかすかな音が耳にとどいた。

　顔を上げれば、縁の奥から狩かり衣ぎぬ姿の由衣王がやってくるところだった。

「やはり眠ねむっていなかったな」

　由衣王はずんずんと近寄ると、紗良の横で足をとめ、怒おこった声を出した。紗良は腰こしを上げ、彼と向き合う。

「……私を案じて、来てくださったのですか？」

「厚かましいぞ。だれがそんなことを言った」

　そう言い返した直後、由衣王は袖そでで口元を覆おおって横を向く。

　──これはいま放った言葉を後こう悔かいしている表情だ……。

　もしかして、こじらせすぎたあまり、嫌いやがらせもどきをやめたくてもやめられないのでは。

「気が高ぶっているのか？　……おまえが襲われることはもうない。眠れ」

「白はく木もく蓮れんの夢のように、何者かが現れても宵よい霧ぎりの君が遠ざけてくださるから？」

　しかめっ面つらの由衣王がこちらへ視線を戻す。

「宮の名で呼ばれるのは好きではない」

「それは私の勘かん違ちがいでなければ、遠回しに、名で呼ぶよう訴うつたえていらっしゃるとか」

「おまえはおそらく、これまでに百回は風ふう雅がを知らぬと言われてきたに違いない！」

「…………そこまでたくさん言われたことはありません」

　なんて勘かんのよい方なんだ。

「由衣王、今こ宵よいは、月が遠くにありますね」

　紗良は夜空へ顔を向けた。すると、夜より深い色の衣の袖で頭上を覆われ、そのまま由衣王の胸へと引き寄せられる。驚いて彼を見上げたとき、複数の人間の話し声を拾った。庭のほうからだ。こんな遅おそい時間まで下官が荒れた庭の片づけをしているらしい。

　由衣王は紗良を隠かくすように囲ったまま息をひそめた。しばらく待つうちに、声が遠ざかってゆく。

「……紗良、俺の姿は恐おそろしかったか？」

　深刻な響ひびきのこもる問いかけに、紗良はちらりと視線を上げた。どうやら竜姿で暴れ回ったことを今いま頃ごろになって気にし始めたらしい。

「疑わないでください、由衣王。私は人々に恐ろしいと怯おびえられる竜の方々が好きなのです」

「……方々……。疑わぬが、腹が立つ」

　なぜ立腹されるのか、と問うことはできなかった。背に回った由衣王の腕うでに軽く力がこめられたからだ。

「紗良、星宮には惹ひかれるなよ。あれは見た目とは裏腹に怖い男だぞ」

「心の中はもう、竜の方々でいっぱいですので、ほかの方を入れる余地がありません」

「では俺の紗良だな」

「はい」

「……前に……、おまえをその──見み窄すぼらしいだの泥どろ人形だのと言ったのは……」

　紗良は笑いそうになった。すごく気にしているらしい。

「かまいません、泥でも石でも木でもなんでも、おそばに置いてくださるなら」

「そうか」

　ふ、と由衣王が表情をやわらげる。

　これもやはり夢かもしれない。ぼんやりと紗良はそう考える。由衣王が心を輝かがやかせるような情熱の眼まな差ざしを向けてくるなど、きっと紗良の都合のいい夢としか。
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　ようやく宵霧宮に戻もどってきたのは、霜しも月つきの訪おとずれる頃ころだ。

　紗良は、四竜と母おも屋やの廂ひさしに座り、南庭を眺ながめながらくつろいでいる。この時期は日中の短い時間しか格こう子し戸どを開けていられない。大気には冬の匂においが満ちている。

　由衣王以外の三竜は、弦げん楽がつ器きに縦笛、横笛にと、思い思いに音を鳴らし、楽しんでいる。

　彼らの冬の装い、音色、雪が降る前に燃える最後の紅葉。美しいと紗良は感かん嘆たんする。ここだけは、時の流れもゆっくりしているかのようだ。

「紗良、いまでも夢のようと思うか？」

　脇きよう息そくにもたれて紅葉の降る様を眺めていた由衣王が、こちらに視線を流した。

　紗良は一いつ瞬しゆん、なんのことかと思った。

「まだこちらの暮らしが慣れぬか」

「いえ」

　どういう返事を求められているのか読み切れず、紗良は首を傾かしげる。

　手て慰なぐさみのように弦楽器を爪つめで鳴らしていた小瑠王が顔を上げ、不満そうに唇くちびるを曲げる。

「慣れなくたって、逃にがしませんけど」

「はい、藍らん桜おうの君。私はどこへも逃げません」

　縦笛を吹ふいていた月時王も口から離はなして、企たくらむような笑えみを見せる。

「そうだな。逃げたら、また都中を荒あらしておまえを追わねばな」

　恐ろしいことを言う。

　おののく紗良を見て、多々王も横笛を膝ひざに置き、眉まゆを上げる。

「今度は稲いな妻ずまや雨だけではすまないぞ」

　逃げるなよ、と竜りゆうたちが笑う。

　紗良は神しん妙みようにうなずく。

「黄泉よみに逃げることも許さない」

　そう言ったのは、由衣王だ。

「どうする、おまえたち。我らの珠たまは、この世を夢にして、ひらひらと黄泉へ飛んでゆくつもりでいる。そんな薄はく情じようを許せるか？」

「へえ、竜りゆう神じんが、死の神に負けると思っているわけか」

「許しがたいですねえ」

「じゃあ、言い聞かせないといけないだろう」

　口々に言い合ったあと、多々王が試ためすように問う。

「紗良。すべて俺たちに捧ささげるんだろう？」

「はい、赤あか鴇つきの君」

「生きるも死ぬも。そうだな？」

「……はい」

　さすがに死の瞬しゆん間かんを覆くつがえすのは無理だろう──そう思ったが、ふと気づく。

　どうしてなのか、身体からだが怠だるくなったと思ったらいつの間にか回復していなかっただろうか。それを繰くり返している。いまはなぜか、調子がよい。白羽の力の影えい響きようかと思っていたが……。

　──もしもそうではないのだとしたら。

　竜の力なのだとしたら。

「私は、なにもかも、竜のもの……」

　命の刻限までも。

　痺しびれるような感覚が背を駆かけ抜ぬけた。

「そうだ、紗良」

　由衣王がひそやかに笑う。

「もう全部、竜のものだ」

「はい──はい、由衣王」

「しばらくは邪じや魔まをする者もいないだろう。そして星宮が帝みかどになれば、もっと長く好きにできる」

　彼らはそうしてあやしく視線をかわし、囁ささやくのだ。

　笛を取りながら、弦つるをはじきながら、優ゆう雅がをまといながら。

「では、終わらぬ蜜みつ月げつを続けようか」

　赤い葉が、紗良の膝に落ちた。

　この葉も、竜たちの眼差しも、もはや紗良の夢ではなかった。

　由衣王が立ち上がる。庭へおり、竜たちの奏かなでる楽の音に合わせて扇おうぎを広げる。そこに、赤い紅葉が載のる。恋こいより赤い紅葉が載る。

「この世に、紅葉に、さあ舞まえ舞え」

　由衣王は扇の上の紅葉を舞わせるようにひらりと振ふり、楽と踊おどる。

　笛の音は高らかに、降る紅葉は花びらのように。

　現うつつの美しさに、紗良は見み惚とれた。








あとがき






　こんにちは、あるいはお久しぶりです、糸いと森もりです。

　本書をお手に取ってくださり、ありがとうございます。




　こちらは『竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜や記き　時めきたるは、月の竜りゆう王おう』の続編となっております。

　巫女みこ姫ひめ的存在になった紗さ良らのその後、という内容です。

　今作も、シリアスと見せかけて、拗こじらせすぎた竜りゆうたちに振ふり回されたり振り回したりする騒そう動どう記となっております。前作に引き続き鞭むち展開はほぼない……ないはず……と思われます（自分基準で「火あぶり＋磔たつ刑けい」あたりが鞭展開の序章です）。




　話の展開とは無関係のネタバレ（？）をひとつ。

　紗良たちが出で掛かけた市で登場する赤い[image: 鱗]うろこのような皮につつまれた果実の正体は、ドラゴンフルーツです。竜繫つながりで……。

　竜たちはきっとこの果物の中身を見て「なにか想像していたのと違ちがう……！」と衝しよう撃げきを受けます。




　謝辞を。

　担当者様にはいつもお世話になっております。今回、なにやら難なん産ざんで脱だつ稿こうに時間がかかってしまい、大変ご迷めい惑わくをおかけしました。最後まで見捨てずにお付き合いくださり、とても感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　青せい月づきまどか様。今作も素す敵てきなイラストをありがとうございました。原げん稿こうが遅おくれてしまい、本当に申し訳ありませんでした。カバーイラストの星ほしの宮みやの色っぽさと格好よさにときめきました。

　編集部の皆みな様さま、書店さん、校正さん、営業さん、お力ちから添ぞえくださった方々に心よりお礼申し上げます。家族や知人たちにも感謝を。

　この本をお読みくださる読者様。楽しんでいただけましたらとても嬉うれしく思います。

　またお会いできますように。
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